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   プロローグ

  

  　時間商人トキタは、執務机についていた。助手のカナタと飼い猫のミケは外出しており、客もいない。店にいるのはトキタ一人。

  　都会の一角にある、古ぼけたビルの地下。客を迎えるために赤絨じゆう毯たんが敷かれ、応接セットには高価なソファが設しつらえられている。

  　トキタの座す執務机は木製で、重厚な造り。整せい頓とんが行き届いており、上にあるのはパソコンと電話機、それに必要最低限の書類があるだけだった。

  　電話機が鳴ったので、トキタは間まを置かずに手を伸ばす。白い手袋の手で受話器を取った。

  「時間商人トキタでございます」

  　トキタの名乗りに、相手はしばし無言。

  「もしもし?」

  「……トキタか」

  　感情を込めず、呟つぶやくような女の声。声を聞いて、トキタは相手の正体を察した。小声でしか話さない人物なので、トキタは電話の音量を上げる。

  「ハルカ様でしたか。お久しぶりでございます」

  「そうでもない。たったの千百五十二日」

  　丁てい寧ねいに応じるトキタに対し、相手の女は依い然ぜん感情を見せない。電話なので表情は見えないが、実際に対面してみたとしても無表情なのは間違いない。

  　トキタは苦笑しつつ尋たずねる。

  「およそ三年ぶりということですよね?　まあ、確かに私たちにとっては、久しぶりという感覚ではないかもしれませんが」

  「そういうこと」

  　ハルカは口調を変えずに肯定した。

  　トキタもハルカも、常人ではない。

  　人の寿命を操あやつる力を有し、彼ら自身は不老不死の状態で数十年、数百年を生きている。長生きすればするほど、時間は短く感じられる。

  「ハルカ様、本日のご用件はどういったものですか?　定期監査の時期はまだ先かと存じますが」

  「監査ではない」

  「ほう?　では、いったい……?」

  「監査ではなく、警戒警報」

  「珍しいですね。時間取締官の部隊長様直じき々じきのご連絡とは」

  「危険度が高い」

  「何があったのです?」

  「時間盗賊が動き出した」

  　サングラスの奥で、トキタの目つきが険しくなる。受話器を持つ手に力が入った。

  「どの時間盗賊か特定できていますか?」

  「できている。手口が特徴的」

  「名前は?」

  「キザミ」

  「キザミですか……。懐なつかしい名前です。確か、長らく活動していなかったのでは?」

  「寿命のストックが尽きたと見える」

  「なるほど、補給の時期になったというわけですね」

  「そういうこと」

  「被害はどの程度ですか?」

  「判明しているだけで一般人十五名」

  「全員死亡ですか?」

  「そういうこと」

  　トキタを含む時間商人は、顧客との契約に基づいて寿命を操あやつるが、時間盗賊はそうではない。有う無むを言わせず相手の寿命を奪う。残りの寿命を奪いつくされた人間は、その場で死に至る。

  「そうですか。しかし、十五名も死者が出たと見るべきか、まだ十五名しか出ていないと見るべきか」

  「後者。まだ増える」

  　時間取締官のハルカは、淡々と告げる。

  「今回の時間盗賊は私が担当することになった」

  「それは心強い。解決は早そうですね」

  「そうでもない。現時点ではまだ居場所の手がかりすらない」

  　ハルカは一拍置いて、続ける。

  「協力願うことがあるかもしれない」

  「かしこまりました。お気軽にお声かけください」

  「もし時間盗賊の噂うわさを聞いたら知らせてほしい」

  「お安いご用です」

  「時間盗賊が時間商人を襲う可能性も高い」

  　ハルカの指摘に、トキタは一瞬だけ間まを置いた。脳裏で状況を描き、目を閉じた。

  「……わきまえております」

  「では、またいずれ」

  　ハルカの用件は済んだようで、別れの挨あい拶さつを交わす。

  「私の妹によろしく」

  「かしこまりました、ハルカ様」

  　電話を切ったタイミングで、店のドアが開いた。明るく染まったミディアムヘアを揺らす、スレンダーな女性。助手のカナタが戻ってきたのだ。

  「やあ、お帰り、カナタ」

  「ただいま戻りましたー!」

  　カナタはトキタに近づきながら答える。彼女に荷物を下ろす暇ひまも与えず、

  「今、君の姉さんから電話があったよ」

  　トキタはいきなり切り出した。カナタはその場で立ち止まり、目を丸くした。
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   第一話

  

  「珍しいなあ」

  　引っ越し会社のトラックを目にして、私は思わず呟つぶやいた。

  　買い物を終えてビルに戻ってきたところ、入り口のそばに停車していた。荷台のドアは大きく開いている。作業服を着た人たちがせわしなく動いて、荷物を次々と運び込んでいた。階段を上るのはちょっと大変そうだった。

  　それを横目に、私は地下に下りた。

  　時間商人の店は、このビルの地下にある。都会の中に埋もれるようにして、地味に建っている四階建ての古いビル。そんなにお洒しや落れな場所じゃないけど、長く住んでいるせいか、私は結構気に入っている。確かそんな諺ことわざあったよね?

  　階段の突き当たりのドアを開けると、そこが時間商人の店。隙すき間まなく壁紙が貼はられ、下は赤絨じゆう毯たん。手前に応接用のソファと低いテーブルがあり、反対側に大画面のテレビ。奥には高級感漂う執務机がある。立ち並ぶ大きな本棚をバックに、時間商人、トキタ先生は座っていた。

  「やあ、お帰り、カナタ」

  「ただいまですー」

  　私は買い物袋をソファに下ろして、中身を探る。このソファは応接用のものだけど、お客さんがいないときは私が勝手に使っている。

  「上に引っ越しのトラックが停とまってましたけど、知ってます?」

  「ああ、今日だったか。上の階に新しく入居するとは聞いていたけど」

  　先生は卓上のカレンダーに目をやった。

  「ついこの間、電話が入ったんだった。カナタには言いそびれてたね。申し訳ない」

  「電話って、引っ越し会社からですか?」

  「いや、新しく入居する人から」

  「へえー、ずいぶん律りち儀ぎなんですねー。というか、私たちの電話番号を知ってる人なんですね」

  　私は感心して言った。

  　先生と私の仕事は、お客さんに不老不死の時間を売ることだ。もちろん、世間では全然一般的じゃない。隠しているわけではないけど、そんなに大々的に宣伝しているわけでもないので、知る人ぞ知る店だ。

  　なので、電話番号を知っている人は少ないと思う。

  「ここに来たことがあるお客さんから、噂うわさを聞きつけたのかもしれないね。評判になるのは、ありがたいことだ」

  　先生は嬉うれしそうに言った。

  

  　世間では、時間商人の噂はこんな感じで広まっているらしい。

  　曰いわく、時間商人はとある都会の一角に店を構えている。

  　その店に行けば、客は十年間だけ不老不死になれる。

  　交換条件は、十年分の寿命か、お金。

  　契約した客は、十年間、老いることがなくなる。

  　病気も怪け我がもせず、決して死なない身体になる。

  　不老不死の時間を求める人のところに、時間商人の助手は白い猫を連れて現れる。

  　店の場所を知らなくても、助手が案内してくれる。

  

  　その「助手」というのが私のことだ。

  　この店は先生と私とミケの三人で運営されている。正確には、二人と一匹か。

  　白猫のミケは今、絨じゆう毯たんの上で丸くなって眠っている。まるで大きなおまんじゅうが落ちているみたいだ。柔らかそう。

  　このミケは不老不死を必要とする人の気配を、遠くから感じることができる。ミケはいつも突然駆けだして、そういう人たちのところに向かっていく。私はミケを追いかけて、その先にいる人に会って、時間商人の店について説明する。外回りの営業担当だ。

  　今はミケが起きる気配はないので、少しくつろげるかな、と思った。

  　そのとき、店のドアがノックされた。等間隔で続けて三回、硬い音。私は応接テーブルに広げていた買い物の品を片づける。

  「はいはーい、今行きまーす!」

  　言いながらドアを押し開けると、正面に人が二人立っていた。若い男の人と女の人だった。

  　二人は私を見るなり目を丸くした。

  　女の人は手で額ひたいを押さえて、嘆き始めた。

  「くっそ、賭かけはあたしの負けだぜ冬ふゆ彦ひこ!」

  「っしゃあ、俺の勝ちぃ!　じゃあ、後でナツ姉のおごりで回らない寿す司しに行くってことで」

  「絶対、『白雪姫』の魔女風だと思ったのに、ここまで若いとはな」

  「若い!　そして可愛かわいい!　俺は安心したよお!　仲良くなれそうだね!」

  「こら冬彦、いきなり失礼だろうが」

  「どこが失礼なんだよナツ姉。可愛いって俺は褒ほめてるんだよ。全然失礼じゃないじゃん」

  「正論だが、お前のはナンパにしか聞こえねー」

  　二人は何やら盛り上がっている。男の人は私にウインクを飛ばしてきている。何となく事情は察したけど、とりあえず私は尋たずねないといけない。

  「は、はじめまして。えーと、どちら様ですか?」

  「ああ、悪い悪い、いきなりで申し訳ない。上の階に入居するんで、引っ越しの挨あい拶さつに来たんだわ」

  　女の人が片目を瞑つぶって、小さくお辞じ儀ぎした。

  　凛り々りしい目鼻立ち。髪は無む造ぞう作さなロングヘア。化粧っ気は少なく、服装も着古した感じのジャケットとロングデニム。全身から、がさつな印象を振りまいている。話し方も男っぽい。

  　初対面にしてはなれなれしい態度。でも、嫌悪感はない。何というか、とてもかっこいい人だった。

  「色々お世話になると思うけど、これからよろしくな、カナタさん」

  「はい!　こちらこそ、よろしくお願いします!」

  　その一歩後ろで、冬彦さんは笑顔で言う。

  「で、俺たちはついでにトキタさんとカナタさんの外見を予想して、賭かけをしてたんですよ。俺は十代後半の女の子って予想してて、ナツ姉は中年って思ってたってわけ」

  「いやはや、とんだ失礼をしたよ、カナタさん」

  「いえいえそんな、全然気にしないでください!　こんな風に予想を聞く機会ってあんまりないので、面白かったです!」

  　噂うわさが広まっていても、実際に会ったことがない人は想像するしかないんだよね。不老不死で何十年も生きているって話だから、もっと神秘的なイメージになっちゃうのかもしれない。普通の人と、見た目は全然変わらないのになあ。

  「それで、本題は引っ越しの挨あい拶さつだったんだけど、今、トキタさんはいる?　忙しそう?」

  「あ、呼んできますね。こっちに座ってお待ちください」

  　私は二人に応接セットにかけるように勧すすめ、先生を呼ぶ。

  「せんせーい!　お客様でーす!　上の階に引っ越してきた方でーす!」

  「追おい田た様と喜き嶋じま様でしたね」

  　先生はすでに席を立っていた。こちらに近づいて、お客さんたちに挨拶する。

  「直接お会いするのは初めてでしたか。私、時間商人のトキタです」

  「あたしは追田事務所代表の追田夏なつ枝えで、こっちのは喜嶋」

  「喜嶋冬彦でーす。よろしくお願いしまーす」

  　冬彦さんはにこにこ笑って名乗り、軽い感じでお辞じ儀ぎする。スーツスタイルを少し着崩した感じで、夏枝さんとは対照的にこぎれいな出いで立ちだ。

  　三人が名刺を出して交換し始めたので、私もそれに倣ならった。

  　受け取った名刺を見る。下の名前は夏枝さんと冬彦さん。真反対の季節の人が一緒に働いているんだと思うと、ちょっと面白かった。

  「ああ、これ、つまらないものなんですけど、是非お二人で召し上がってください」

  　冬彦さんは和菓子の包みを差し出してきた。先生が丁てい重ちように受け取る。

  「わざわざお気き遣づかいいただきまして、すみません。カナタと後でいただきます」

  「わあ、ありがとうございます!」

  　私と先生がお礼をする。甘い物は大好きなので、これは嬉うれしい。

  「いや、トキタさんには、これから色々とお世話になるからな」

  　夏枝さんは、意味深しんな笑顔で強調する。

  「ほんっとーに、色々と。頼むぜ」

  「こちらこそ、機会がありましたら、よろしくお願いいたします。色々と」

  　先生は丁てい寧ねいに応じ、ゆっくりと頭を下げた。

  　どういうこと?　色々とって、何のこと?

  　私は夏枝さんと先生の表情を、交互に窺うかがった。どちらも相手に向かって微ほほ笑えんでいる。私が知らないだけで、先生と夏枝さんの間では、すでに話がついているみたいだ。

  

  　夏枝さんと冬彦さんが辞去されてから、私は尋たずねた。

  「先生、何か企んでいます?」

  「何の話?」

  「さっきの夏枝さんと、仲良さそうにしてたじゃないですか」

  「嫉しつ妬とかい?」

  「ち、違いますっ!」

  　先生が変なこと訊きくから、声が上うわずってしまった。

  　ごまかすために、冬彦さんからもらったばかりのお菓子の箱を開けてみた。有名な銘柄のおまんじゅうだった。説明文の紙が同封されていて、和風のイラストがとても綺き麗れいだった。捨てるのもったいないから、これはとっておこっと。

  　おまんじゅうは真っ白で、絶妙な丸さ具合。どこかで見たことあるな、と思って絨じゆう毯たんに目を向ける。丸まったミケの寝姿。思わず見比べてしまった。

  「そっくりー!」

  「何の話だい?」

  「あ、先生、おまんじゅう召し上がります?」

  「別にいいよ。今、僕はちょっと手が汚れる仕事をしているからね」

  　先生はデスクで何やら封筒に糊のり付けをしていた。珍しく白手袋を外している。よく考えると、夏枝さんと冬彦さんに挨あい拶さつしたときも素す手でだった。二人が来る前からその作業をしていたみたいだ。

  「何だ先生、言ってくれたらお手伝いするのに!」

  「いや、この仕事は僕がやる。カナタはそれ食べてていいよ」

  「本当ですか!　じゃあお言葉に甘えます!」

  「それで、何の話だっけ?」

  「あ、そうれしたそうれした、夏枝さんの話れすよ!」

  　私はおまんじゅうを口に入れていた。急いで飲みくだす。

  「だから、先生は夏枝さんと前もって連絡をとっていたわけですよね?　だから、何か取引でもしてるのかなー、と思ったんですよ!」

  「ああ、そういうことね」

  「不老不死の契約の予約でもされてるんですか?」

  　先生が取り扱っている商品は一つしかない。期間限定の不老不死をお客さんに提供する、ただそれだけ。だから取引内容は自然と限られてくる。

  「カナタは鋭いね。そんなところだよ」

  「じゃあ、近い将来、夏枝さんを不老不死にするわけですか。もしくは冬彦さん?」

  「あ、それは違う」

  　先生はあっさりと否定した。

  「可能性がないわけじゃないけど、そういう計画じゃない」

  「んん?　えーっと……?」

  　私は混乱してきた。先生の言っていることがよくわからない。

  「ああ、ごめんカナタ。説明が足りなかったか。つまり、あの二人は僕たちのお客様じゃないんだ。どちらかというと、業務提携に近い」

  「業務提携?」

  　私は聞き返しながら、さっきもらった名刺を取り出した。

  「この、追田事務所って、どんなお仕事をしてるんですか?」

  　名刺には仕事の内容が書かれていない。社名からは想像できないし。くるくる回して両面見てみたけど、裏側は白紙だった。

  「名は体たいを表わすっていうのはこのことかな」

  　先生のサングラスが光る。

  「彼らの仕事は、追うことだ」

  　追うって、何を?

  　そう訊きこうとしたら、足元にあった白いおまんじゅうが動き出した。耳を立てて、身を起こすや否いなや、部屋中を走り始めた。

  「わあ、ミケが反応した!」

  　今はドアが閉ざされているので、ミケは外に行けない。ドアを開けてやれば、ミケは出ていって不老不死を必要とする人のところに駆けていく。

  「カナタはミケを追わないとね」

  「了解です!　行ってきます!」

  　私はドアを開けてミケを出してやる。まっしぐらに階段を駆け上がるミケを、私は追いかけた。

  

  　その日、私はお客さんに会って、先生の力について説明して、店に連れて戻った。契約を締てい結けつして、お客さんは十年間の不老不死を得て帰っていった。いつもと同じ仕事に励んでいるうちに、追田事務所のことを訊きくのを忘れてしまった。

  



  
    ＊
  


  

  　数日が過ぎた。追田事務所の引っ越し作業は、荷物を運び込んだ日のうちに完全に終わったようで、翌日以降は静かなものだ。

  　それにしても静かすぎるなあ、というのが私の率直な感想だった。

  　新しく事務所ができたのなら、そこで働く人やお客さんたちが出入りして、賑にぎやかになるものだろうと思っていた。ところが、追田事務所はどうやら夏枝さんと冬彦さんの二人だけでやっているらしく、お客さんがやってくるようなことも今のところない。

  　まあ、このあたりは私たちも似たような感じだ。従業員もお客さんも少ない。

  　いつもどおり過ごしていたその日、買い出しのために地上に出ると、エレベーターホールで冬彦さんにばったり出くわした。

  「あ、冬彦さん、こんにちはー」

  　私は思わず呼びかけた。

  　冬彦さんはダーク系のスーツをノーネクタイで着ていて、胸元にアクセサリーを光らせている。なかなかおしゃれな格好だ。

  「こんにちは。カナタさん、この間はどうもー」

  　にこやかに応じる冬彦さん。

  「いきなりだけど、カナタちゃんって呼んで平気?　見た目的には年齢近そうだし」

  「いいですよー。好きなように呼んでください」

  「やった、じゃあカナタちゃんで!」

  「そんなに嬉うれしいですか?」

  　私は首を傾かしげて訊く。ガッツポーズして喜ぶところじゃないと思う。

  「いや、カナタさんだと何か、よそよそしい感じじゃん?　かといって、カナタって呼び捨てにするのも偉そうだし?　うん、やっぱりカナタちゃんがいいよ」

  　冬彦さんはそう言って笑った。

  「ところで、今、少し雑談して平気?」

  「大丈夫ですよー。全然急ぎませんし」

  　せっかくご近所さんになったんだから、これを機にお互いを知り合っておこうと思った。冬彦さんたちの仕事のことも気になるし。

  「カナタちゃん、不老不死なんだよね?　あのトキタさんもだけど」

  「そうですよ。不老不死です」

  　時間商人は、人に不老不死の時間を売るだけでなくて、自分たちも不老不死だ。先生も私もミケも、長いこと老いず、この見た目のまま生きている。

  　こういう話は、信じない人が大多数だ。不老不死なんて絵え空そら事ごと、あるはずがないという意見。

  　世間の常識ではそれが正解なんだけど、冬彦さんは私たちのことを予あらかじめ知っているようで、不老不死のことをすんなりと受け入れてくれている。少し嬉うれしくなった。

  「ってことは、カナタちゃん、見た目と年齢がかなり違うわけだよね?　俺より長く生きてるんだ?」

  「たぶんそうですねー」

  「俺って今、二十歳なんだけど、カナタちゃんは俺の何倍も生きてるんだろうねー。何年生まれ?」

  「あぁー、冬彦さん、いけないんですよー、レディに年を尋たずねるのは」

  　私はやんわりと回答を避けた。本当のところを言ってしまうと、腰が抜けちゃうと思うから。

  　今度は私が尋ねる。

  「冬彦さんたち、お仕事は何をされてるんですか?」

  「仕事ねー。まあ、なんて言うか、人捜し的な?」

  「探偵さんみたいなもんですか」

  「そうそう!　そんな感じ!」

  　冬彦さんは、我が意を得たりという感じで私を指さす。なるほど。先生も「追うこと」と言っていたし、そういうことだったか。

  「ところで、どうして新しい事務所をここに決めたんですか?　建物古いから、あんまり人気ないと思うんですよ。長らく空あきだったから、とっても気になります」

  「はは、色々あってね。まあ、カナタちゃんがここにいたからじゃないかな。惹ひかれたんだよ」

  「またまたぁ」

  　私は笑顔でごまかしておく。おだてられるのは嫌いじゃないけど、ここまでまっすぐだと困っちゃうなあ。

  「ところでカナタちゃんは買い物に行くところだった?」

  「あ、そうなんです。ちょっとミケの餌えさを買いに」

  「ミケ?　あ、そっか。猫を飼ってるんだね」

  　冬彦さんはそう言った後、何か違和感があったようで、顎あごに手を当てた。「考える人」みたいだ。

  「あれ、おかしいな。俺が聞いた噂うわさでは、時間商人の助手は白い猫を連れて現れる、って話だったと思うけど」

  「そうですけど?　どこがおかしいですか?」

  「いや、だって、ミケってことは三毛猫じゃないの?」

  「白猫ですよ?　白猫にミケって名前をつけたらダメなんですか?」

  「いや、ダメってことはないけど……。何かちょっとおかしいと思うよ。センスを疑うっていうか。こう言っちゃ何だけど頭が悪そう。名付け親の顔を見てみたいな」

  「私ですけど」

  　私は睨にらみながら真相を告げた。場の空気が凍る。冬彦さんの顔が引きつった。

  「頭が悪そうなセンスで悪かったですね!」

  「いや、ごめんごめん!　いい名前だと思うよ!　うん、ミケ!　いいね!　すごくいい!」

  「ふーんだ。そんなフォロー要いりませんよー、だ!」

  　私はそっぽを向いてその場を去った。ガラス戸を開けて出ていく。別にいいじゃん、ミケって名付けたって!　名前の由来も知らないくせに!

  「カナタちゃん、ごめんって!　悪かったって!」

  「すみません急ぎますからー」

  　冬彦さんが謝るのが聞こえたけど、私は足を止めないので、その声はどんどん遠くなっていく。
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  「夏枝さんと冬彦さんって、探偵さんだったんですね?」

  　時間商人の店に戻ってから、私は先生に尋たずねた。私はいつものように応接ソファに座っていて、先生もいつものように執務机についている。

  「探偵さん?」

  　先生は怪け訝げんそうな様子で聞き返した。

  「あれ、違うんですか?」

  「どうして探偵だと思ったのか、気になるな」

  「だって、先生は『彼らの仕事は追うこと』って言ってましたし、今日、冬彦さんと話したら、『人捜しが仕事』って言ってましたし」

  「なるほど。そこから推測を働かせたわけだ」

  「そうです。だって、人捜しと言えば探偵さんでしょう?」

  「まあ、カナタの連想は決して的外れじゃない」

  「……何か、正解でもなさそうな雰囲気ですね」

  「人を捜すのは探偵だけじゃないからね。論理的に考えるためには、すべての可能性を漏もれなく検討する必要がある。たとえば、逃げた容疑者を捜すのは刑事。ビジネスで優秀な人材を探すのは、企業の採用担当者やヘッドハンター。遊園地の迷子センターの係の人という可能性もある」

  　幅広く候補を挙げていく先生。私はちょっと感心した。

  「そっかー。そういうこともありえるんですねー。迷子センターの事務所がここにある意味はさっぱりわかりませんけど」

  「あくまで例えだよ」

  「でも、結局のところ追田事務所は何なんですか?　ヘッドハンターなんですか?」

  「それは……」

  　先生は困ったように笑って言い淀よどむ。

  「どうしてそこで言うのをやめるんですか?」

  「言ったら、カナタはどんな顔するだろうかと思ってね」

  「私に言いにくいような話なんですか?」

  「まあ、いずれ言わないといけないのはわかっているけど、カナタには少し抵抗があるかもしれない」

  「……夏枝さんと冬彦さん、もしかして悪い人ですか?」

  　先生は答えてくれなかった。結局、否定も肯定もしなかった。

  



  
    ＊
  


  

  　先生は意地悪して教えてくれないので、私は自力で追田事務所の仕事内容を突き止めようと思った。

  　夕方、仕事がなくて暇ひまな時間に、階段で二階に上ってみた。夏枝さんと冬彦さんが入居した階だ。ちなみに、四階建てだけど、今のところ他に入居者はいない。よっぽど人気のない物件みたいだ。

  　追田事務所のドアの前に立った。時間商人の店のドアとは違って、曇くもりガラスの窓がついている。

  「ここ、だよね……?」

  　私は確認するように呟つぶやいた。

  　とても静かで、人の気配が感じられない。

  　ノックしてみたけど反応なし。ちょっと迷いつつドアノブを握ってみたら、鍵かぎがかかっていた。

  　どうやら、夏枝さんも冬彦さんも外出しているようだ。

  　思えば、人捜しが仕事というくらいなんだから、外に出てることが多いのかもしれない。

  　誰もいないなら、ここにいても手がかりはつかめそうにない。しょうがないので時間商人の店に戻ろうとしたとき、

  「おーっと、何か用かい、カナタさん?」

  　目の前に夏枝さんの顔があった。

  　私はぎょっとして二歩、三歩と後ずさる。

  「あー、すまん、驚かせちゃったか」

  　夏枝さんは頭の後ろに手をやった。私は慌あわててお辞じ儀ぎして謝る。

  「すみません、特に用事があったわけじゃなかったんですけど、ちょっと様子が気になっちゃいまして!」

  「いや、謝んなくていいぜ別に?　用事がなきゃ来ちゃいけないなんてこともないし。トキタさんの助手の人なんだから、遠慮せず来てくれよ」

  　ここまで言ってくれるとは、どうやらこの夏枝さんは先生とよほど親しい間柄みたいだ。

  「あ、そうだ、この間は冬彦が迷惑をかけたらしいな。謝ると言えば、あたしのほうが謝んなきゃいけなかったな」

  「ああ、そのことですか……」

  　ちょっと触れたくない話題が出てしまった。

  「夏枝さんが謝らなくても」

  「部下の不始末はあたしの責任。冬彦の奴やつ、余計なことを口走ったと言って、申し訳なさそうにしてたからな。許してくれとは言わないが、すまなかった」

  　私はちょっと回答に困ったので、曖あい昧まいに笑っておいた。

  「ちなみに、冬彦はいったいなんて言ったんだ?　あいつは失敗したと言ってぼやくだけで、詳しい内容を教えてくれなかったんで」

  「いや、ホント、気にしないでください!」

  　私は急いで話を変える。追田事務所の仕事の話だ。

  「ところで夏枝さん、今日はどこに行ってたんですか?」

  「ああ、仕事仕事。ちょっとお客さんのとこ」

  「へえー、どんな人なんですか?」

  「うーん、こればっかりはカナタさんでもちょっとダメかな。守秘義務ってもんがあるから、言えないな」

  　夏枝さんは難しそうな表情になる。

  「ま、言えるのは『依頼人はお金持ち』だってことくらいだな。この辺はトキタさんも、きっと同じだろ?」

  　確かに、先生もお客さんの情報は漏もらさないようにと、常つね々づね言っている。お喋しやべりな私はちょっと気をつけないといけない。

  「夏枝さんと冬彦さん、外に出てることが多いみたいですけど」

  「そりゃまあ、仕事柄そうなっちゃうかな」

  「人捜しが仕事って聞きましたけど、どんな人を捜してるんですか?　行方不明の人のご家族から依頼を受けたりするんですか?」

  「ん?　カナタさん、トキタさんから何も聞いてないのか?」

  　夏枝さんは意外そうに眉まゆを上げた。

  「えっと……、そうですね。先生は何も教えてくれなかったんです。私も訊きいたんですけど」

  「そりゃまいったな。あたしとしては言ってもいいんだが、トキタさんが内緒にしてるってことは言っちゃまずいのかも」

  「いいえ、そんなことないです!　先生は私に意地悪してるだけなんです!　教えてください!」

  　私は夏枝さんに詰め寄った。

  「んー、でもなー。後でトキタさんに何か言われたくないんだ、あたしは」

  「でも……」

  「それに今、こう見えてもあたしは仕事中なんだ」

  　まだ食い下がろうと思ったけど、そのとき、階下から男の人がひょっこり現れた。冬彦さんだった。

  「おーう、カナタちゃんだカナタちゃんだ!　何、何、ナツ姉、なんでこんなとこでカナタちゃんと話してるの?」

  「冬彦、お前っ……、カナタさんをちゃん付けで呼んでるのか!?」

  「いや、だってカナタちゃんって呼んでいいって許可はもらったし」

  「お前な……」

  　夏枝さんは呆あきれた様子で顔に手を当て、首を振る。

  「いや、まあいい。それよりも冬彦、何か謝ることがあったんじゃないのか?」

  　夏枝さんが指摘すると、冬彦さんは「そうだった!」と言って改まる。手を前で合わせた。

  「この間はごめんよ、カナタちゃん。本当に申し訳なかった!」

  「別に気にしないでください」

  　私はつっけんどんに答えた。正直、私はまだ根に持っている。

  「お詫わびというか、埋め合わせというか、今度飯でもおごらせてくれないかな?」

  「お食事ですかー」

  「この間、ナツ姉のおごりで行った寿す司しが美う味まかったんだ、これが!　ああ、他のとこでも良いよ。カナタちゃんの好みに合わせるから」

  　私は少し考えて、基本的なところを確認しておくことにした。

  「それはデートのお誘いと受け取れますけど?」

  「受け取るも何も、デートのお誘いなんだけどね」

  　冬彦さんは即答した。

  「カナタちゃん、彼氏とかいるの?」

  「いませんよー」

  「じゃあ、いいじゃん。行こうよ」

  　問題は私に彼がいるかどうかじゃなくて、冬彦さんとデートして私は楽しいのだろうか、という点なんだけど。

  「行くのは百歩譲って構わないがなあ、冬彦」

  　夏枝さんはいつの間にか冬彦さんの背後に立っていた。移動したことに全然気づかなかった。気配を消すのがうますぎる。

  　後ろから、冬彦さんの肘ひじのあたりに、そっと触れ、

  「いだだだだだ!」

  　冬彦さんの声が上がった。

  「今は仕事中だって言ってんだろ、なあ?　仕事中にナンパとはいい度胸してんじゃねーか。しかも時間商人の助手のカナタさんをよぉー。えぇ?　なめてんだろ?　カナタさんを。そして、あたしを。なめてんだろ?」

  「いててて!　ナツ姉、痛い痛い!　なめてない!　なめてないです!」

  　夏枝さんは冬彦さんの腕を掴つかんでいた。掴んでるというよりむしろ、関節を完全に極きめている。変な方向に捻ひねられた腕。冬彦さんの悲痛な叫びが上がる。私は見てられない。

  「や、やめてあげてください夏枝さん!」

  「ナツ姉、放して!　カナタちゃんもああ言っていることだし、放してくださいお願いします!　死ぬ死ぬ死ぬ!」

  「いくら締めても死にはしねえよ。首じゃなければな」

  　夏枝さんは涼しい表情を崩さない。冬彦さんの肩に自分の顔を載のせて、耳元で囁ささやいている。

  「ナツ姉、首はやめて!　ください!　ずぁああ痛い!」

  「放してほしいなら、何か言うことあるよな?」

  「わかりました!　仕事中はできる限り仕事を頑張ります!　ナンパは一日一時間!　ナツ姉のいないところでやります!」

  　冬彦さんは中途半端な宣言を叫んだ。そんなのでいいの?

  「よし、約束は守れよ冬彦」

  　夏枝さんは腕の拘束を解いて離れた。そんなのでいいんだ!

  　冬彦さんの背中を押して、追田事務所のドアを開けさせる夏枝さん。

  「というわけで、またな、カナタさん」

  「それじゃあ、後で連絡するからどっか飯食いに行こうねカナタちゃん!　あ、ケータイのメアドを……」

  　冬彦さんが言い終える前に、夏枝さんは無言で冬彦さんの背中を蹴けった。事務所の中に押しやり、ドアを閉める。

  　再び静せい寂じやくが戻ってきた。

  「夏枝さんたちの仕事、結局教えてもらえなかったな……」

  　残された私は呟つぶやいて、仕方なく階段を下りる。
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  「という感じで、冬彦さんからデートに誘われたんですけど」

  　時間商人の店に戻って、私は先生に報告した。

  「こういう場合、どうしたらいいんでしょう?」

  「カナタはもてるんだね」

  　先生は読んでいた本を閉じた。サングラスを光らせ、口元でいたずらっぽく微ほほ笑えんでいる。

  「べ、別にもてるわけじゃないですけどっ!」

  「否定しなくていいさ。こういう風に誘われるのは初めてじゃないだろう?　カナタがもてるのはまったく不思議じゃない」

  「……先生、不思議じゃないって、それどういう意味ですか?」

  　私は気になって尋たずねた。先生が私を評価してくれる機会はそんなに多くない。

  「言葉どおりの意味だけど?」

  　先生は白い手袋の手でコーヒーカップを口に運ぶ。薄い唇くちびるで啜すすり、ゆっくりと味わっている。

  「答えをごまかさないでください、先生。何がどうして不思議じゃないんですか?」

  「どうしてそこに深入りするのかな」

  「気になりますから」

  　もしかしたら「可愛かわいいから」とか言ってくれるかもしれない。先生からそう言われると、その、やっぱりちょっと嬉うれしいと思う。貴重なタイミングを逃のがしちゃいけない。

  「まあ、あくまで僕個人の見解にすぎないから、あてにしないでほしいけど」

  　先生はカップを置いた。

  「カナタは性格がいい。欲張らないし、嘘うそをつかないし。ビジネスには少し不向きかもしれないけど、恋愛受けはしそうだ。外見だって悪くない。世の男性諸氏が好みそうなファッションと顔だ」

  「……何か、褒ほめられてるのに、あんまり褒められた気がしないですね」

  「別に褒めたわけじゃないからね。分析してみただけ」

  「もう!」

  　私は勢いをつけてソファから立ち上がった。

  「こういうときは褒めてくださってもいいじゃないですか!」

  「こういうときって、どういうとき?」

  「その、恋愛の、話……。そう、そういう話のときです!」

  「要領を得ないね」

  　先生は小さく息を吐つく。とるに足らないことだ、とでもいったように。

  「……先生は女心をもう少し理解した方がいいと思います」

  「努力するよ」

  　素そっ気けなく返す先生。あんまり努力する気は感じられない。

  「さて、僕としたことが話をずいぶん逸そらせてしまった。冬彦さんのお誘いの話だったね」

  「ああ、そうでした」

  　私はすっかり忘れていた。自分から話を振ったのに、危ない危ない。

  「結論から言うと、今はまだお断りしておいてくれるかな」

  「嫉しつ妬とですか?　冬彦さんにジェラシーですか先生?」

  　この間のお返しで、冗談めかして訊きいてみた。

  「ああ、携帯電話の番号とアドレスを教えるくらいなら構わないよ。さて、そろそろ読書を再開しても良いかな?」

  「うわあーん、そんなあからさまに無視するなんて!」

  　私は天を仰いで嘆いた。手足をじたばたさせる。

  「まだ読書はダメかい」

  　そう言いながら、先生はすでに本を開いてスタンバっている。ひどい。

  「読書の前に私の質問に答えてください!」

  「答えたじゃないか。今はまだお断りって」

  「そうじゃなくって、その後の質問ですよ」

  　先生の白しら々じらしさはなかなかのものだ。私は睨にらみながら尋たずねる。

  「冬彦さんの誘いをお断りするのは、私もそのつもりでしたから別にいいんです。理由を訊いています。冬彦さんに嫉妬してたりするんですか?」

  　小さく溜ため息いきを吐く先生。

  「別にそういうわけじゃないけどね」

  　予想どおりの回答。実は少しくらい嫉妬してほしかったし、それを匂におわせてくれるような回答を一〇パーセントくらい期待していたけど、現実はこんなところが妥当だよね。

  「嫉妬云うん々ぬんは関係なく、まだ待っていてほしい。追田事務所と仲良くするのは構わないけど、仲良くなりすぎるのは困る。もう少し様子を見たい」

  「仕事的な意味合いでですか」

  「そう、仕事的な意味合いで」

  　追田事務所との業務提携。先生がどんな青写真を描いているのか、私にはまだ見えない。

  「追田様や喜嶋様とは、良好な関係を築いておきたい。しかし、蜜みつ月げつになるのはまだ早い。喜嶋様の下心までは見えないからね。カナタとの接触から利益を得ようとしているのかもしれない。そうなると、こちらが割りを食う恐れがある」

  「そこまで計算に入れますかー」

  　先生は相変わらず深読みを働かせている。

  「というか、下心って言葉、そういうビジネス的な意味で使いますか」

  「じゃあ訊きくけど、カナタはどういう意味で使うの?」

  「な、なんでそういうことを訊くんですか先生!　そんなことをレディに言わせるなんて、はしたない!」

  「どうした。顔が赤いよ、カナタ」

  「知りません!」

  　私は顔が隠れるように後ろを向いて、ソファにダイブ。そこで話を終わらせた。
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  「というわけで、お誘いはお断りします、冬彦さん」

  　またしてもエレベーターホールで冬彦さんに出くわしたので、きっぱりと言っておいた。私の好き嫌いで断るのはちょっと気が引けるけど、先生の指示を断る口実にできたからよかった、と。

  　そう思ってたのに、

  「そんなあ!　カナタちゃん、俺はカナタちゃんに心から謝罪したいのに!　心の底から謝罪の気持ちしかないのに!　もしかしてまだ怒ってる?　そんなに俺のこと嫌い?」

  　冬彦さんは大げさに嘆いた。あー、膝ひざをついちゃってるよ。うっすら涙目っぽいし。

  「き、気持ちだけ受け取っときます!　それに、別にもう怒ってないですってば!」

  「ああ!　俺のこと嫌いってところは否定しないんだ!」

  「うう……」

  　こういうとき、嘘うそをついて否定するのが処しよ世せい術ってものなんだろうけど、私にはできないなあ……。というか、怒ってないってところもすでにちょっと嘘で、その時点で後ろめたい感じ。

  「……まあ、でも仕方ないか」

  　冬彦さんは、膝をついた姿勢のままだけど、いくらか落ち着きを取り戻したみたいだ。安心しかけたそのとき、

  「もしかして、カナタちゃんはトキタさんのことが好き?」

  「え!」

  　突とつ拍ぴよう子しもない質問に、思わず声を上げてしまった。

  「へ、変なこと言わないでください!」

  「図星かなー。それなら仕方ないよなー」

  「だからあ!」

  　私の言葉を、冬彦さんは聞いてない。

  　確かに私は先生のことが好きだと思う。長い付き合いで、ときどき考え方が合わないと思うこともあるけど、基本的に先生は優しい人だ。理り不ふ尽じんに怒ったりしないし、いつも紳士的だし、ミケをきちんと可愛かわいがるし、良い上司だ。

  　でも、先生が好きっていうのは、恋愛とは別の次元の話だと思う。

  「よし、俺もあの方向性を目指すか。クールなジェントルマン系って感じ?」

  「目指さなくていいです!」

  「俺、結構得意なんだよ、物もの真ま似ね。仕事柄ね」

  「もう勝手にしてください!」

  　そっぽを向きながら、ふと、冬彦さんの言葉を頭の中で繰り返してみて違和感を覚えた。

  「……仕事柄?」

  「うん?」

  　聞き返す冬彦さんに、私は尋たずねる。というかむしろ、苦笑しながらつっこむ。

  「物真似が仕事柄得意ってどんな仕事ですか?　芸人さん?　え、でも人捜しの仕事で物真似ってことは……?」

  「……あっ」

  　冬彦さんは何かに気がついた様子で、表情を歪ゆがめた。失敗したー、やっちゃったー、と聞こえてきそうな顔。

  　数秒後に表情を落ち着かせ、

  「そ、そうなのだー、俺って芸人さんだったのだー」

  「そんな棒読みでごまかさないでください!」

  　冬彦さんは急に明後日あさつての方角を向いて、しらばっくれるモードに入った。私は急に悲しくなった。

  「どうして仕事を隠すんですか……?　もう、みんなして意地悪だ……」

  「いや、カナタちゃんに意地悪しようってわけじゃなくて、トキタさんから箝かん口こう令れいが出てるって聞いたからさ。俺だって仕方なくやってるんだよ」

  「……かんこうれい?」

  　聞きなれない言葉が出てきたので、私は戸と惑まどう。

  「かんこうれいって何ですか?　缶コーヒーか何かの仲間ですか?」

  「ぶほっ!」

  　何でか知らないけど、冬彦さんが吹き出す。

  　吹き出した後で、笑うように肩を小さく震わせた。いや、実際に笑っていた。

  　最初はこらえようとしていたみたいだったけど、徐々に笑い声が大きくなる。あっはっは、と周りにまで聞こえるような声になった。

  「そ、そんなにおかしいですか?」

  「いやあ、カナタちゃん可愛かわいいなあと思ってねえ。いやあ、面白い!　今の話の流れでなんで缶コーヒーになるんだよ!　とか、コーレーってどんな飲み物なんだよ!　とか、ツッコミどころが多くてもう」

  　むう。

  　知らない言葉が一つあっただけのことなのに、ここまで言われちゃうとは。

  　見み下くだされてる感じで、正直、またむかっときた。

  　他の人と話すときは全然そんなことないのに、冬彦さんと話すとどうにも気が短くなってる気がする。

  「……失礼します」

  　私は頬ほおを膨ふくらませ、短く挨あい拶さつしてその場を去った。

  「あ、ああ、そっか、行くのか。じゃあまたねカナタちゃん」

  　冬彦さんは残った笑いをかみ殺して言う。どうも、私の憤いきどおりを感じ取る能力はないみたいだった。
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  　時間商人の店に戻って、一眠りして目覚めてみるとソファの上だった。先生の声が聞こえる。私を起こす声なのかと思ったけど、違った。執務机で、先生は誰かと電話をしていた。

  　目をこすりながら身を起こした。先生がかけてくれたのか、私の体の上には毛布があった。部屋の照明は執務机周りだけがついている。私のいる応接側は消してあった。また先生に気を遣つかわせてしまった。

  　毛布を畳たたんで起きあがる。時刻はまだ夜十時すぎ。変な時間に眠っちゃった。足元ではミケがちょこんと座ってにゃあと鳴く。ミケが起きてる時間に寝てしまって、何だか負けた気分だ。

  　電話の邪魔にならないように、私は先生に無言で会え釈しやくした。洗面所に行こうと思って通り過ぎようとしたとき、先生は右手を広げて私に向けた。そこで待て、ということらしい。先生は電話の相手に恭うやうやしく挨拶する。

  「それではお待ちしておりますので。いえ、お気になさらずに。ご連絡誠まことにありがとうございます。失礼いたします」

  　通話を終えて、静かに受話器を置いた。

  「おはよう、カナタ」

  「すみません、眠ってしまって」

  「ちょうどいいタイミングで起きてきてくれて、ありがとう」

  　先生の口元は微ほほ笑えんでいる。皮肉なのか何なのか、わからないけど。

  「今の話、聞いてたらわかったと思うけど、もう少ししたらお客様がお越しになるよ。おそらく十分もかからない」

  「了解しましたー」

  　私は指を二本だけ立てて、緩ゆるい感じで敬礼する。

  「ちなみに、どんな方ですか?」

  「追田様。もう一ひと方かたお連れになるとのことだったから、都合お二方。喜嶋様はお越しにならないらしいから、カナタは安心していいと思うよ」

  　意外な名前に目を丸くする私。

  「夏枝さん……?」

  「そう」

  「業務提携的なことですか?」

  「まさに、追田事務所との業務提携第一号だね」

  　先生は満足げな表情で、背もたれに身を預ける。脚を組んでリラックスした態勢。

  　私は尋たずねずにはいられない。

  「先生、そろそろ先生が何をしようとしているのか、教えてくださってもいいんじゃないですか?　仕事の内容がわからないと、お手伝いしにくいんですけど」

  「そうだね、それはもっともな話だ」

  　先生は椅い子すを少し回転させ、私の方に向き直った。

  「その前にこちらからも尋ねよう。追田事務所のお二人に、どんな印象を持っている?」

  「その質問、何か関係あるんですか?」

  　私は小首を傾かしげながら、答えを考える。

  「えーと、そうですねー。一言で言ってしまうと……、夏枝さんは、凛り々りしくて強いです。冬彦さんは、爽さわやかでちゃらいです」

  「一言と言いながら、それぞれ二単語ずつ使っているのは、まあ良しとしよう。ちなみに、ちゃらいって言葉はどういう意味?　冬彦さんを褒ほめてるの?　貶けなしてるの?」

  「褒めてません。ふざけた感じで、ちゃらちゃらしてるってことです」

  「なるほど」

  　先生は苦笑する。

  「満点とは言えないけど、充分合格かな」

  「こんな質問に、合格とか不合格とかあるんですか?　変な基準で採点されてるみたいで、釈然としないんですけど」

  「いや、カナタを評価したわけじゃないから、気を悪くしないでくれ」

  　まっすぐに私を見み据すえる先生。サングラスが一瞬、光を反射して輝いた。

  「それで、カナタはあのお二人のことが好きか?　嫌いか?」

  「ちょっと答えに迷う質問ですね、それ……。好きか嫌いかは難しいですけど、夏枝さんは格好よくて、憧あこがれますね。自分がああなれるとは思いませんけど、ちょっと尊敬します。冬彦さんは、あの性格が嫌いってわけじゃないですが、ぶっちゃけ鬱うつ陶とうしいです。でもまあ、ああいう人もいますよね、って感じ。許せないってほどじゃないです」

  　私の答えを聞いた先生は、笑うように肩を小さく震わせた。いや、実際に笑っていた。

  「何かおかしかったですか?　私の答えが」

  「いや、安心したんだよ」

  「ところで先生、また話が逸それてるような気がするんですけど、気のせいですか?　私は夏枝さんたちの仕事について聞きたかったんですけど」

  「実は僕は、意図的に話を逸らしたんだ。今だけの話じゃなくて、最初から。追田様と喜嶋様がお越しになることになったときから」

  「ど、どういうことですか?」

  「カナタに、あのお二ふた方かたと先入観なしで触れ合ってもらいたかったから」

  　そして、先生は言う。

  「彼らの仕事は、取り立て屋だ」

  　探偵事務所じゃなく、

  　刑事さんでもなく、

  　採用担当でもヘッドハンターでも、

  　もちろん、遊園地の迷子センターでもなく、

  　取り立て屋。

  「……取り立て屋さんって、具体的に何をする人たちですか?」

  「わかりやすく言うと……、そうだな、ＡさんがＢさんにお金を貸したとしよう。Ｂさんがなかなか返してくれない、となったときに、Ａさんは困る。そこで、Ａさんは取り立て屋に依頼をする。取り立て屋はＢさんのところに行って、金を返すように言う。金を返させる。そういう仕事」

  　先生の話はわかりやすかったけど、長かった。

  「つまり、借金取りですか?」

  「そうか、その言い方があったね」

  　先生が追田事務所の仕事を秘密にしていた理由がわかった。確かに、先に聞いていたら強い先入観が生まれてたに違いない。

  「夏枝さんたち、怖い人だったんですね……」

  「まあ、人によっては怖がるかもしれないね」

  「つまり、あれですよね?　家に押しかけて『金返さんとはどういうつもりじゃボケェ!』みたいに叫びながら四し六ろく時じ中ちゆうドアを叩たたくんですよね?　中の人はぶるぶる震えて布ふ団とんに包くるまって居留守するんですよね?」

  「カナタのイメージは、ひと昔かふた昔ほど前の話じゃないかな」

  「そうなんですか?」

  「最近は法律の規制も厳しくなってきてるから。あ、でも、どうだろう。僕も実態を知っているわけじゃないから、何とも言えないな」

  　先生によると、取り立て行為で人を脅おどしたりするのは、法律で禁止されているらしい。とはいっても、皆が皆、法律を守っているわけじゃない。

  「でも、どっちだって同じことさ。押しかけられるのは僕たちじゃないんだから。借金さえしなければいい。違うかな?」

  「それはそうかもしれませんけど……」

  　私はそこで口ごもった。

  　先生はどこ吹く風という感じだ。もちろん、先生の言うとおり、私たちがお金を借りなければ、取り立て屋さんと関わることもない。

  　でも、私たちじゃなくても、どこかの誰かが借金をして、取り立て屋さんに追われている。別世界の話のようだけど、それはきっと現実にある。想像すると、やっぱり怖いと思う。

  「でも、その取り立て屋さんと先生が、どうして業務提携をするんですか?　何かメリットがあるんですか?」

  　私が尋たずねると、先生は意外そうに眉まゆを上げた。

  「カナタはまだわからないの?」

  　外からドアがノックされる音。等間隔で続けて三回、硬い音。夏枝さんたちが挨あい拶さつにきたときと、同じ音だった。

  「追田様たちかな」

  　先生は椅い子すから腰を浮かせた。

  「どうぞ、お入りください」

  　私が応対するよりも先に、先生が立ち上がって言った。微み塵じんも隙すきのない白いスーツ。背せ筋すじを伸ばして出迎える。

  　ドアが開き、現れたのはやはり夏枝さん。左手にはアタッシュケースを持っている。そして右手で、知らない男の人の腕を引っ張って連れてくる。

  　男の人は、この間、関節を極きめられた冬彦さんと同じような姿勢だ。完全に怯おびえて、絶望してるような表情。何か、連行されてるって雰囲気。

  　取り立て屋。

  　連行。

  　それってつまり、この男の人は……?

  「先ほどはご連絡ありがとうございました」

  　私の思考をよそに、先生は恭うやうやしく頭を下げた。

  「いや、悪かったねトキタさん。夜分遅くに」

  「時間商人はいつだってお待ちしておりますよ」

  「ああ、そうそうカナタさん、冬彦はこの店出入り禁止にしといたから。カナタさんが気を悪くするといけないから」

  「そ、そうでしたか……」

  　男の人を拘束したまま挨あい拶さつする夏枝さん。先生は諸もろ手てを挙げて迎え入れた。

  　夏枝さんたちをソファに座らせ、私にお茶を出すように命じる。夏枝さんはソファの近くにアタッシュケースを下ろした。

  　私は一人その場を後にし、キッチンに向かった。お茶を淹いれながら考える。

  　きっとあの男の人は、借金を返せなくなった人だ。

  　お金をたくさん借りて、何かの事情で返せなくなって、借金だけが残ってしまった人だ。

  　返そうと思っても、返せない。

  　そんな人を、夏枝さんたちは時間商人の店に連れてきた。

  　夏枝さんたちの目的は、さすがに私でも薄々推測できてしまった。

  　紅茶を淹れたカップを三つ、トレイに載のせて運ぶ。

  　応接セットでは、先生の向かい側に男の人が座り、その隣に夏枝さん。

  　ドアに近い側に座る。

  　まるで、壁のように。

  　逃げられないようにする囲いのように。

  「お茶、お待たせしましたー」

  　私は緊張を悟さとられないように、できるだけ明るい声で言った。てきぱきとテーブルに並べていく。

  「ありがとう、カナタ」

  　先生はそう言って、早速カップに口をつけた。夏枝さんも、それに倣ならうようにして飲む。

  　男の人だけが、カップに手を出さない。

  　手を出せない。

  　手を膝ひざの上に置いて、ズボンを強く握りしめて、そこだけ皺しわになっている。顔から汗が滴したたり、手の甲に落ちた。暑いわけじゃないのに。

  　肩が小さく震えている。笑うように震わせている。実際は、笑っているのではなく、不安からくる震えだった。

  「それで、いかがでしょうか。先ほどの話は」

  　先生は、震えるその人に尋たずねた。

  　答えは返ってこない。男の人は自分の膝ひざを見たまま、唇くちびるを噛かみしめている。

  「困りましたね」

  「トキタさんを困らせてんじゃねーよ」

  　横から夏枝さんの腕が伸びて、男の人の肩に回された。その肩がびくんと跳はねて、「ひっ」と小さく悲鳴が上がる。

  　夏枝さんは顔を近づけた。迫らせたというべきかもしれない。

  「そんな悩む選択じゃねーだろ?　寿命を二十年払えば借金をちゃらにしてやるんだぜ?　あんたまだ若いだろ?　寿命なんざ余ってるだろ?　乗らねー手はねーよ」

  　時間商人は、お客さんを十年間だけ不老不死にする。

  　交換条件は、十年分の寿命か、お金。

  　契約をしたお客さんは、十年間、老いることがなくなる。

  　病気も怪け我がもせず、決して死なない身体になる。

  　他の人を不老不死にする場合は、寿命二十年分が必要になる。

  　夏枝さんは今、この人に二十年の寿命を払うように言っている。

  「あんた、そうやって震えてりゃ解決する問題じゃねーんだぜ?」

  　歯をかたかたと鳴らす男の人に対して、夏枝さんは容よう赦しやしない。

  「あんたが借金を抱えて身動きがとれなくなってるのは、運不運もあるだろうが、あんたの責任だ。この世の中、ミスしない人間はいねーし、ミスしてもある程度は挽ばん回かいできるようになってるけどよお、責任から逃げるのだけは許されねーんだよ。逃げ続けたら追われ続けるだけだろーが。ここらで責任を果たしとけ。それとも、これ以外に金を払う手段があるのか?　ないんだろ?　な?」

  　男の人は、観念したようにかくんと頭を下げて、頷うなずいた。

  「それでは」

  　先生は微ほほ笑えんで、手際よく、まったく無駄のない動きで契約書を差し出した。

  「こちらにご署名とご捺なつ印いんをお願いいたします」

  　右手で記入欄を指し示し、左手で万年筆と朱肉を用意する。

  　男の人はおぼつかない手つきで受け取り、数秒逡しゆん巡じゆんした後で、結局署名し、捺印した。

  　普通なら、先生はこの男の人を十年間だけ不老不死にするところだ。もしくは、この男の人が指名した他の誰かを不老不死にするところ。

  　今回は、そうならない。

  　契約書を先生の後ろから覗のぞき見たところ、不老不死になるのは「追田事務所の指名する者」と記されていた。

  

  　契約が完了し、男の人だけが時間商人の店を去った。夏枝さんはまだソファに座ったままだ。男の人が手をつけなかったカップはそのまま残っていた。

  「じゃあトキタさん、早速なんだが打ち合わせどおりいこう」

  　夏枝さんが切り出した。

  「権利を、トキタさんに売却する」

  「かしこまりました」

  　先生は私を見上げて指図する。

  「カナタ、金庫に入っているお金を出してくれ」

  「わ、わかりました」

  　私は執務机の奥に再び向かう。立ち並ぶ書棚の陰に隠れるようにして金庫が置かれている。念のために背後を振り返り、手元が覗のぞかれていないことを確認。ダイヤルを操作して錠じようを外した。

  　札束があった。

  　おそらくは一束百万円。それが、ピラミッドみたいにして積んである。下から四、三、二、一で合計一千万円。ご丁てい寧ねいにお盆まで用意されていた。私はお盆ごとそれを持ち上げる。

  　応接セットに戻ると、今度は夏枝さんが契約書に署名し、印鑑を捺おしているところだった。個人名じゃなくて、追田事務所としての印鑑だった。

  　それは、さっきの契約書とは違うフォーマット。

  　寿命を支払って誰かを不老不死にするためのものではなく、

  　誰かを不老不死にする権利を売却する契約書だった。

  「追田様、お手数をおかけいたしました。これにて手続きは完了でございます」

  「ちょうど、カナタさんも戻ってきたしな」

  「カナタ、ここに置いてくれ」

  　指示に従って、私はテーブルの中央に札束を置く。先生はそれを夏枝さんたちに近づけた。

  「どうぞ、お確かめくださいませ」

  　先生は笑う。夏枝さんも笑顔だ。嬉うれしそうに札束を確認する。

  「おう、確かに受け取った」

  　夏枝さんは大金にも動じることなく、アタッシュケースを開いて札束をしまっていく。

  　あっけない。

  　あっけなくすべてが滞とどこおりなく終わり、夏枝さんは席を立った。一千万円の入ったケースを持ち帰る。

  「じゃあまた、よろしく頼むわ、トキタさん」

  「ええ、こちらこそ。また機会がありましたら」

  　別れの挨あい拶さつを済ませ、追田事務所代表、追田夏枝さんは出ていった。

  

  「これが、業務提携だったんですね」

  　私は今見た出来事の意味を、先生に確認する。

  「取り立て屋の夏枝さんたちは、借金を抱えた人を連れてくる。その人はお金を持ってないから、寿命で払わせる。寿命をお金に換えるために、先生が契約をしたんですね」

  「少し手間がかかるけどね。不老不死の権利を一度は追田様にお渡しし、それを後で買い取ることで、目的は達成される」

  　結果として、先生は一千万円払って男の人の寿命を買い取った形になる。寿命は、相手を選べばもっともっと高く売れる。難病にかかったお金持ちの人は、延命のために一億円以上出してくれたりする。

  「……何か、嫌な感じです」

  　率直な感想を述べた。

  「弱い人から寿命を搾しぼり取ってるみたいで、まったく気持ちよくありません」

  「それはしょうがないよ、カナタ。追田様が借金を取り立てるのは正当な権利だ」

  「でも……、心が痛みませんか、先生?」

  「カナタは、人に共感しすぎていると思う」

  　先生は私の心を見み透すかすように指摘した。

  「もちろん、共感することは悪いことじゃない。人間社会で生活するために、相手を思いやることは大事だ。でも、思いやりすぎることもない。取り立て屋に追われる人は確かに気の毒だし、その立場になると恐怖を覚えるかもしれない。寿命を支払うのは確かに酷こくかもしれない。だったら、その立場にならないように日頃から気をつければいい」

  「せ、正論ですね……」

  　私は半分以上呆あきれていた。先生のことは嫌いじゃないけど、ちょっとドライすぎる。

  「カナタは今、僕のことを冷たいと思ってる?」

  「今に始まったことじゃないですけど、今は特にそう思っています」

  　ふと思い出したことを指摘してみる。

  「夏枝さんたちが取り立て屋さんだってことを内緒にしてたのも、冷たいです」

  「それは言っただろう?　先入観を持たせないためだって」

  　確かに、最初からわかっていれば、私は業務提携に反対しただろうし、そもそも夏枝さんや冬彦さんに近づこうとさえ思わなかったかもしれない。

  「でも、それは先生の都合ですよね?」

  「そうだね。僕の都合だ」

  「私の気持ちは無視ですか?」

  　極力、感情を抑えようとしたけど、自分の言葉で寂しさが増してしまった。先生は、自分の都合で私を騙だます。隠し事をする。私の気持ちを考えてくれない。

  「……先生は勝手です。わからず屋です」

  「僕なりに配慮した結果が、内緒だったんだけどね」

  　先生は、わずかに顔を上げて天井を仰ぐ。サングラスで表情は読めないけど、何を考えているんだろう。私に呆あきれてるのかな。面倒なことを言う助手に、飽き飽きしてるのかな。

  　そんな風に思われるのは、ちょっと嫌だ。

  　先生の考えにはついていけないことが多いけど、先生から見放されちゃうのは、嫌だ。自分でも、矛む盾じゆんしていることはわかってるけど。

  

  　──カナタちゃんはトキタさんのことが好き?

  

  　わかんない。

  　わかんないよ、そんなこと!

  　私はカップを片づけて、乱暴に洗って棚にしまって、そのまま寝室に直行して眠った。
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  　後日、やっぱり私は買い物帰りだった。袋を提さげてビルに入り、時間商人の店に戻ろうとしたところ、

  「やあ、お帰り、カナタ」

  　と、先生の声で呼びかけられた。姿は見えない。

  「先生……?」

  　私は驚いて先生の姿を探す。

  　先生は店から滅めつ多たに出てこない人だ。というか、私が助手として働き始めてからの数十年、外に出たところを一度も見たことがない。

  「どこですか、先生?　というか、外に出てくるなんて、何かあったんですか?　天てん変ぺん地ち異いの前触れですか?　世界は滅びるんですか?」

  「大げさだよ、カナタは。そう簡単に世界は滅びないよ」

  「そりゃそうかもしれませんけど……」

  　ようやく声の出どころを見つけた。階段だった。地下じゃなくて、二階への階段。声こわ色いろもすでに先生のものじゃない。

  「はははっ、カナタちゃん引っかかったー」

  　冬彦さんが大笑いしていた。楽しげな感じで私を指さしながら下りてくる。

  「何だ、冬彦さんですか」

  「似てた?　ねえ、似てた?」

  　物もの真ま似ねが得意だと自慢していた冬彦さん。先生の声真似をマスターしたようだ。

  「何だよ、カナタちゃん、そんなに睨にらまなくても……」

  「いえ、別に睨んでませんけど……」

  　子どもっぽい企みをした冬彦さんにムカッときたというか。

  　一瞬騙だまされた自分にちょっと自己嫌悪というか。

  　そういうのもあったけど。

  「冬彦さんたち、取り立て屋さんだったんですね」

  「ああ、そっか、この間のでカナタちゃんもわかったんだ。じゃあ箝かん口こう令れいも終わりだね」

  　あっけらかんと言う冬彦さん。

  　箝口令って言葉の意味は、あれから調べてわかったからいいとして。

  「冬彦さんの物真似って、人を騙して呼び出すためのものだったんですね?」

  　お金を借りて返せなくなったＢさんは、家に身を潜ひそめる。あるいは、どこかに身を隠す。Ｂさんを呼び出すために、ドアの外でがなりたてるのは法律違反だけど、

  「知り合いの人の声真似をして電話して、呼び出すんですよね」

  「カナタちゃん、鋭いなあ。ご名答」

  　嬉うれしそうに褒ほめてくれる冬彦さんだけど、私はちっとも嬉しくない。

  「人を騙す人は、嫌いです!」

  　先生も、冬彦さんも、知らない!

  　私は踵きびすを返して地下への階段をくだる。

  　階段の上から、冬彦さんは「ちょっと、カナタちゃん、何だよ?　何か気に障さわった?」と慌あわてた様子で訊きいてきたけど、私は無視した。

  　ドアを開けて、時間商人の店に戻る。

  「やあ、お帰り、カナタ」

  　口の端はをわずかに上げた本物の先生。執務机に座ったまま私を迎える。

  「ただいま戻りましたー!」

  　私は先生に近づきながら答える。口調がちょっとつっけんどんになってしまった。

  「今、君の姉さんから電話があったよ」

  　先生はいきなり切り出した。私はその場で立ち止まり、先生を見つめる。

  「お姉ちゃんですか!」

  「うん、ハルカ様」

  「へえー、珍しい!　ああ、そこに居合わせなかったのが悔やまれる!」

  　お姉ちゃんは時間取締官という仕事をしている。連絡してくるのは、十年に一回の監査と、その他ごくまれの近況報告だけ。今日はその、ごくまれの日だったらしい。

  　お姉ちゃんは無口だけど妹思いだし、私もお姉ちゃんのことは尊敬しているんだけど、時間商人と時間取締官が仲良くし過ぎるといけないみたいなので、こちらから連絡するのはちょっと遠慮してしまう。

  「それでそれで?　お姉ちゃんは何の用だったんですか?」

  　私は興味津しん々しんに尋たずねる。執務机に手をついて、身を乗り出してみた。

  　楽しげな気分の私をよそに、

  　先生の表情は暗く、

  「時間盗賊」

  　一言、そう告げた。

  　実際に会ったことはないけれど、時間盗賊の存在がどれだけ危険なものなのか、話は何度も聞いている。

  　身震いし、姿勢を正す。

  「動き出したらしい。警戒しても無駄かもしれないけど、心づもりしておくように」

  「……気をつけます」

  　私は直立して、先生の言葉を重く受け止めた。
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   第二話

  

  　俺は仕事柄、物もの真ま似ねが得意だ。

  　そう言ったところ、カナタちゃんには「芸人さん?」と言われてしまった。

  　まあ、決して間違ったリアクションじゃない。

  　物真似と言えば、テレビに出てくる有名人を物真似して笑いをとる、というのが定番。

  　大物の司会者とか、芸人とか、歌手とかスポーツ選手とか。

  　そういう人たちの仕し草ぐさや口振りを大げさにして再現する。

  　俺も、見てて面白いと思うよ。

  　でもね。

  　そうじゃない物真似もある。

  

  「なめてんだろ?　あたしらのことなめてんだろ?　上等じゃん」

  　晴れ渡った空の下、とある都会の人ひと気けのない路地裏。天候とはまったく無関係に物ぶつ騒そうな台詞せりふと口調と表情。

  　ナツ姉が凄すごんでいる。見下ろすのではなく、睨にらみ下ろして。

  　握った手は決して友好の証あかしではなく、腕力を示すためのもの。拘束するためのもの。うるさく怒鳴りたてるのではなく、耳元にそっと声を置いていく。

  　凄まれているのが俺でなくて良かったと思った。

  　それと同時に、同情もした。

  　ナツ姉に捕ほ縛ばくされているのは、制服を着た女子高生だ。少女は震えるように無言。懇願するように首を振る。

  　今どきの派手なメイクで、明るい茶髪。図ずう々ずうしそうなタイプだけど、ナツ姉の前では黙るしかない。

  　完全に怯おびえている。

  　決してなめてるわけじゃない。

  「なめてない?　なめてないんだ?　じゃーさ、この手を放してあげるかわりにお願いを一つ聞いてもらっていい?」

  　ナツ姉の質問に、今度は頷うなずく少女。泣きそうになっている。どんな残酷なことを言われるのか、恐怖している。

  　そんな彼女に、ナツ姉は言う。

  「携帯貸して」

  「……は?」

  「五分で返すから」

  「……はい?」

  　少女は呆あつ気けに取られていた。

  　別に、俺たちは携帯を持ってないわけじゃない。電話料金をケチってるわけでもない。俺たちの仕事に、この子の携帯電話が必要だったという、それだけのことだ。

  　拝借するのはナツ姉の仕事。

  　そして、それを使うのは俺の仕事だ。

  　携帯を受け取った俺は、操作し始める。ストラップがじゃらじゃらついてて、めっちゃ重い。

  　少女は不安そうに俺の手元を見てる。

  「な、何に使うんですか?　アタシの携帯」

  「珍しく敬語を話すね」

  　普段、敬語なんて使わなさそうなケバい顔をしてるくせに。そして、実際にろくに敬語なんか話さないくせに。ナツ姉の前だから、かしこまっちゃうのは当然と言えば当然なんだけど。

  「珍しくってどーゆーこと?　まるで普段のアタシ知ってるよーな言い草……、じゃ、ない、ですか」

  　相手がナツ姉ではなく俺だったので、素すが出てタメ口になりかけたけど、途中からナツ姉の視線に気づいて敬語に戻った。

  「別にいーよ、俺にはタメ口で。ナツ姉と違って、俺はなめられるくらいでちょうどいい」

  「無駄口叩たたいてんじゃねーよ、冬彦。年上には敬語だろ。つーか、こっちは待ってんだから、さっさと済ませろ。五分で返すって約束だ」

  　女子高生に優しさを見せようとしたら、ナツ姉に怒られてしまった。

  「そんな約束を守るなんて律りち儀ぎだねえ、ナツ姉は」

  　そう言いながらキーをプッシュ。耳に当てるとコール音が聞こえる。二回、三回、四回。音を数えながら待つ。

  「ちょっ……、どこに電話して……」

  「あんたも約束は守れ。五分は黙って見てろ」

  　女子高生が何か喚わめこうとしたけど、ナツ姉が止めた。

  　電話は五回目のコールで繋つながった。相手の男が声を発する前に、

  

  「ああ、もしもしー?　今話せるぅ?　アタシ今チョーありえないことになってんだけど!」

  

  　俺は話し始めた。

  　舌足らずの、しゃがれたアルト。

  　語尾を捻ひねるようにして伸ばし、一人称は「アタシ」。

  　俺は声こえ真ま似ねした。

  　女子高生の声を、寸すん分ぶん違たがわず再現した。

  　真似をして、相手の男を騙だました。

  「な、何これ……、アタシの声……」

  「すげえだろ?　人間誰でも取り柄ってもんがあるんだ。こんなゴミみたいな人間でもな」

  　ナツ姉が何か言ってるけど、今は電話に集中する。

  　着信が女子高生の携帯からで、話す声も女子高生の声。

  　これなら誰も疑えない。

  　少女本人からの電話としか、思えないはずだ。

  　電話の向こうにいるのが取り立て屋だってことに、気づけるわけもない。

  　そのくらい、俺は自分の声こえ真ま似ねに自信がある。

  「そうそう!　マジマジ!　ちょーありえねーって話!　うん!　そう、アタシもそう言ったんだけどさぁー、何か話通じないわけぇー!　うん、待ってるー!　ばいばーい!」

  　俺は少女になりきって、騙だましたまま通話を終えた。

  　事前調査で、住所や名前や生年月日や、干え支とや星座や血液型や、家族構成や通ってる学校、部活、交友関係、ターゲットとの関係性までばっちり調べた。

  　万一、怪しまれたりしたときのために、好きな食べ物とか歌手とか、ＳＮＳサイトでのハンドルネームとか、この子の名前を反対から読むとどうなるかとかも、抜かりなく準備しておいた。

  　話し方も、調べた。

  　この声は、もう覚えた。

  　俺は声こわ色いろを寸すん分ぶん違たがわず再現して、相手の男を騙した。

  　これが俺の特技だ。

  　俺が真似するのは芸能人じゃない。

  　ターゲットの知り合いの老ろう若にやく男なん女によ。

  　その声を真似て電話して、相手を呼び出す。

  　金を返せなくなって姿をくらました債務者だって、友人知人の電話には出るのだ。

  　のこのこやってくる債務者を、ナツ姉が捕らえる。

  　俺たちは、芸人じゃない。

  　おっそろしーい、取り立て屋だ。
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  　どうやったら取り立て屋になれるかという、その方法はあまり知られていない。というか、そもそも知りたいという人がいない。皆がなりたがる憧あこがれの職業ってわけじゃないし、どうでもいいことなのかもしれない。

  　他の取り立て屋がどうなのかは知らないけど、俺も最初はこんな職業につくなんて思ってもなかった。成り行きでなってしまったと言わざるを得ない。

  　元を辿たどれば、昔からの習性というか、性格だった。

  　俺は「人が知らないことを自分だけが知っている」、「人よりも早く情報を仕入れている」ってことを自慢に思う人間だった。

  　子どもの頃、新聞や雑誌のクロスワードパズルを早解きして親を感心させたり、作文の宿題に難しい言葉を使って先生や友だちを驚かせたりする、要するに生意気なガキだった。ナツ姉には「今だって生意気なガキじゃねーか」と言われるかもしれないけど、それはさておき。

  　俺のそんな性格は「真ま面じ目めに勉強しよう」という方向には働かなかった。俺がしたことといえば、たとえばクラスメートの恋コイ話バナを探って片想おもいの奴やつの背中を押してやったり、先生が帰宅するところを尾行して浮気現場を見てしまったり、職員室に潜入してテストの問題を事前に入手したりといった、イタズラというか悪ふざけがほとんどだった。

  　盗み聞き。立ち聞き。

  　そんなのが大好きだった俺は、数学とか物理とかだけは真面目に勉強し、無線傍ぼう受じゆができるようになり、やがて盗聴を独学で習得した。

  　盗聴を覚えて初めて実行に移したのは高校時代だったけど、小こ遣づかいが少なくてたいした機材を買えなかった。昼食代を削ってちゃちな機材を何とか手に入れ、参考書や漫画を買うかわりにディープな機械雑誌を数冊購読していた。

  　金さえあればなあ、が口癖の高校生だった。今からほんの四、五年前の話だ。あれからまだ四年しか経たってないなんてちょっと信じられない話だけど、それもさておき。

  　大学一年の頃、俺はちょっと調子に乗りすぎた。大学生になった俺は、何はさておきバイトに励み、金を貯ためた。

  　まとまった額になって、俺はかねて目を付けていた機材や部品を片っ端から買い揃そろえた。

  　雑誌の誌面で眺めて憧あこがれるしかなかった高額商品。ノイズのほうが大きかった音声は驚くほどクリアに、マイクも小型化・軽量化できて、その出来映えには思わず息を呑のむほどだった。

  　俺ってＦＢＩとかＣＩＡとかになれるんじゃね?　と思った。別になるつもりはなかったし、そもそもその二つの差もわからない俺だったけど、さておき、さておき。

  　小型化できたついでに、ディープな情報を狙ねらいにいってやろうと思ってしまったあたり、若わか気げの至りだった。家族とかバイト先とか大学の友だちとか、そのくらいで止やめておけばよかったのに、あろうことか俺はその筋のヤバい人の会話を狙ってしまった。

  　単なる好奇心が、身を滅ぼすことがある。

  　スリルを楽しむつもりという、そんな考えも命取り。

  　本物の恐怖はすぐそこにあるのだと、俺はわかっていなかった。

  　組の偉い人たち、具体的には組長たちが出入りする飲食店で、俺はバイトを始めた。いつも密談がある個室に盗聴器を仕掛ける。音声が拾いやすく、それでいて絶対に気づかれない位置を研究し、用意周到、絶好のロケーションに盗聴器をセット。

  　そもそも、この「絶対に気づかれない位置」なんてものがあると考えたことが愚かだった。位置とか関係なく、俺の仕掛けは一瞬で見破られた。そりゃそうだ。相手は探知機を持っていた。俺が用意周到のつもりだった以上に、組の人たちは念入りに盗聴を警戒していた。

  　組長は店の主人を呼んだ。どこのどいつが盗聴器を仕掛けた。この個室を前に使った客は誰だ。もしかして店の人間が仕掛けたのか。カタギの人間が相手だから口調こそ穏やかだったけど、静かな凄すごみを感じさせる尋じん問もん。犯人を突き止めるまで、何年かかろうと絶対に諦あきらめないという苛か烈れつな意志を秘めた顔だった。

  　もはや「さておき」なんて言ってられない状況。黙ってやり過ごそうかと思ったけど、組が店員をくまなく調べ始めたら俺の盗聴趣味を隠し通せるとは思えない。店に迷惑をかけるのも忍びなく、俺は力なく名乗り出た。

  　命までは取られないだろう。心のどこかでそんな楽観もしていたけど、

  「ええ度胸しとるのう、若いの」

  　一瞬で囲まれた。力自慢の強こわ持もて衆が総勢七人。その一人に胸むな倉ぐらを掴つかまれ、身体を壁に押しつけられる。

  「どこの組の差し金か喋しやべってもらおうか。喋るまでは帰れんぞ?」

  　顔を近づけて凄むその表情は明らかに戦闘モード。その後ろでは数人集まって、どうやって拷ごう問もんするかを相談していた。

  　俺はどこの組の差し金でもなく、単に俺個人の好奇心からだったと説明したけど、まったく聞く耳を持ってくれない。ああ、これは俺、終わったわ。順々に爪つめを剥はがされたり、指を折られたりするに違いない。

  　そのときだったんだよな。

  「組長、何だったらそいつ、あたしが預かっていいか?　調べるついでに色々利用できそうだし」

  　俺と年の変わらない、若い女が組長に親しげに話しかけていた。

  　それが、ナツ姉だった。

  　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの窮きゆう地ちから、弱者を救ってくれた優しさ。

  　後ご光こうの差す女神のように見えた。

  　しかし、そんな安あん堵ども束つかの間まのこと。

  　いかつい男たちの拷問を免まぬがれた俺は、ナツ姉に事務所まで連行された。男たちに囲まれていた状況から、女性と二人きりというシチュエーションに切り替わって安心したのだけど、

  「まずは身体に聞くべきだよな」

  「……え?」

  　腕を掴まれ、捻ひねられ、曲げられる。それがナツ姉の関節技との初めての出で逢あい。結局は拷問!　痛いのは同じだった。

  「あだだだだだだ!」とのたうち回る。

  　関節技自体は、友だち同士でふざけて掛けあったこともあったけど、そんな遊びとは一線を画かくす威力。腕力とかの問題以前に、そもそも心構えが違うと感じた。効率的に痛みを生み出す、その目的のために躊ちゆう躇ちよがまるでなかった。

  　のたうち回りつつも、やっぱり俺は口を割らない（そもそも組織の使いじゃない）から、ナツ姉も一いつ旦たん関節技を中止。ようやく俺は痛みから解放されたけど、身柄は拘束されたまま、今度は俺の交友関係が本格的に調査されることになった。

  　暴力のエキスパートであるナツ姉だけど、調査能力が低いわけでは決してない。ナツ姉自身の技術が高いというよりも、人脈による力。その筋の世界の事情通を何人も知っていて、友だち感覚で情報を引き出す。

  　当時の俺はこの世界の素しろ人うとだったけど、事情通と知り合うためのハードルが高いことくらいは素人目にも薄々わかった。ナツ姉がこの世界で積み上げてきた信頼の大きさは並々のものではない。

  「しかし、まさかまさかだぜ……」

  　三日間にわたる調査が終了し、ナツ姉は呆あきれたように言う。

  「お前、結局、誰の差し金でもなかったのか?」

  「だから最初からそう言ってるじゃないですか……」

  「悪かった!」

  　ナツ姉は掌てのひらをぴったり合わせて、頭を下げた。

  「な、何ですか、いきなり」

  「無実なのに拷ごう問もんとか拘束なんかして悪かった!　あ、いや、盗聴はしてるから無実ってわけでもないけど、でもどっかの組織の手先じゃなかったのに、すまん!」

  　正直、ナツ姉が謝る場面じゃないと思った。一般社会なら謝って当然なんだろうけど、ここはその筋の世界に半歩足を踏み込んだ位置。「紛らわしいことしてるお前が悪い」と言われて殺されても仕方がないはずだった。

  　この人は、筋を通す人だ。

  　まっすぐな人だ。

  　そう思った。

  「でも、これで俺は本当に無罪放ほう免めんってことになるんでしょうか……?」

  　気になって恐る恐る尋たずねる。

  　調査結果はシロだったとしても、それで納得するだろうか。

  「納得してもらうしかないさ」

  　ナツ姉は少し投げやりな感じで言う。

  「一応、組長とはそれだけの信頼関係を築いてるつもりだから、何とかなるとは思うけど、ま、そうは言っても向こう次第だな。もしかすると別の人間が調査することになるかも」

  「ああ……」

  　俺は弱々しく嘆くしかない。

  　改めて調査されるとしたら今度こそヤバい。ナツ姉はまだ話がわかる人だったけど、次の人もそうだとは限らない。偽にせの真相をでっち上げられて、殺されてしまうかもしれない。

  「お願いです!　何とか、何とかしてください!　俺、何でもしますから!」

  「……何でもする?」

  　ナツ姉はここで邪悪な笑みを見せた。どうやら、俺が「何でもする」と言い出すのを待っていたらしい。

  「あたしの仕事、手伝う気はあるか?　盗聴の腕はあるみたいだから、それを存分に使って手伝ってもらおうかな。そうすりゃ匿かくまってやらないでもない」

  　後からわかったことだけど、ナツ姉は最初から俺の盗聴の腕を見込んでいた。俺が組織の手先だろうがそうでなかろうが、引き抜くつもりでいたらしい。

  　俺は助かるためにその言葉に縋すがるしかなく、嫌々ながら仕方なくその話に乗っかったというのが体面上の話。本当のところを言うと、仕方ないという気持ちも確かにあったけど、それ以上に裏社会への好奇心が強く、高揚していた。好奇心は身を滅ぼしかねないと学んだ直後だったけど、それでもなお捨てられないものだ。

  　それに、ナツ姉は上司にするにはいい人だと思った。ナツ姉がこの世界で積み上げている信頼の大きさ、非を認めて謝れる実直さは頼りがいがあるし、そして何はさておき美人だったので。

  「お手伝い……、させていただきます、追おい田たさん!」

  「追田さんじゃなくて呼び捨てタメ口でいいよ」

  　余計な拷ごう問もんもしちまったわけだし、それでおあいこってことにしようぜ、とナツ姉は言った。
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  　話は戻って、現在。

  　女子高生の声こえ真ま似ねで知り合いを装って、債務者の男をおびき出して追田事務所まで連れてきた。借金の総額は四百万円ほど。色々話したけど、結局まともな手段では金を払えそうにないということで、ナツ姉はまた時間商人のトキタさんの力を借りることにした。

  「じゃあ冬ふゆ彦ひこ、留守を頼む」

  「うぃー、了解でーす」

  　ナツ姉は男を引きずるようにして出ていった。

  　本当なら、男が逃げないように俺も一緒についていくべきだと思うんだけど、そうはしない。毎回毎回、ナツ姉は一貫して留守番を命じ続けている。

  　理由を訊きくと、俺がカナタちゃんに声をかけるのがよろしくないらしい。

  　ナツ姉ひどい!　カナタちゃんに会う機会を減らすなんて!　と口答えしたところ、腕ひしぎを極きめられました。はい、すいません。

  　まあ、俺がついていなくても、男は逃げないから心配ない。

  　ナツ姉の腕っ節はその辺の格闘家を上回る。ナツ姉に対して抵抗したい場合は、逃げられるかどうかを考えるよりも、死なないかどうかを心配すべきだ。

  　それ以前に、階段を二階分くだるだけで時間商人の店に行けるという立地の良さ。これなら逃げる気が起きる暇ひまもない。

  　それはさておき。

  　誰もいない追田事務所でも、できることはある。カナタちゃんに声をかけることはできないけど、向こうの声は聞けるのだ。

  　俺はパーテーションで区切った向こう側に移る。お客さんに見られたらまずいものは、この仕切りで隠してある。

  　壁際のテーブル。どんと積んである装置の前に座る。幅は両手を広げたほどもある、黒い機体。傾斜した側面にスイッチやダイヤルや何やらが数十個、俺が操作するのを待ち受けている。両端に高音質のスピーカーを一機ずつ接続してある。

  　俺の愛用の、盗聴器だ。

  　もちろん、日本の法律の下もとでこんな代しろ物ものを使うことは認められてない。悪いってことは百も承知。でも仕事柄しょーがないじゃん?　こうでもしないと、俺の役割は果たせない。必要悪だ。

  　さらに、今は仕事には関係ないけど、トキタさんの真ま似ねをするために、そしてカナタちゃんの声を聞くためにこれを使うのは、まあぎりぎり許される範囲じゃない?　ダメ?

  　そんな言い訳を心の中で唱えながら起動する。ダイヤルを回して音量を調整、チャンネルを選択。雑音だけだった音声の中に、話し声が聞こえ始める。

  「いつもありがとうございます、追田様」

  「いやいや、こちらこそだぜ」

  「お連れの方も、どうぞこちらにお掛けくださいませ。ただいまお飲み物をご用意いたします」

  　トキタさんとナツ姉が挨あい拶さつを交わしている。カナタちゃんは、カナタちゃんはまだか!

  「今日はカナタが不在でして、私が淹いれてまいります。しばらくお待ちください」

  　がぁああああん!

  　カナタちゃんがいないだとおおお!?

  　いや、聞こうと思えばいつでも聞けるけど、やり直す機会はあると言えばあるけど、それでもやっぱりがっかりだ。

  「いや、お構いなく。喉のど渇いてないし、トキタさんも座ってくれよ。あたしとトキタさんの仲だろ?」

  　俺の落胆をよそに、ナツ姉は話を進める。というかナツ姉、まだ二か月かそこらなのに「あたしとトキタさんの仲」ってのは少し早くないですか?

  　まあ、そんななれなれしさというか図ずう々ずうしさが、ナツ姉のいいところでもあるんだけど。

  　結局、飲み物なしで契約の話が始まった。ここから先は、この二か月で何度も聞いた流れだ。

  　金を借りたけれど、返せなくなってしまった債務者の男。彼に対して、トキタさんが時間商人の仕事について説明する。時間商人は「十年間の期間限定の不老不死」を提供している。代価は金銭か、もしくはその人の寿命十年分。他人を不老不死にしたい場合は寿命二十年分が必要になる。

  　時間商人という非現実的な存在を、債務者が受け入れないケースがある。そこで、トキタさんはパフォーマンスとして自分の身体を傷つける。傷がすぐ治るところを見せて、不死であることを証明する。

  　驚き畏おそれる債務者に対し、ナツ姉が借金帳消しの交換条件として寿命を差し出すように迫る。

  　債務者は怯おびえながらも、結局は寿命を差し出す。そりゃそうだ。今死ぬか後で死ぬかを選べ、と言われれば後での方がいいに決まっている。

  　傍はた目めには残酷な選択に見えるかもしれない。

  　でも、これが本人のためだとナツ姉は言っていたし、俺もそう思う。

  「これにて手続きはすべて済みました」

  　無事に署名されたらしく、時間商人のトキタさんは満足げに言った。顔は見えないけど、いつものようにサングラスをかけたまま微ほほ笑えんでいるのだろう。

  　後のやりとりは退屈だ。ナツ姉は借金をチャラにした上で債務者を帰してやり、今度はトキタさんとナツ姉の間で金のやりとりをする。一千万円をナツ姉が受け取って取引終了。債権を買い取る際に支払った金を差し引いても、相当な利益になる。

  　カナタちゃん、帰ってこなかったなー……。

  　ナツ姉が時間商人の店を出たようなので、俺は盗聴器の電源を落とした。

  　あの店の声を拾っていることがナツ姉に知れたら、えらいことになる。俺のスキルはあくまで債務者の手がかりを得るためのものだ。それ以外の用途に使うと、ナツ姉は怒る。特に、時間商人との関係を大事に大事にしているナツ姉だ。あの店に盗聴器を仕掛けたことが知られた日には、俺は終わりだ。冗談じゃなく。

  　隠いん蔽ぺい作業が終わった後で、ナツ姉は戻ってきた。ドアを開け、得意げに身体を揺すりながら歩いてくる。

  「おかえりナツ姉!」

  「待たせたなー、冬彦。今回も恙つつが無なく済んだぜ」

  「取引成立?」

  　盗聴で聞いてたから結果は知ってるけど、そんなことはおくびにも出さず尋たずねる。

  「おうよ」

  　ナツ姉はアタッシュケースを、これ見よがしにテーブルに載のせて開く。

  「今日は山分けして解散すんぞ」

  　債権買い取りにかかった費用があるから、五百万ずつとはいかないけれど、それでも差し引いた利益の半分はナツ姉が、もう半分は俺がとる。

  　そう。

  　普通、事務所の代表で、年齢が上で、人間としても格上なナツ姉が多めにとりそうなもんだけど、そうじゃなく、きっちり半分。

  　がさつな態度で何だかんだ言っても、この辺、ナツ姉は部下に優しい。

  　ついていくのはしんどいけど、俺にとっては最高の上司だ。
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  　追田事務所の仕事が終わり、ナツ姉は自宅へ帰った。やることがなくなった俺は、コンビニで雑誌を物色しながら外を眺める。空は暗いけど、街の明かりで見通しは良い。

  　この街は、控えめに言っても都会だと思う。背の高いビルがたくさん建ち並び、飲食店や家電店や映画館やファッションショップなど、様々な店がひしめき合っている。夜になると大勢の人で賑にぎわうエリアだ。

  　深夜まで営業している店も多いが、しかしそうはいっても終電が近くなると、足早に駅へと向かう人たちが目立ってくる。見ず知らずの無関係の人たちだけど、電車に間に合うといいねと念じておく。

  　そんな中、駅とは逆方向に走っていく人影があった。

  　白い猫のあとを追う、栗くり毛げのパーマ。

  　カナタちゃんだ!

  　俺は店を出て、カナタちゃんを追った。

  　追田事務所の体力担当がナツ姉、物もの真ま似ね担当が俺ってことで、走るのは専門分野じゃないんだけど、これでも一応男だ。カナタちゃんも全力疾走ってわけではなかったので、ほどなくして追いついた。

  「カナタちゃん、どこいくの?」

  「あっ……、冬彦さん」

  　こっちを振り向いて眉まゆをひそめるカナタちゃん。何か表情が「面倒な人に会っちゃったなあ」って言ってる風だけど、怯ひるむもんか。

  「何かご用ですか?　今、仕事中なんですけど」

  「ミケを追ってるの?」

  「ええ」

  　聞いた話では、この白猫のミケが駆けていく先に、不老不死を求める人がいるらしい。つまり、時間商人のお客さんがいるってことだ。

  　カナタちゃんはお客さんと話してトキタさんのところに連れて行く。そのためにミケを追っている。要するにこれは営業活動だ。

  「夜も遅いのに大変だねえ。こんな時間に女の子の一人歩きは危ないよ?」

  「一人じゃないですよ」

  「ん?　ああ、そうだよね、だって俺がこれからエスコート」

  「ミケがいますから」

  　俺の華麗にしてイケメンな台詞せりふはあっさりと分断されてしまいました。

  「それに歩きでもありませんよー、だ。走ってますもん」

  　カナタちゃんは俺の言葉尻じりを捕らえて、得意げに言う。

  　並んで走りながら、前にいる白い猫を見た。

  　ミケの足の速さは気まぐれだ。全力疾走で引き離したかと思えば、急に立ち止まって明後日あさつての方向を眺めることもある。

  「まるで俺たちを待っててくれてるみたいだ」

  「ま、猫が本気の全力で走ったら、私たち人間が追いつけるわけないですから。ミケも手加減してくれてるんですよ」

  「賢いんだね、ミケは」

  　カナタちゃんは一瞬驚いた後で、ふっと頬ほおを緩ゆるめて微ほほ笑えんだ。ミケが褒ほめられたのが嬉うれしいらしい。狙ねらいどおりだ。ペットを褒められて嫌な人はいない。

  「でもさ、ちょっと待ってカナタちゃん。ミケが待ってくれるのなら、別にわざわざ走らなくても、歩けばよくない?」

  「どうしてです?」

  「だって、走ると疲れるじゃない?」

  　俺は息継つぎをしながら尋たずねる。

  　まだ走り始めて数分。今のところは余裕があるけど、このまま何分、何時間走り続けるつもりなんだろ。それを考えるとうんざりする。できる限り長くカナタちゃんと一緒にいようと思うけど、俺は途中で離脱すること間違いない。

  「あー、普通の人だと疲れるでしょーねー」

  　カナタちゃんはあっけらかんと言う。

  「私とミケは、ほとんど疲れないんですよ」

  「……なんで?　どういうこと?」

  「そういう体質なんです。不老不死だからですかね?」

  「ん?　つまりたとえば俺が不老不死になると同じことになる?　俺が大金持ちで、十億円払うから百年不老不死にしてくれ、って言ったら疲れない身体になる?」

  「あ、それはダメです。普通の人が過剰に寿命を背負うと、重みに耐えられませんよ?　一回十年。これはルールです」

  　カナタちゃんの話だと、寿命には重みがあるらしい。人間の命は地球より重いという言葉もある。寿命はないと困るものだけど、たくさんありすぎても身動きが取れなくなってしまうらしい。わかったようなわからないような話だけど、さておき。

  「じゃあ、十年間は疲れない?」

  「それもどうなんでしょう。普通の人として不老不死になったことはありませんから、ちょっとわからないです。少なくとも私はほとんど疲れませんよ?」

  「不老不死だと疲れないって理屈がわからないな、俺は。不老不死ってのは老いない、死なないって意味だよね?　疲れないって意味は入ってないはずだけど」

  「そんなこと言われても……」

  　おっと失敗。しつこく尋たずねたせいか、カナタちゃんは面倒くさそうで投げやりな口調になっちゃった。

  「いや、まあ、そうだよね!　言外の意味を読み取らなきゃだよね!　書いてないからそんな意味はないって決めつけちゃいけないよね!　そっかそっかー!　不老不死なら疲れないよねー!」

  「……冬彦さん、何か今、無理やり話をあわせてませんか?」

  「そぉーんなことはないよ!」

  　喜き嶋じま冬彦、ノリで何とかする作戦発動の巻。こういうときは楽しげに振る舞えばうまく乗り切れ、

  「いつにもまして胡う散さん臭いですよ、冬彦さん」

  　……るわけもなく。

  「ってなんでさ!　俺って普段からそんなに胡散臭いの!?　ちょっとショックだよそれ!」

  「だって、人を騙だますお仕事でしょう?」

  　そう。カナタちゃんは俺が何のために物もの真ま似ねしているのかを知ってしまった。ここまで嫌われるならずっと伏せとくんだったな、と俺は後悔している。

  「でもさー、カナタちゃん、必要悪なんだよこれ。債務者をきちっと呼び出してお金を出させないと、お金貸した人が困るわけじゃん?　踏み倒されるのを放っておくと、誰もお金を貸してくれない世の中になっちゃうよ?」

  「だからって……、騙だますのは良くないと思います」

  「いや、まあそうかもしんないけどさあ!　でも、騙す騙さないで言えば、債務者のほうが先に騙してんだよ?　何月何日までにお金を返しますって約束しておいて、返さないんだから」

  「誰かが無茶な約束を強しいてるからじゃないですか?」

  「そりゃ金利が高くて厳しい条件かもしんないけどさー、両方が同意したら契約って成立しちゃうんだよ。ほら、トキタさんの不老不死契約もそうでしょ?　寿命を十年とか二十年とか払うのって勇気のいる選択だと思うけど、それで本人が納得しているんだから」

  「もういいです!」

  　急に立ち止まったカナタちゃんは、夜空まで届きそうな声で叫んだ。

  　何事にも無む頓とん着ちやくそうなミケが、驚いて振り向くほどの声量。剣けん幕まく。

  　俺は気け圧おされて、足を止めた。

  　冷たい目をこっちに向けて、カナタちゃんは、

  「もういいです。冬彦さんはわからず屋です。先生と同じです」

  　そしてまた走り始めた。

  　ミケもそれを見てスタートする。

  　俺は、動けなかった。

  　あそこまで言われちゃ、今日は追えないや。

  　どうもむきになって、理屈っぽく言い返しすぎちゃったな。

  　失敗した。

  　失敗してばかりだ。
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  　失敗と言えばというところで、再びちょっと回想。

  　ナツ姉に拾われてずいぶん経たち、しごかれしごかれ、またしごかれて、ようやく取り立て屋の仕事が板についてきた俺でも、ナツ姉について知らないことはたくさんある。ナツ姉の関節技の威力だけは、身をもってよおく知ってるけど。

  　たとえば、ナツ姉がどうして取り立て屋を始めたのか、俺がいくら尋たずねてもナツ姉は教えてくれなかった。ちょうど、カナタちゃんに対して俺たちが口を閉ざしていたように、ナツ姉は話をはぐらかし続けていた。

  　結局、俺は付き合いのある顧客や同業者の噂うわさ話を組み合わせて、ようやく大体の事情を掴つかむことができた。

  　結論から言って、それは客観的に見ればナツ姉の失敗だった。俺よりも思慮深く、度量が大きいナツ姉だけど、やっぱり同じ人間。失敗をしでかすこともある。

  　ナツ姉も俺と同じように、もともとはカタギの一般人だった。決して生まれながらに裏社会に生きていたわけではない。

  　しかし、恵まれた家庭ではなかったようだ。父親が酒に溺おぼれろくに仕事もせず、母親の少ない稼ぎだけで家計を支える生活。贅ぜい沢たくのできない、お世せ辞じにも裕福とは言えない、端的に言ってしまえば貧乏な家庭。そんな中でもナツ姉のような頑丈な人間は育つらしく、高校までは特に問題は起きなかったようだ。

  　きっかけはチンピラの暴力沙ざ汰たの事件だった。ナツ姉の家の近所で、チンピラが通行人に言いがかりをつける事件が頻ひん発ぱつし、殴りかかられるケースもあったという。チンピラはまだ若く、その支し離り滅めつ裂れつな言動から察するに薬物常用者らしい。犯人は捕まっておらず、警察が警戒を呼びかけているところだった。

  　警戒を呼びかけられたら普通は外出を控えたりするものだが、ナツ姉は違った。

  　ナツ姉はむしろ、積極的にそのチンピラを捜し回った。自分が被害を受けたわけでも、家族や知り合いが被害を受けたわけでもないのに、犯人捜しを始めた。もちろん、今みたいに本格的に仕事として取り組んだわけではなく、学業の合間の片手間のことだったけど、それでもナツ姉は優秀だった。現場検証や聞き込みの結果、あっさりと犯人を突き止めてしまった。

  　突き止めさえしなければ、普通の人生を送れたはずなのに。

  　突き止めるのには成功したけど、普通の人生を送る上では、明らかに失敗。

  　徘はい徊かいするチンピラの後を尾行して、挙動を注視するナツ姉。チンピラが再び通行人に言いがかりをつけようとしたところで出ていって、チンピラの動きを抑えた。

  　抑えたというか、どてっぱらに突きを喰くらわせて大ダメージを与えたらしい。

  　見ず知らずの女子高生に一撃で伸のされたチンピラの心境、いかばかりか。

  　肉体へのダメージよりも、面子メンツ、プライドへの影響がこの場合はでかい。

  「何のつもりだこのアマァ!」

  　痛がりながらもがなりたてる男に対して、ナツ姉は真まっ向こうから、

  「この街を守ってるつもりだこのチンピラァ!」

  　虚勢でも何でもなく、上から叱しかりつける。

  「あんたも人様に迷惑かけてんじゃねーよ!　いい大人だろーが!　大人ってもんは自分でしたことの責任はとるもんだっつーのに、何だよあんたの生活は!　あんたを見たら子どもは幻滅するんだよ!　おまわりさんのところに行くか、これ以上迷惑をかけないって誓うか、どっちかにしろよ!　ボコボコにすんぞ!」

  　飲んだくれの父親を見て育ったナツ姉の、大人に対する怒りが爆発したのだった。実際、ナツ姉は自分の父に対してもこの手の話をして、よく喧けん嘩かになっていたらしい。ナツ姉が犯人捜しをしたのは、この説教をしたいがためだったのかもしれない。大人の性しよう根ねを叩たたきなおしてやるという、義ぎ憤ふんに近い怒り。

  　だけど、

  「お嬢ちゃん、その辺にしといてくれんかのう」

  　正論で説教していたナツ姉の後ろから、別の男が声をかけた。ナツ姉が振り向くと、そこにはチンピラよりももっと年齢が上、壮年の大物風の男がいたそうだ。穏やかに、しかし危険な匂においをちらつかせながら語りかける。

  「そこのチンピラは、一応、うちの構成員でな。まあ、末端の末端やし、組とはほっとんど関係もないんじゃが、ケジメっちゅーもんがある。そいつの処分はうちの組で決めるけえ、おまわりは堪かん忍にんしてくれんかな」

  　組という言葉が出た。

  　この時点で、かなり危険な領域に足をつっこんでしまったと、ナツ姉も理解したはずだ。チンピラを解放してこの場を離れるのが利口だとわかったはずだ。

  　なのに、ナツ姉は平然と、

  「断る」

  　そう言って、警察に電話をかけようとしたらしい。

  　大物風の男の纏まとう空気が、微妙に変化する。相手が少女とはいえ関係なく、脅おどしのモードに移行し──、

  「おお、そうか。口で言って聞かんようじゃあ、こっちも考えんといかんのぐほっ!」

  　台詞せりふの途中でナツ姉が跳とび蹴げりを炸さく裂れつさせたらしい。右足が、男の側頭にもろに入り、そのまま膝ひざから崩れ落ちる失神ＫＯ。

  　悪いことに、この男というのがとある組の幹部だった。チンピラの事件は無事に犯人逮捕という形で一件落着したけど、ナツ姉は目をつけられてしまい、組の連中がナツ姉をつけ回すようになった。

  　面子メンツのためか意地になったのか、ナツ姉に謝罪させるべく下校中に複数人で襲いかかるという暴挙。ナツ姉はその度たびに実力に物を言わせて撃退して、これが武勇伝として語り継つがれているわけだけど、何度目かで、さすがにこれ以上人数をかけられたらまずいと察した。

  　折りよく、その組の敵対組織から声がかかり、ナツ姉はその配下に入ることに決めた。家族とも縁を切り、金と暴力の世界へ。この世界の一員になるのは、ナツ姉の正義感に反する選択だったと思うけど、単独では死んでしまう。自分の身を守るためには仕方がなかったのだろう。あるいは、せっかくだから裏社会全体を相手取って世直しをしてやろうという気持ちも、もしかしたらあったのかもしれない。

  　何はともあれ、以後、ナツ姉はその暴力を買われて用心棒として働き、その傍かたわらで金融の取り立て屋も始めた。責任逃のがれを許さないというナツ姉の性格は、怠たい惰だな債務者に対する厳格さに繋つながり、どちらかと言うと取り立て屋のほうに向いていた。ナツ姉も自覚していたらしく、徐々にそちらに軸足を移していったそうだ。

  俺が拾われたのはその移行の最中だったわけだけど、この話を聞いて何となく納得した。

  ナツ姉が俺を拾ったのは、俺に自分の姿を重ねたためかもしれない。

  　組織から拾われた恩を、俺を拾うという形で返そうとしたのかもしれない。

  　利用価値のある人間が追いつめられて、そのまま死地に追いやられるのはもったいない、という思いもおそらくあっただろう。

  　まあ、残念ながら俺はナツ姉みたいな志こころざしはないので、一緒にされるとちょっと戸と惑まどうのだけど。
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  　事務所に戻ってソファで眠った。自宅のあるナツ姉とは違い、俺は事務所に住み込んでいる。というより、俺の住居確保も兼ねてこの事務所を借りた、ってのが正しい。隅に布ふ団とんを敷いて寝起きしている。

  　そんなに広くはないけど不満は少ない。

  　周りがお店ばかりで買い物に不自由しないし、俺の大好きな音響機器に囲まれたまま寝転がれるし。たまに外で酔っぱらいが騒いでやかましいこともあるけど、ヘッドホンしてれば問題ないし。

  　これで時間商人の店に自由に出入りできればなあ。

  　カナタちゃんと仲良くなれればなあ。

  　不満らしい不満は、そのくらいだ。

  

  　朝九時にナツ姉は出勤してきた。

  　電車の運転士みたいに、指さしながら見て回り、事務所の様子を確認する。

  「おーっす、起きてるな冬彦。異状ないな?」

  「異状なーし。昨晩も出入り者は俺だけです」

  　そう。俺がここに住んでるのは事務所の防犯の意味もあってのことだ。その筋の人たちのヤバい情報とか、ヤバい書類とか、色々保管してあるので、それを狙ねらって誰かが襲撃してくる可能性はゼロじゃない。

  　非ひ力りきな俺が暴漢を食い止められるかというとかなり怪しいけど、いないよりはマシだという判断。

  　俺じゃなくて追田事務所の暴力担当、ナツ姉がここにいれば万全だけど、ナツ姉は日々のトレーニングのために自宅を改造してジムにしていて、そこで毎晩鍛きたえたいとのこと。

  　だったら、いっそのことナツ姉の自宅を事務所にすればいいじゃん。そう主張したところ「トキタさんの店から遠くなるし、そもそもお前なんかを家に上げる気はない」と一いつ蹴しゆうされてしまった。

  　その「お前なんか」と組んで商売してるナツ姉って謎なぞだよね。

  　さておき。

  　今日はまた、謎がもう一つ。

  「何か珍しい格好だね、ナツ姉」

  　ナツ姉は普段よりもハイソな服装を身にまとっていた。襟えりを立てた白いワイシャツと、スレンダーな黒のスラックス。どちらもタイトで身体の線がよく見えて、長い脚とか、ウエストのくびれとか、その上の豊かな膨ふくらみとか、俺としては眼がん福ぷくなんだけど、いつものナツ姉じゃないので落ち着かない。

  　普段は債務者への威圧感を強めるため、もっと勇ましい、どぎつい色のジャケットとかを羽織るのに、今日のナツ姉はまるでお洒しや落れな女子大生かＯＬだ。

  「ああ、これか?　仕事のための伏線だよ」

  　仕事というのはターゲットを追いつめることを指している。二日連続だ。

  「債務者と会うのに、そんな格好が必要なの?」

  「そのときになればわかるから気にすんな。ま、債務者っつーか、今回はヤバい金を持ち逃げしちゃったお馬ば鹿かさんだけどな」

  　拳こぶしを自分の掌てのひらに打ちつけ、いい音を鳴らしまくっている、やる気満々のナツ姉。目が生き生きとしている。

  　今回の餌え食じきは、年齢も本名も不ふ詳しようの少年。外見は未成年っぽい。

  　あろうことか、宴席にいた暴力団の幹部を一人で襲撃し、金を奪って逃げ去ったという。

  　敵対組織の鉄砲玉でもなかったらしく、手がかりがまったくない。そんな状況の中で、俺たち追田事務所の出番になった。手がかりは防犯カメラに写った映像だけで難儀したけど、ナツ姉と俺の人脈手て管くだで目撃者を見つけ、ようやく何とかなった。

  「でも、よく考えたらさ、この経緯ってすごいよね」

  「どこがだ、冬彦?」

  「だってさ、暴力団の偉い人って、外にいるときは舎しや弟ていの人とかを連れてるよね、普通」

  「あったりまえじゃねーか。そんなことも知らなかったのか?」

  「いや、知ってたさ。確認の意味で言っただけ。だとすると、金を奪いたい場合は幹部以外に、何人もいる取り巻きを掻かい潜くぐらないといけないよね?」

  「そうとは限らないぜ?　掻い潜るまでもなく全員ぶっ倒すって手もある」

  「難易度が上がってる!　いや、ナツ姉には実績というか前科があるから不可能じゃないかもしれないけど、どっちにしたって、一人でそれをやり遂げたわけだろ、今回のターゲットは。しかもほとんど手がかりを残すことなく逃げきった」

  「ほほーう、冬彦が何を言おうとしてるのかわかったぞ。当ててやろうか」

  　ナツ姉は得意そうに薄笑いを浮かべた。その笑顔のまま俺に一歩近づく。

  「そんな荒あら行ぎようを遂げたこのガキんちょ、ガキとはいえ、かなりの手て練だれに違いない、と。そういうことだろ?」

  「まあ、そういうことだけ、どっ?」

  　視界が一瞬飛んだ。

  　激痛。

  　腕が、腕がナツ姉に極きめられてる……!

  　すでにすごく脱出不可能な体勢。

  「いだいいだいいだい!　何だよなんでこの話の流れで俺が腕をいただだだだ!　タップタップタップタップ!」

  「そして、そんな手練な少年くんをこれから捕まえにいくというのに、追田事務所の二人だけで大丈夫なんだろうか、と。つまり心配だ、下へ手たすれば捕まえるどころか返り討ちに遭あうかもしれない、と」

  　締める力を強めながら、ナツ姉は淡々と解説していく。

  「あたしの実力では不安だというわけだね、冬彦くん。心配してくれてどうもありがとう」

  「どういだぢまちて、じゃなくて違います違います、まっったく心配なんてありません!　ナツ姉の実力なら大おお船ぶねに乗った気分ですから放してくださいお願いします!」

  　必死の懇願が聞き入れられて、解放された。俺は床に膝ひざと手をついた。荒い呼吸。痺しびれる左腕が酸素を猛烈に欲している。

  「おお、土下座で謝るとは殊しゆ勝しようなことだな。向きがちょっと違うみたいだけど」

  「ナツ姉、頼むから俺の腕の耐久力も考えてくれよ」

  「ああ、大丈夫大丈夫。いつも言ってるだろ、死にはしねーって」

  　死ななければいいって問題じゃないんだけど。

  「ていうかさ、今、俺別にそこまで悪いこと言ってないような気がするのは気のせい?　いや、ナツ姉が負けるとは思ってないよ?　思ってないけど、万一に備えるのは当然じゃない?」

  「ま、確かに言ってる言葉自体は悪くなかったぜ?」

  　ナツ姉は意外とすんなり応じた。

  「心配するのは悪いことじゃない。念には念を入れる、万一に備えるってのは大事な心がけだ。でもな、さっきみたいな不安そうな顔で仕事に臨むのは許さねえ。もっと自信満々でいやがれ」

  　ナツ姉は機嫌を直してあははと笑う。

  　追田事務所の代表にして暴ぼう虐ぎやく担当、追田夏なつ枝え。

  　この人の表情に不安なんてない。

  　脇わき目めもふらず、鬼のようにまっしぐらに突撃して目的を果たす。

  　人間では、鬼にはおそらく勝てないだろう。
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  　鬼と言えばというところで、これが最後の回想。比較的最近、取り立てに出かけるついでに昼飯を食っとこうという話になり、テーブルを挟はさんで向かい合ったときの会話だ。

  「あたしさあ、昔は学校の先生になりたかったんだよ」

  　念のために言うが、ナツ姉の言葉である。

  　あまりの言葉に、俺は椅い子すから滑り落ちそうになった。どこからつっこんでいいのかわからないけど、俺はとりあえず平静を装って尋たずねる。

  「え?　ナツ姉、それどんくらい昔?　紀元前とか?」

  「いやいや、普通に、小学校の頃とかに書かされただろ?　将来の夢って。あたしは『先生になりたい』って書いた」

  「……ナツ姉、それマジで言ってるんですか?」

  　思わず丁てい寧ねい語になってしまった。驚きを通り越して、これはもはや恐怖だ。

  「大マジだけど、なんで?」

  「まかり間違ってナツ姉が教師になっちゃったら、体罰とか暴言とかで一瞬で懲ちよう戒かい処分になるんですけど」

  　というか、指導される生徒が気の毒過ぎる。いい子にしていないと腕の関節が大惨さん事じになる可能性が高い。鬼教師選手権、世界新記録で優勝しそうだ。

  「はっはー、心配すんなって冬彦。誰だれ彼かれ構わず痛めつけるわけないだろ?　ちゃんと相手は選ぶさ」

  「いや、選んだところで、犠牲者が一人でもいる時点でダメでしょ、それ……」

  「ん?　そうなのか?」

  「どんな生徒だろうと、暴力振るったら問題になっちゃうんだよ、昨今の世間ではね」

  「ふん……、それはまいったな」

  　ナツ姉は真ま面じ目めな表情で言う。

  「言ってもわからない不良とかいるだろ?　ああいうのでもダメなのか?　学校サボってその辺にしゃがみ込んで煙草たばこ吸ってたり、夜にバイクでぶっ飛ばして騒音まき散らしたりするようなさあ。警察のお世話になる前にぶん殴ってでも止やめさせるのが本人のためじゃねーか?　あいつら絶対、一回くらい痛い目っつーか怖い目見ないと実感しねーし」

  「ああ、そういう話か……」

  　俺は呆あきれ半分、感心半分で相あい槌づちを打つ。ナツ姉がこの世界に入るきっかけになった例の事件から、悪く言うと成長がないってことになるかもしれないけど、よく言えば志こころざしが一貫している。

  「本人たちも、本気の本気で煙草たばこやバイクを極きわめてやろうとか、確固たる決意で警察に喧けん嘩か売ろうってのなら、まあ、こっちが止めても無駄だろうけど、大体の奴やつはそんなことないもんな。見てると更こう生せいさせたくなるんだよ」

  　それを聞いて納得した。ナツ姉らしいな、と。

  「補導とか、生活指導をしたいわけだ?」

  「そーゆーこと。人が堕だ落らくしてるとこを見るのが嫌なんだよ、あたしは」

  「厳しい先生になりそうだなあ。鬼教師だ、鬼教師」

  「まあ、厳しい先生じゃなくて厳しい取り立て屋になっちまったけど、志こころざしは同じだよ」

  「へ?　どーゆーこと?」

  　俺が意外に思ってナツ姉の顔を見ると、

  「ああ?　どーゆーことも何も、不良を更生させるのと、債務者を立ち直らせるの、通じるところあるだろ?」

  　ナツ姉はさも当然といった風に応じた。

  「あたしはなあ、冬彦、こそこそ隠れてる債務者をさっさと立ち直らせたいんだよ。金を返せなくなって困ってる奴には金を返せる手だてを教えてやりてえし、金を返す気なしのふてえ野郎はぶん殴ってでも更生させてえ。改心させてえ」

  　ナツ姉ってかっこいいなあ、と改めて思った。

  　それでも、嫌々ながらでなく、楽しそうだ。

  　意義を自力で見み出いだして、邁まい進しんしている。

  「言っとくけど、冬彦、お前も更生対象なんだぜ?　あたしの関節技が何のためにあるのか、もうわかってるだろ?」

  「……俺を躾しつけるためってのはわかったけど、もう少し威力を下げてもらえると助かるよ」

  「ばーか、痛い目見ねーと実感しねーだろ?」

  　俺は不良少年と同レベルのようだった。

  

  　時間商人の存在について説明を受けたのは、その直後だった。時間商人の提供する「期間限定の不老不死」は、俺たちの仕事の役に立つ。それに、債務者が立ち直るのも早くなるという。

  　債務者は自分の寿命を差し出さなくてはならず、ちょっと残酷じゃないかと思ったけど、ナツ姉に言わせるとこれは「痛い目」の範はん疇ちゆう内。「大きな借金を負うようなミスを戒いましめてやる意味でちょうどいい」と言い、俺も納得して業務提携に賛成した。

  　心のどこかでは、時間商人のような、ほとんど神みたいな存在に取引なんて持ちかけて大丈夫なんだろうかと不安に思っていたけど、それは杞き憂ゆうだった。
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  　今回のターゲットについては、調査の結果、行きつけの店が割れている。毎週同じ曜日の夜九時に現れるらしいので、日中は事務作業や盗聴での情報収集に充あてた。

  　出かけたのは夜になってから。ナツ姉の運転する車で一時間ほど揺られて、目的地に到着。隣の県のこれまた都会だ。

  　この間のように誰かの携帯を拝借する必要はない。呼び出すまでもなく、毎週現れるという店で待ち伏せしていればいい。事前に打ち合わせしてあり、店に入るのはナツ姉だけで、俺は車内で待機することになっている。

  「じゃあナツ姉、これ」

  「ほい、了解」

  　俺は特製のマイクとイヤホンをナツ姉に差し出した。ナツ姉は片耳だけのイヤホンをすっぽりと耳に収め、マイクは胸ポケットに入れる。小型なので全体が隠れ、ナツ姉の身体の稜りよう線せんを邪魔したりもしない。

  　テレビ局が出演者につけて使うピンマイクみたいな形だけど、コードレス。ナツ姉の声だけでなく、周辺の音も拾えるようにしてある。

  　俺も同じマイクとイヤホンを装着。俺のイヤホンにはナツ姉のマイクの音、ナツ姉のイヤホンには俺のマイクの音が入るようになっている。

  　このマイクは、俺たちの仕事で重宝しているアイテムだ。

  　別行動をとっているときに、どうやって連絡をとりあうか。もちろん現代人の俺たちは携帯電話も持ってるわけだけど、電話でコールするのにだって五秒や十秒かかってしまう。急を要するときに、もたもたしていてターゲットを見失ったりしたら、目も当てられない。

  　そこで俺の特製マイクだ。音声はずっと繋つなぎっぱなしにしておけば、常に連絡がとれる。相手を呼ぶときもコールの必要はなく、マイクに囁ささやくだけでいい。無線機よりも小さくて、動くときにも邪魔にならない。

  　何だかんだ言って、ナツ姉は結構慎重だ。自分がしくじったときの善後策も、きちんととれるようにしてある。俺たちも生活がかかってるから、失敗の確率を下げるのは当然のことだ。

  　音声のテストを済ませ、いつものように軽い足どりで車を降りるナツ姉。

  「じゃ、またな」

  　窓ガラス越しに手を振って、店の入り口へと向かった。

  「こうして、おしゃれコーデを身につけた鬼は、夜の街へと消えた。今日もまた一人、新たな犠牲者が生まれるのだった」

  　俺はマイクを手で遮さえぎっておいて、独り言のナレーションを呟つぶやいた。

  　車は店の近くの駐車場に停とめてあり、都合のいいことに車内から店の裏口が見える絶好のロケーションだった。裏口見張り担当の俺は、車から出ることなく、車内で快適に任務を行おこなえるわけだ。

  　イヤホンからはざわつく声が聞こえてくる。店は盛況のようだ。

  「大丈夫ー、ナツ姉?　混雑しててターゲットを見つけられなかったなんてことにならないよね?」

  「ああ?　なめんなよ?　入り口が見えるベストポジションな席を予約済み。ついでに店長と店員に金をつかませてご協力いただいてるに決まってるだろーが」

  　これがナツ姉の手回しの良さだ。単に力が強いだけでは、稼げない。この程度のことができないようでは、取り立て屋は務まらないんだ。

  　腕時計を見る。ターゲットが現れるという午後九時まで、あと二、三分というところ。

  「あいつだ」

  　ナツ姉の囁ささやく声。

  　ターゲットが店に入ってきたようだ。

  「こっから実況すんぞ。ガキが入店。連れはいない、一人だ」

  「了解。情報どおりだね」

  「店員がやってきてガキを席に案内する。今、あたしの横を通り過ぎた。ちなみに、あのガキをどの席に案内するかも、店側と先週打ち合わせしといた。出入り口から遠い席だ。もちろん、裏口からもな」

  「さすが鬼」

  　俺は思わず苦笑した。

  「何か言ったか冬彦」

  「いや何も」

  「じゃあ、ちゃっちゃと片づけてくるわ。万一裏口からターゲットが逃げたら車で追ってくれ。顔は冬彦も見たとおり、やたらと長い前髪を垂たらしてる。服装は黒のタンクトップ。体格は思ったよりもちびっこい。ホントに強いのかね、アイツ」

  「人は見た目によらないもんなんじゃないの?　とりあえず状況了解っす。いつでもどうぞー」

  　常識的に考えれば、二杯か三杯くらい飲んで酔うのを待つべきだと思うんだけど、そんなセオリーは綺き麗れいに無視するのがこのお方だ。

  　ナツ姉が動く気配がした。周囲の声が近くなっては遠くなり、ナツ姉の歩く速度を伝える。

  　二十秒ほどして、ナツ姉は立ち止まった。どうやらターゲットの席に到着したらしい。

  「お待たせしましたぁー、ジントニックでございまぁーす」

  　うわわわ!?

  　ナツ姉の声だけど何やってるのナツ姉?

  　普段とは似ても似つかない口調。耳のいい俺でなかったら別人と勘違いしていたかもしれない。

  　どうやらナツ姉、店員を装ってターゲットに近づいているらしい。だ、大胆すぎる。というか、あの服装はこのための伏線だったのか。呆あきれたよ俺は。

  　ごとり、とグラスをテーブルに置く音。

  　その後、無言の数秒が過ぎた。周囲の声が漏もれ聞こえてくるだけで、ナツ姉の声はない。

  　耳が慣れてきて、微かすかな電子音が聞こえてきた。携帯の着メロにしては音が小さいな。

  「……何?　綺き麗れいなおねーちゃん、何か用?　下がっていいよ?　見てわかんないかな。俺様、今、経験値稼ぎしてるんだわ」

  　どこか幼さが残る男の声が、ナツ姉に尋たずねた。

  　電子音の正体はゲームのＢＧＭだった。携帯ゲーム機で遊んでやがる。飲み屋で何してんだこいつ。

  　しかし、今の一言でとりあえず状況は推測できた。きっとナツ姉はグラスを置いた後も、テーブルのそばに突っ立っていたんだろう。もちろん、わざとだ。ナツ姉なりの演出だ。

  「用はあるんですよ」

  　ナツ姉は言った。丁てい寧ねい語で言った。気持ち悪っ!

  「だからー、俺様に何の用?　ぎゃはっ、もしかして俺様に惚ほれちゃった?」

  　横おう柄へいな態度の少年。一人称が俺様って。寒い上に、こうして聞いてるとますます哀れだ。今後の展開がわかっちゃってる身としては。

  「うふふふふ」

  　お上品な笑い声に、怖おぞ気けが走る。ナツ姉ってこんな声で笑えるんだ……。無理しすぎだろ……。

  「まるで、あたしの部下を見てるみたい。風に吹かれれば空まで飛んでしまうゴミクズみたいに軽い男ですねえ」

  　何か失礼な言葉とともに、ぱきり、ぽきりと骨が鳴る音が耳に入る。ナツ姉、臨戦態勢。

  「……あんた、何者だ?」

  　ようやく警戒し始めたか、少年の声が真剣味を帯びた。もう遅いけど。

  「あたし?　と、り、た、て、や、追田事務所代表追田夏枝ですけど何かっ!」

  「うぉおおおっ?」

  　轟ごう音おん。

  　少年の情けない、悲鳴のような声。

  　ナツ姉が先制攻撃を繰り出したのだろう。

  　本来、最初の蹴けりか拳こぶしで大ダメージ、怯ひるんだところで関節技に移るのがナツ姉の定じよう石せきだ。勝負はほとんど一瞬で決着する。

  　でも、今回はそうならなかった。

  　敵もさるもの、一撃目はかわせたのかな。

  　今俺は珍しいものを聞いている。

  　暴風のような破壊音。

  　テーブルが倒れ、グラスが砕ける。

  　三十秒ほど続いた。
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  「いやー、驚いた。三十秒も粘ねばったのはすごいと思うよ俺は」

  　ハンドルを握りながら、俺は感心して言った。制限速度を守って、無ぶ難なんに車を走らせる。

  　帰りの運転は俺の役目だ。ナツ姉のほうが運転がうまいけど、帰りはターゲットが逃げないように捕まえておかなきゃいけない。ナツ姉でないとできない仕事だ。

  　後部座席にナツ姉と少年。少年の腕を絡からめとるようにして、ナツ姉が密着して座る。かわいそうに、少年のタンクトップはあちこちが裂け、顔は苦痛に歪ゆがんでいる。目を隠すようにして前髪を垂たらしているけど、それでも表情が読めてしまうくらい、激しく歪んでいる。

  「それにしても、ずいぶん派手にやりあったもんだね。お店の人も驚いてなかった?」

  「いてえよ、俺様逃げねえから、少し力緩ゆるめろちきしょう!　殺すぞ!」

  「逃げないのに殺すってのは素敵なことだけど、残念だが却きやつ下か。わざと痛くしてるんだよ」

  　喚わめく少年に、ナツ姉は爽さわやかな笑顔のままで宣告した。痛い目に遭あわないとわからない、という言葉を実践。力を緩めるどころか、さらにきつく締めたらしい。少年は悶もだえて足をばたつかせた。ロープで縛ってあるから威力はないけど、運転席の背中を蹴けられてちょっと気が散る。

  「ああ悪い、冬彦。何か言ったか?」

  「ナツ姉を相手に三十秒も粘ったのはすごい、って言った。あと、店の人はびっくりしたんじゃないか、って」

  「店のほうは大丈夫だよ、その辺のことも含めて買収済みだから。つーか、今日は密ひそかに貸し切りにしてあって、他の客も全員サクラだから。誰にも迷惑かけてない」

  　店全体が罠わなだったわけですか。チンピラ少年を一人捕らえるだけなのに、やることが大きすぎる。

  「タイマンで三十秒も粘ったのは、確かにな。少年くん、そこんとこはあたしも褒ほめといてやるよ」

  　少年がなかなか名乗らないので、ナツ姉は便べん宜ぎ上「少年くん」と呼ぶことにしたようだ。

  「はっ!　たった三十秒で制圧しといて何が褒めてやるだ。こんな侮ぶ辱じよくを受けたの初めてだぜ、俺様。どうせ心の中じゃ褒ほめるどころか、哀れに思ってるくせに」

  「おいおい、少年くん。あたしの前で『どうせ』とか言うんじゃねえ。決めつけるんじゃねえ」

  　ナツ姉の説教が始まった。堕だ落らくしてる奴やつを更こう生せいさせてやる。それがナツ姉のモットーだった。

  「『どうせ』ってのは諦あきらめてる人間、投げ出してる人間の言葉だ。あたしの嫌いな責任逃のがれの言葉だ。少なくともあたしは言いたくねえし聞きたくねえ。仮にそれが少年くんみたいな、どうでもいい人間の口からでもな」

  「へえへえ、大層な心がけですねえ」

  「その投げやりな口調が耳みみ障ざわりだっつってんだよ、負け犬少年」

  　そう言って、ナツ姉は片手を少年の腕から外し、顎あごを掴つかんだ。少年の歯と歯がかち合い、「もがが……」とくぐもった声を漏もらす。

  「口の利きき方、気をつけとけ。年長者には敬語を使えって習わなかったか?」

  「ねえ、ナツ姉。それは正論だと思うけど、俺の記憶が確かなら、ナツ姉ってトキタさんとかカナタちゃんに普通にタメ口で話してたような」

  「いやあ、冬彦くんの記憶違いじゃないかなあ、あはははは!」

  　今度はナツ姉が運転席を蹴けった。洒しや落れにならない威力。衝突事故でも起こしたのかと一瞬勘違いした。どこにもぶつけてないのに。

  「ちょうどいい。トキタさんとカナタさんの話が出たところで少年くんにまた一つ教えてあげよう」

  　顎から手を離し、ナツ姉は言う。

  「時間商人について、な」

  

  　時間商人は、不老不死の時間を売っている。

  　トキタさんと契約をすれば、十年間の不老不死を手に入れられる。

  　十年間は、老いず、怪け我がも病気もせず、決して死なない。

  　代償は、金銭、もしくは寿命。

  

  「自分が不老不死になりたい場合は十年分、誰か他の人を不老不死にしたい場合は二十年分の寿命が必要になるってシステムだ。ここまでは理解したか、少年くん?」

  　ナツ姉はいつものように説明した。

  「で、少年くん。ちょっと訊ききたいんだけど」

  　その続きは、本来はこうだ。

  　君にお金を返すあてはあるのかな?

  　あたしたちは、君が奪った金を取り返すように言われててね。

  　君が金を出せば問題ないんだけど。

  　あ?　もう使い込んじゃった?　困ったな。

  　どうする?

  　いや、心配しなくていいよ。あたしたちは寛かん大だいだから。

  　時間商人に寿命を払えば、それでチャラってことにしてあげるよ。

  　君の寿命を使って、他の人を不老不死にするんだ。

  　不老不死になりたがってる人は、世の中にたくさんいるからね。

  　さあ、どうする?

  　本来は、そんな質問が続くはずだったけど、

  「寿命、払う。払うよ俺様。それで手打ちになるんだろ?」

  　少年は、話の続きを、ナツ姉の胸の内を見み透すかしたように応じた。諦あきらめが良いのか、さばさばとした表情になった。

  　さすがのナツ姉もちょっと面食らっている。

  「まだ訊きいてないのに、よくわかったな、少年くん」

  「あんたら、噂うわさになってるもん。時間商人とコネがある取り立て屋がいる、って」

  　少年の口から意外な言葉。

  「へーえ、そんな情報がもう回ってるんだ。まだ二か月くらいなのにな」

  「やたら腕っ節のいい取り立て人が、債務者を時間商人のところまで連行するって話だったから、俺様てっきりもっとごつい奴やつだと思ってたよ。まさか女だったとは、何だよこのトリック」

  「ばーか!　そんなトリック仕込んでねーし!　勝手に引っかかってやんの!」

  　ツボに入ったのか、けらけらと高笑いするナツ姉。勢いで少年の後頭部を叩たたいた。

  「ところで少年、奪った金ってかなりの額だったはずなんだけど、いったい何に使った?」

  「ああ?　そんなこと訊いてどうすんだ?」

  「少年くんを更こう生せいさせるための説教をしようかと思ってな」

  「あんたは学校の先生か」

  　少年のツッコミは実はさほど的外れではなかったので、俺は思わず吹き出してしまった。そしてナツ姉はまた締める力を強める。

  「わかったわかった!　話すよ。ゲームだよ。ソフトとか周辺機器とか、色々だよ」

  「……はあ?」

  　ナツ姉が呆ほうけた。俺も同じ気持ちだ。金額から考えて明らかにおかしい。ソフトをいったい何十本、何百本買ったんだよ。

  「いや、だから何百本も買ったんだよ。店のソフト全部買い占めるくらいの勢いで」

  「お前馬ば鹿かなんじゃねーの、このゲーマー少年め!　そんなに買い込んでもやる暇ひまねーだろーが!」

  　ナツ姉のツッコミももっともだったし、そもそも、ゲームソフトを買い占めるためにその筋の人を襲って金を奪ったというその行動にこそ俺は呆あきれた。最近の青少年は怖いね。俺も人のこと言えないけど。

  　ナツ姉は少年に対して、そんなに長時間ゲームしてる暇があったら他にやるべきことあるだろ云うん々ぬんと説教をくどくど述べ続けた。トキタさんに寿命を差し出すのとあわせて、いい薬になるだろう。

  「間もなく着くよ、ナツ姉」

  「ご苦労、冬彦」

  　バックミラーの中のナツ姉が、長い脚を組み直して傲ごう然ぜんと微ほほ笑えんでいる。
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  　そして俺は追田事務所に戻ってきた。ナツ姉と少年は時間商人の店にいるので、一人だ。今日は車の中で話がついてしまって、少年を事務所まで連れてくる必要はなく、直接トキタさんコースになった。

  「さて、起動するべし、起動するべし」

  　俺は何はさておいて機材に向かった。時間商人の店の音を拾えるように設定。音量を少しずつ上げていく。

  　何度やってもどきどきするものだ。

  　カナタちゃんの声を聞けるってこともそうだけど、本来聞けないはずのものが聞こえるという、その事実自体に変な興奮を覚えてしまう。

  　当然、悪いことをしている自覚はある。だからこそ、というものだろう。ばれないように仕込まなきゃいけないってのもポイントだ。

  「コーヒーと紅茶、お待たせしましたー!」

  　か、カナタちゃんの声だ!

  　今日はカナタちゃんがいるぞ、よおしっ!

  　清すが々すがしく、甲か斐い甲が斐いしくお客に飲み物を振る舞うカナタちゃん。

  「こちら、砂糖とミルクもお好みでどうぞー」

  　いいよなあ、カナタちゃん。可愛かわいいよなあ。

  　俺自身は嫌われちゃってるみたいだから、もう俺にはこんな風には話しかけてくれないんだろうなと思うと、ちょっと、いやかなり寂しいけど。

  「どうぞ、ご遠慮なく」

  　今度はトキタさんが促うながす。低くて渋い声。俺はこれをマダムキラー声と呼んでいる。カナタちゃんに話しかけるときの話題作りのためだけでなく、今後、熟女のお相手をするときのための手本にできる。そんな機会がどれだけあるか知らないけど。

  「飲んでいいぜ、ゲーマー少年くん」

  　ナツ姉が許可した。許可制なんですね。

  　数秒の無言。それぞれ飲み物を口にして、

  「それでは、話の続きですが。寿命を二十年分お譲りいただけるということでよろしいのですね?」

  　トキタさんが寿命のやりとりについて確認する。

  「な?　よろしいよな、少年くん?」

  「……異存ねえよ。いや!　異存ないです!　寿命余ってますから差し上げます!」

  　ナツ姉にまた腕を掴つかまれたのかな。敬語を強制される少年。何か微ほほ笑えましいな。

  「それでは、こちらにご記入をお願いいたします」

  　トキタさんが契約書を差し出したのだろう。それを受けて、ナツ姉が尋たずねる。

  「そういや、こいつ、どんくらい寿命余ってんのか気になるなあ。あたしに抵抗してきた体力と根性を見れば百年くらい生きそうな気もするし、こいつの無謀さを考えると早死にしそうな気もするし。トキタさんってこいつの残り寿命ってわかるの?」

  「お教えできかねますが、契約には充分です。きちんと二十年以上は残って……」

  　トキタさんが言いかけたとき、

  　空気が、

  　変わった。

  　その場にいなくても、声を聞いてるだけでも、わかった。

  　何があったのかはわからないけど、何かがあった。

  　トキタさんが、カナタちゃんが、そしてナツ姉が息を呑のむ。

  「あ、あなたは……」

  　冷静沈ちん着ちやくなトキタさんが、珍しく狼狽うろたえている。

  「迂う闊かつだったんじゃねーの、トキタよお」

  　トキタさんを呼び捨てにする、少年の声。

  　少年の声だけど、音程や速度は紛れもなく少年のものだけど、まるで別人。

  　さっきまではなかった、凄すごみがある。

  「目を凝こらせば相手の寿命の残りがわかるだろ?　最初から俺様のことをそういう目で見てりゃー、俺様が誰なのかすぐわかったんじゃねーの?　まあ、俺様は正体がばれようが構わなかったけどな」

  「……トキタさん、このゲーマー少年、もしかして知り合いか?」

  「追田様、逃げてください!　この少年は時間盗賊です!」

  　ナツ姉の問いに、トキタさんが間かん髪はついれず叫ぶ。

  「そーだ、そーだ、追田事務所のねーちゃんには、さっき世話になった」

  　なっ!　という少年の怒ど号ごうとともに、衝撃音。

  　さっきの店の中のように、乱闘が始まった。

  　展開は、店とは逆。

  　時折漏もれ聞こえてくるのは、信じがたいことに、

  　ナツ姉の苦く鳴めい!

  　椅い子すを蹴け飛とばすように立ち上がり、俺は駆けだした。

  　俺たちは、どうやら何かとんでもないものを連れてきてしまったらしい。

  　事務所を出て、ドアを開け放したまま、階段を走り降りて地下へ。

  　息を切らして時間商人の店にたどり着き、中の光景を見て俺は立ち尽くす。

  　ナツ姉は、踏まれていた。

  　床に這はいつくばって踏まれていた。

  　組み伏せられ、背中を膝ひざで乱暴に押さえられている。

  　右腕が絡からめとられて、伸びた状態で拘束。

  　拘束するのではなく、拘束されている。

  　ナツ姉を制圧しているのは、少年。

  　何が、いったい何があったって言うんだ──!

  「おっ、挟はさみ撃ちか?」

  　入ってきた俺に気づいて、少年は振り返った。その顔はさっきまでのものとは違う。

  　長かった前髪がかきあげられていて、鋭い眦まなじりが露あらわになっている。狂犬のような、あるいは野生の虎とらのような視線。

  　ナツ姉は鬼で、人間では勝てない。

  　でも、凶獣であれば勝ててしまうかもしれない。

  「さっきはありがとよ。あんたらのおかげでトキタの居所がわかった。いい案内役だったよ。ゲームで言うなら、あんたらの役どころは道案内の村人とか、チュートリアルのナレーションってとこだ」

  　時間商人とコネがある取り立て屋がいる。

  　こいつ、その噂うわさを聞きつけて、時間商人の場所を知るために俺たちを利用したってことか!

  　暴力団幹部を襲ったのも、金が欲しかったからでも組織に敵対してたからでもなく、もちろんゲームソフトを買うためなんかでもなく、単に自分を餌えさにして追田事務所をおびき寄せるため。

  　ということは、さっきナツ姉が圧倒できたのは、こいつが手加減したからだ。手加減どころか、わざと負けて連行されやがったんだ。

  　本ほん性しようを顕あらわした、獣けもの。

  　その実力はナツ姉以上。

  　こんなの相手にして、俺がどうこうできるわけがない。

  　絶望的な光景の中、何もできずに佇たたずむ。

  　ふと。

  　少年の向こうに動くものが見えた。

  　カナタちゃんだ。

  　その手には物ぶつ騒そうなバットが握られている。

  　至る所に釘くぎを打ちつけてある、釘バットだ。

  　少年が俺に気を取られている隙すきを狙ねらい、忍び足で近づいてくる。

  　人差し指を唇くちびるに当てて、アイコンタクトで俺に「黙ってて」と伝える。

  　カナタちゃんは、格闘技の心得があるという。

  　時間商人の店で暴力沙ざ汰たがあったときは、カナタちゃんがこの店を守る。

  　数十年守り続けたという実績は、誇っていい。

  　気配の消し方も、静かな足どりも完かん璧ぺき。

  　射程距離に入ってバットを振り上げ、勢いをつけて水平にスイングする、その速度も申し分なかったけど、

  「俺様には通用しねー」

  　気けだるそうに、カナタちゃんのほうを見もせずに、少年は頭を下げて攻撃をやり過ごした。

  　カナタちゃんのバットは空くうを切り、重みに引っ張られるようにして体勢が崩れる。

  　そこに少年の裏うら拳けん。狙いすましたように鳩みぞ尾おちに入り、カナタちゃんはバットを取り落とし、三歩後退した。痛んだ箇所をかばいながら咳せき込む。

  　少年は、ナツ姉の拘束を緩ゆるめない。

  　片手と両足だけでナツ姉を押さえつけている。

  　脱出はおろか、反撃の隙さえ与えてくれなかった。

  「はっは!　可愛かわいいなりしてやるじゃんか、助手のカナタだっけ?　だがちょーっとだけおとなしくしててくんねーかな。俺様、この追田さんを殺しちゃうよ?」

  「ふざけんなっ!」

  　俺は、戸口から言う。

  「ナツ姉を、離せっ!」

  「おっと冬彦ちゃん、口の利きき方には気をつけろよ?　年長者には敬語だろ?　一応、俺様お前より年長者だからさ。そこにいるトキタとかとたぶん同世代だよ。ひゃはは!」

  　そう言って懐ふところに手を入れる。取り出したのは小振りのナイフ。刀の部分が稲いな妻ずまのように湾わん曲きよくした、特殊な形状。弄もてあそぶように回転させて握った。

  「冬彦ちゃん、俺様の力ってご存じ?　俺様、時間盗賊って言ってさあ、時間商人とかと似たような力を持ってるんだよね」

  「時間盗賊……?」

  　トキタさんは時間商人。契約に基づいて寿命をやりとりする。

  　翻ひるがえって時間盗賊。その言葉が意味するのは当然、

  「俺様は人間から寿命を分ぶん捕どれるんだよ、有う無むを言わさずなあ。このナイフで刻めば、傷口から寿命をいただけるって寸法。日本人は長寿だから助かってるけど、二十人くらい刻んで回ったのになかなか増えねえなあ。一人あたりの平均で三十年か四十年くらいいただいてるけど、不老不死に圧縮するとだいぶ減る」

  　時間盗賊。

  　こいつ、ただのチンピラ少年じゃなかった。

  　人の寿命を操あやつる力を持っている。

  　強引に、人間の寿命を奪っているというのか。

  　……ふざけやがって!

  「言ってることわかるか?　この追田さんからも寿命は奪えるんだぜ?　ま、不老不死の存在からは奪えなくて、普通の人間しか相手にできないんだけど、世の中普通の人ばかりだからねえ。無限に出てくる雑ざ魚こキャラみたいなもんだ」

  「ナツ姉を人質に取ろうってのか!」

  「喜嶋様」

  　唐とう突とつに、トキタさんが俺に呼びかけた。熱くなった俺は、我われに返る。

  「その場から動かないでください」

  　もっともなアドバイスだった。俺は見境なく時間盗賊に殴りかかるところだったけど、実力差は歴然。不意を突いたとしてもナツ姉を助けられないし、かといって尻しつ尾ぽ巻いて逃げようなんて気もない。

  　ナツ姉を、放せ。放せよ。

  　俺は不ふ甲が斐いなく思いながら、睨にらみつけることしかできない。

  　少年はそんな俺を見て、鼻で笑っている。

  「雑魚キャラ二号はそこで突っ立って見てろ。俺様が用があるのはトキタだ。もっと言うと、トキタが持ってる寿命だ」

  「こちらが寿命を差し出せば、追田様の命は取らない、という取引ですか?」

  「おっ、話がわかる奴やつだ。助かるねえ」

  「お断りします」

  　即断で、冷淡に、口調を変えずにトキタさんは切って捨てた。

  「おやあ?　おかしいなあ。そんなに簡単にお得意様を見捨てちゃっていーの?」

  「キザミ、あなたは私が取引に応じようと応じまいと、いずれにせよ追田様の寿命を奪うつもりでしょう。そんな相手と取引など、するつもりはありません」

  「話がわかりすぎるってのも、困りものだ」

  　キザミと呼ばれた少年の額ひたいに、青筋が走る。唇くちびるを噛かんで、吐き捨てるようにして言う。

  「じゃー、こうしよう。トキタが取引に応じるまで、俺様は同じことをしよう。お前の目の前で一般人から寿命を奪い続ける。殺し続ける。雑ざ魚こキャラの死体の山を作ってやるよ。その光景に、トキタ、お前は耐えられるかな?」

  　ぞっとすることを平然と口にする、キザミ。

  「それも無関係な一般人じゃ面白くないな。お前のお客さんがいい。不老不死でいる間は俺様も手出しできないが、契約期間が終わる頃を見計らってとっ捕まえて、ここで俺様が残りの寿命を奪う。世間的にもまずいよなあ。時間商人と契約した人は、十年後にあらかた行方不明になる。そんな噂うわさが立つのは困るだろう?　ひゃはは!　想像すると面白いなこりゃ」

  「できもしないことを吹くのは、感心しませんね」

  　トキタさんは、完全に落ち着きを取り戻しているようだった。

  「私がその間、何の手も打たずに手をこまねいて見ているとでも?　時間取締官に通報するに決まっているでしょう」

  　時間取締官。

  　その単語に反応したキザミ。

  　なぜか、目を剥むいて俺のほうを向いた。

  「……そういうことかー。でも早くね?」

  　背後に、静かな気配。

  　キザミは俺じゃなくて、俺の後ろにいた人物を見ていた。

  　振り向くと、開け放したドアの外には。

  「…………」

  　黙って立っているカナタちゃんがいた。

  　不機嫌そうに、無表情。ポケットに手をつっこみ、口を噤つぐんでいる。

  　あれ?

  　店の中にもカナタちゃんがいて、俺の後ろにもいて。服装違いのカナタちゃんが二人?

  「お姉ちゃん!」

  　店の中にいるほうのカナタちゃんが声を上げた。なるほど、そっくりな双子、姉妹だったのか。

  「時間取締官ハルカ、到着」

  　無表情のまま店の中に入りながら、お姉さんは名乗った。口をほとんど開けずに喋しやべる、平淡な声。取締官ってことは、俺たちの世界で言うところの警察みたいなものだろうか。

  「中ボスって雰囲気だな」

  　キザミは舌打ちする。

  「トキタから通報を受けて、俺様を取り締まりにきたってことか。ボタン一つで通報できるように用意してたってわけだ。迂う闊かつだったのは俺様のほうだったかー」

  　言葉とは裏腹に、キザミの警戒の念は薄い。まだまだ余裕を湛たたえている。一人くらい相手が増えたところで、不覚をとることなんてありえないという、自信。

  「…………」

  　ハルカさんは、黙っている。

  　黙って視線を左右に行き来させ、様子を観察し、

  「どいて」

  　囁ささやくように言いながら、俺の肩に手を置いて、優しく側壁に押しやった。空あいた道を歩き、キザミに近づく。余裕の嫌み笑いを崩さない、キザミに。

  「自信満々みてーだけど、中ボスのあんた一人じゃ無理だろ?　手下どもはどうした?」

  「もうすぐ来る。私はたまたま近くにいたので先着した。それだけのこと」

  「おっ?　はぐらかされるかと思ったが素直だな。まあいいや。さすがに何十人も集まられるとちょっと苦戦しそうだし、今日のところはトキタを諦あきらめてやるぜ。だからそこをどいてくんねーかな?　あんたに危害をくわえずに退散してやるから」

  「…………」

  　またも黙るハルカさん。完全に上から目線のキザミに苛いら立だちを感じたのか。あるいは、特に何も感じていないのか。

  　トキタさんとは違った意味で、感情の読めない人だ。トキタさんは感情を読ませない。ハルカさんには、そもそも感情がないかもしれない。そんな差を感じる。

  「どしたの、中ボスさん?　どいてくれないの?」

  「…………」

  　どうすべきかを考えているのか、考えるまでもないのか、ハルカさんは直立不動。

  「あ、そっか、お仲間が到着するまで時間稼ぎするつもりって腹か。時間取締官と時間盗賊、俺たち時間の民だけに時間稼ぎってか!」

  　ダジャレにもなっていないと思うけど、キザミは自分の言葉に高笑いしている。

  「そういうこと」

  　ハルカさんは、あっさり肯定した。

  「いやあー、まいったなあー。俺様は早く逃げたいのになあー。十秒以内にどいてくれないなら、やっぱりこの追田夏枝さんは殺すしかないかなあ」

  　棒読み。

  　キザミの恐ろしい棒読み。

  　ナツ姉は必死の抵抗を試みるが、キザミの腕力と拮きつ抗こうして小刻みに震えるだけ。体勢を変えることすらできない。

  　ナツ姉が、死ぬ?

  　寿命を奪われて、死ぬ?

  　俺は、目の前でそんなことになったら、俺は。

  「……譲歩しよう」

  　ハルカさんが告げて、俺は我われに返る。

  「キザミ、お前はその女性に危害をくわえず、ここに置いて外に出ていい。人質として連れてくのはなしだ」

  「おっ、やったやった。もちろん、こんなでっかい女を抱えて逃げようなんて思わねーさ。俺様は喜んで一人で逃げるね!」

  「ただし、お前がこの店を出て十秒後に、私はお前を追う。それが、こちらにできる最大限の譲歩」

  「えっ、十秒もハンデくれちゃっていいの!　優しいなあ中ボスさん!　好きになっちゃいそう!」

  「…………」

  　ハルカさんの表情が初めて変わった。眉み間けんと額ひたいに皺しわが寄る。まるで俺を見るカナタちゃんみたいだ。

  「というわけで、俺様帰るわ」

  　キザミはナツ姉の腕を地面に投げ捨てるようにして放した。自由を取り戻したナツ姉だけど、ダメージが大きいのか、臥ふせたまま立ち上がれないでいる。

  　ハルカさんは、ドアから離れたところの壁に背を預けて立っている。言葉どおり、まずはキザミを去らせる。キザミはドアノブに手をかけて、振り向いた。

  「じゃあ、あばよ、トキタ。お前が用心深いのはよくわかった。大量に貯ため込んでる寿命は喉のどから手が出るほど欲しいが、とりあえず諦あきらめといてやるよ」

  　トキタさんは無言。口を結んで不快感を露あらわにしている。

  　キザミがドアの向こうに姿を消す。ものすごい速度で駆け上がっていく、階段を踏み砕かんばかりの足音が聞こえた。

  「……その女性は生きてるか」

  　ハルカさんが誰にともなく言った。

  「うん、大丈夫だよ、お姉ちゃん」

  　倒れているナツ姉にカナタちゃんが駆け寄り、仰あお向むけにして容よう態だいを確認する。かなり傷んでるが、意識はあるようだ。

  「それでは」

  　律りち儀ぎに十秒計ったか、ハルカさんは腕時計をちらと見やってドアに向かった。キザミとは対照的に、音もなく姿を消す。これから追いつ追われつの争いが始まるのだろう。どちらが勝つのかはわからないけど、ひとまず、店内は平穏。

  　嵐あらしは、去った。

  「ナツ姉、救急車呼ぶ?」

  　俺は心配して呼びかけた。ナツ姉は絨じゆう毯たんに寝たまま、腕で汗をぬぐうような姿勢で目を隠している。もしや、泣いているのだろうかと思ったけど、よく見ると押さえる袖そで口ぐちが赤く染まっている。キザミとの乱闘で目め尻じりを切ったらしい。

  「いや、いらねー。いらねーけど、少しこのまま休ませてくれ」

  「わ、私、氷枕まくらとか包帯とか持ってきますねっ!　痛いところは冷やすといいって言いますし!」

  　カナタちゃんはよく気がつく。ぱたぱたと駆けていき、執務机の奥のスペースに向かった。

  「なあ、トキタさんはそこにいるか?」

  「ここにおります」

  　目を塞ふさいでいるナツ姉に、トキタさんは応じた。

  「追田様、この度たびは誠まことに申し訳ございません」

  「どうしてトキタさんが謝るのさ?　トキタさんは何もしてねーだろ」

  「いえ、キザミはもともと時間の民の眷けん族ぞく。こちらの事情に巻き込んでしまったことに、お詫わび申し上げたいと思います」

  「こっちこそ、面倒な奴やつを連れてきちまったみたいで、悪かったな」

  　ナツ姉は自じ嘲ちよう気味に笑っている。

  「時間の民っていうんだ。何だっけ、あいつ、時間盗賊って言ったっけ?　人間から勝手に寿命を奪えるのか?」

  「はい。彼らは相手と契約を交わすことなく、無理やりに寿命を奪います。私ども時間商人もやろうと思えばできることではございますが、時間の民の掟おきてで固く禁じられています。それを軽々と破るのが時間盗賊です。掟を破っているため、常に時間取締官に追われる身なのですが、キザミは今日まで逃げ延びています」

  「寿命を奪われたら、人間って死ぬんだよな?」

  　確認するようにナツ姉が問う。

  　トキタさんは、ごまかすことなく、「ええ」と普通に頷うなずいた。

  「そっかー、あたし、死ぬとこだったんだなあ」

  　ナツ姉は気丈に振る舞おうとしていたけど、声はさすがに震えていた。

  「というか、騙だまされた上に負けたんだよな、あたし……」

  　不ふ甲が斐いないわ、と嘆くように言った。

  　やっぱり泣いているんだろうか。ナツ姉に似合わない、沈んだ声。俺もトキタさんも、カナタちゃんが戻ってくるまで何も言わなかった。言えなかった。空気を読まないのは白猫のミケだけ。あの騒動の中で熟睡していたくせに、こんなタイミングで目を覚まして「ふにゃあ」と鳴いた。
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   幕間

  

  　時間取締官、ハルカは階段を一息で駆け上がった。

  　十秒だけ先行させたキザミの姿を捜す。一階のロビーにその姿はなかった。キザミはすでに立ち去った後。動くものも、物音も、何一つない静かなロビーだった。

  　さすがは長年逃げ延び続けている時間盗賊。俊しゆん足そくを飛ばして早くもビルの外に出ていったのだ。そう考えて追いかけるのが普通だが、ハルカはそこで立ち止まった。

  　キザミが出ていったと決めつけるのは早計だ。別の選択肢があるという事実を、彼女はよく理解していた。状況を観察し、気配を探り、直感を働かせ、最後はリスクとリターンを天てん秤びんにかけて出した結論は、

  「……やはり上だな」

  　外になど用はないと言わんばかりに、ハルカは上階への階段へと向かった。足どりに躊ちゆう躇ちよはまるでないが、先ほどまでとは違い、足音を立てない歩き方に変えている。ゆっくりと上がる。

  　四階建てのビル。事前に得ていた情報では、二階が追おい田た事務所、三階以上は無人のスペースのはずだった。二階は飛ばして三階で足を止めた。階段室から廊下に出る。天井の電灯はもちろん点ついておらず、窓から街明かりが入るだけで、薄暗い。

  　その街明かりを浴びるように、時間盗賊キザミは立っていた。

  「およ?　中ボスさん、奇き遇ぐうじゃん」

  「…………」

  　キザミの軽口に対し、ハルカは無言。

  「凄すごいね。本気で感心したぜ。拍手拍手。なかなかできるもんじゃねえよ、これ。普通は外に追いかけるもんだろ?　俺様、気配は完全に消したつもりだったんだが、どうしてここにいるってわかった?　興味あるなあ、中ボスさん」

  「…………」

  　企みを見破られて発見されたキザミだが、その表情と口調には余裕がある。

  　ハルカは質問に答えるつもりはないが、もちろん無根拠な山勘だけで突き止めたわけではない。

  　キザミが採用したのは、外に逃げたと見せて上階に隠れ、ハルカをやり過ごした後で再び時間商人の店を襲うという作戦だった。単純な手だが、追っ手の盲点、裏をかける。ほんのわずかな考慮時間でこの手法を思いついた即興性、そして実際に実行してしまうだけの度胸。なかなかできるものではないというのはキザミにも当てはまる。キザミ自身も、心の中で自分を誇っていた。

  　しかしながら、ハルカはキザミに道を空あけた時点でその戦略を想定していた。それどころか、ハルカはキザミがその戦略を採ることを願っていたくらいだ。ハルカが裏をかかれさえしなければ、キザミを屋内で追いつめることができる。

  　裏をかかれないために、ハルカは観察力をフルに発揮した。一階のロビーのガラス扉は閉まっていた。自動ドアではなく、押して開けるタイプのドア。全速力で駆け抜けようものなら、しばらくの間、ドアは惰だ性せいで揺れて開いたり閉じたりを繰り返すはず。その動きがないことを見た時点で、キザミがビルの中にいることは確信できた。

  　ビルのどの階に隠れているかを推測するにあたっては、聴覚が頼りになった。ハルカが一階に到着した時、キザミの足音はまったく聞こえてこなかった。もちろん、キザミが足音を消して動いているという可能性はないわけではなかったが、ハルカは自分の聴覚の鋭敏さを信じて、キザミはすでに動いていない、身を潜ひそめていると判断した。

  　ハンデとして与えたのはたったの十秒。いかに俊しゆん足そくを飛ばしたとしても、踊り場で方向転換が必要な階段だ。四階までたどり着いたとは考えにくい。そして、一階と床を一枚隔てただけで、物音や気配の伝わりやすい二階は、ハルカをやり過ごすという作戦には適さない。消去法でおそらく三階と当たりをつけて突き止めたのだった。

  　ハルカはいちいち説明しない。

  　説明する必要や義務はどこにもない。

  　彼女の仕事は時間盗賊を捕らえること、その一点に意識を集中する。

  　睨にらみつけるようにして対たい峙じすると、キザミは溜ため息いきを吐ついた。

  「まいったなー、ゲームオーバーって雰囲気だなあ、こりゃ。俺様も焼きが回ったかねえ。せっかく時間商人の店を突き止めてステージクリアと思ったのによお。俺様、こんなとこで死にたくねえなあ」

  　言葉とは裏腹に、口調には余裕がある。キザミはここで負ける気などさらさらない。ハルカを掻かい潜くぐって逃げおおせるつもりでいる。

  　しかし、彼の言葉には重要な真実が含まれている。

  　それは、今この場でハルカがキザミを捕らえれば、いや、それどころかハルカがキザミに手を触れさえすれば、キザミの寿命を奪いつくせるという事実である。

  　時間取締官は、指名手配の対象となった人物の寿命を奪う能力を与えられている。相手の意向など構うことなく問もん答どう無む用よう。対象との接触が必要だが、接触さえすれば無敵だ。

  　無論、相手が罪人であることが条件となっている。誰だれ彼かれ構わずというわけにはいかず、時間商人や時間盗賊と比較すると、能力を行こう使しできる相手が圧倒的に少ない。

  　罪人を相手取るためだけの能力。

  　だからこそ、罪人を前にしたとき、その優位性は揺るぎないものとなる。

  　くわえて、時間盗賊は一般の人間の寿命を奪うことはできても、不老不死の存在の寿命は奪えない。一方的に時間取締官が有利だ。

  「こんな行き止まりに追い込まれちゃ、あんたに触さわられずにここから逃げるなんて、できるわけねえし。失敗失敗。やっぱ素直に外に逃げるんだったかあ」

  　ハルカは当然油断しない。いつキザミが態度を急変させてもいいように、緊張を切らさない。

  　抵抗に備えて態勢を整え、廊下に立ち塞ふさがる。幅は一メートル余りしかないので、左右を抜かれる心配はない。キザミの背後は廊下の突き当たりで、何もない。完全に行き止まりに追い込んでいる。

  　あるとすれば二つ──、と、ハルカは思考を巡めぐらせる。

  　一つは、カナタから見て右手の壁にあるドア。オフィススペースへ通じているはずだ。キザミの手前、ちょうどハルカとの中間地点にドアノブがある。

  　ここは三階で無人のスペース。中に入ったところで誰もいないし、備品も何もないだろう。そもそも、ドアに鍵かぎが掛かっている可能性が高い。ドアを破ることはできなくもないだろうが、時間がかかる。その隙すきを逃のがすハルカではない。つまり、この選択肢をキザミが採ることはない。

  　もう一つは、

  「素直に──、外!」

  　逆側の壁、街明かりを入れている窓だった。キザミは予備動作もなしに迅じん速そくに動き、肩から窓に突っこんだ。両腕は胸の前にぴったりつけてクロスさせ、衝撃を右肩の一点に集中させる体当たり。派手な音を立てて突き破り、キザミはガラスの破片とともに路地裏へと落下していく。

  　ハルカは、驚かなかった。

  　驚くには値しない。二つしかない選択肢のうちの一つを採られただけにすぎない。想定の範囲内に留とどまるし、そもそも、その逃走手段はキザミを有利にするものではない。

  　躊躇ためらいなくハルカも窓に向かった。今しがたキザミが突き破ってできた大穴を潜くぐるようにして飛び降りた。眼下ではちょうどキザミが着地したところ。さすがに体勢は崩さず、足から降りていたが、それでも膝ひざを撓たわめている。

  　そう。

  　どれだけ筋力が強かろうと、

  　どれだけ敏びん捷しよう性が高かろうと、

  　高所から落下して着地すれば、衝撃をその身に受ける。

  　踏みとどまって勢いを殺さなくてはならない。

  　再び動き出すまでに、一瞬の停止時間が生じる。

  　キザミだって例外ではない。

  　ハルカだって例外ではない。

  　条件は同じだが、しかしそれは今回ハルカに利する。

  　キザミは着地後にその場を離れて逃げなければならず、ハルカはその必要がない。着地後に隙が生じているキザミに触れさえすればいい。ハルカはキザミの真上に落下すれば、地面に到達する前に勝てる。

  　そして、仮にキザミが隙すきを最小限に抑えて、ハルカの着地前に逃げ出したとしても、追いかけるハルカのほうが有利だ。窓ガラスに体当たりしたキザミに対し、窓枠を潜くぐり抜けただけのハルカ。お互い不老不死なので負傷はしないにしても、痛つう覚かくはある。ダメージがある。

  　勝利条件の差。それを頭に入れ、ハルカは勝算を持って飛び降りた。キザミは着地地点から動いていない。落下しながら、ハルカはその背中、後頭部に手を伸ばしたのだが、

  「だありゃっ!」

  　裂れつ帛ぱくの声を上げながら、キザミは振り向きざまのローリングソバットを繰り出す。上空に突き上げるように、脚は地面にほぼ垂直に回転。反射的にハルカは手を戻して防御するが、

  「────っ!」

  　わずかに漏もれる苦く鳴めい。

  　防御の上からでも効いた。効いたどころではない。体格からは想像もできない脚力。落下の勢いに押し負けるのではなく、むしろカウンターで威力は倍加された。水平方向に跳はね返されて、背中からビル壁面に激突。頭を強したたかに打ちつけた。

  　視界が、一瞬飛ぶ。

  　脳を揺らされたせいか身体が思うように動かず、受け身もとれず無ぶ様ざまに落下。うつ伏せに倒れ込む。ダメージを負ったのはキザミではなくハルカのほうだった。

  　痛みと脳震しん盪とうから立ち直り、何とか顔を上げるまでに十秒ほど費やしただろうか。キザミはとっくに脱だつ兎との速度で走り去っており、路地裏の曲がり角の向こうに消えていた。

  「あいつめ……」

  　ハルカはその時点で追走を諦あきらめた。キザミの性能はハルカより優れていると言わざるをえない。ダメージによりコンディションも最悪。回復するまでにビハインドが広がる。

  　それにしてもキザミの度胸は尋じん常じようのものではない。触れられたら死ぬかもしれないというのに、逃げるのではなく蹴けりを入れにくるとは。もちろん、衣服に触れるだけでは能力を行こう使しできないことを織り込んでのことだが、危険な賭かけ。あっさりやってのけたキザミは、強い。

  　単独で捕獲できないのであれば。ハルカは無線機を取り出す。もともと、一対一の勝負で決着させる必要などなかった。逃走された場合の備えも当然している。

  　部下たちに連絡を送る。

  「指示を変更する。ターゲットはトキタの店から逃走。交戦中に、ターゲットの靴に発信機を仕込んだ。現在位置は各自モニターで確認のこと」

  　無線機とは逆の手で受信端末を操作し、発信機の現在位置をモニターに映す。キザミに蹴られたときに、靴の足首の裏に貼はり付けたのだった。直径二センチ、厚さ一ミリ程度のシール型。よほどのことがない限りは気づかれない。

  「トキタの店に集結するのは中止。包囲網を構築して捕らえる。これから配置を指示する」

  「了解!」

  「すでに店の近くに来ている者は周囲に注意。キザミが接近する可能性がある」

  「了解!」

  　部下たちの応答を聞きながら、ハルカは立ち上がって歩く。

  　動員している部下は二十名以上。的確に配置すればキザミを捕らえられる。そのくらいのスキルはあると自負している。一対一で後おくれをとっても、指揮官としての自信は揺るがない。

  　組織戦ならば間違いなく勝てる。そう信じていた。
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  「それでも、取り逃がしたのですね」

  　電話の向こうのトキタの声に、ハルカは改めて屈くつ辱じよくを噛かみしめる。

  　交戦から数十分後、時間盗賊追跡の結果は惨さん憺たんたるものだった。

  　ハルカの戦略にミスはなかった。万一キザミが引き返してきたときのために、トキタの店に部下を三名だけ配備。その他全員でキザミの捕獲に乗り出した。

  　発信機で現在位置を把握し、順調に包囲網を構築。キザミは乗り物を使わず自分の足で走り回り、車が進入できないような裏道細道を駆使して逃げたが、時間取締官側は余裕だ。姿は目もく視しせずとも取り囲み、半径三〇〇メートルの円内に追い込んだ。キザミがどの方角へ向かおうと、時間取締官との遭遇は避けられない。

  　任務達成を確信した瞬間、モニターに異変。キザミの現在位置を示す光点が不意に停止した。キザミが足を止めたのだ。アジトがあるのかも知れないと考え、慎重に円を狭せばめて接近したところ、そこはアジトではなかった。それどころか、キザミはそこにいなかった。

  　靴が落ちていた。

  　キザミが履はいていた靴が、左右両方とも路上に捨てられていた。

  　発信機が仕込まれたことに、どうやって気がついたというのか。交戦中、一瞬の接触のうちに気け取どられたのだろうか。そんな稚ち拙せつな手際ではなかったはずだが、どんな勘の鋭さだ。

  　いや、おそらくは探知機を常備していたのだろう。思いの外ほか慎重な奴やつだった、というだけのこと。

  　いずれにせよ、なまじ発信機を頼ったのが仇あだになった。部下たちは、そして自分も、発信機の位置にキザミがいると決めつけ、周囲への警戒を怠おこたっていた。円を狭める過程で、通行人に紛れたか、車でも盗んだかしてすれ違いになってしまった。

  　拾った靴の中を見ると、メモが残されていた。そこにはキザミの署名と「ミニゲームクリア♪」という雑な字が嘲あざ笑わらうように踊っていた。扱いが中ボスどころか、ミニゲームにまで格下げされていた。

  「……責められても仕方ない。完全にキザミに弄もてあそばれた」

  「いえ、滅めつ相そうもございません。ハルカ様にミスはなかったのでしょう?　逃げきったキザミの力量を褒ほめるべきです。キザミがそれだけ手強いということ。考えてみれば追跡を長年振り切っている実績があるわけですから、不思議なことではありません」

  「トキタには危機感がないのか。まるで他人事だ」

  　呆あきれたように言うハルカに、トキタは真ま面じ目めに答える。

  「落ち着いているように聞こえるかもしれませんが、危機感はあります。キザミに私の居所を知られてしまいました」

  「……私の部下を何人か動かそう。ビル周辺を警備させる」

  「大変助かります」

  「別にトキタを助けるためじゃない」

  　ハルカは率直に告げる。キザミは今回の一件で再び姿をくらますだろうが、もしも気まぐれを起こしてトキタをもう一度狙ねらいにくるようなことがあれば。あまりに迂う闊かつだが自信過剰のキザミならばありえることだ。だからこその警備。待ち伏せしておけば、再訪は願ったり叶かなったりだ。

  「つまり、私どもを餌えさにしてキザミを釣る、と」

  「そういうこと」

  「大変結構なことです」

  　今度はトキタが呆れたように息をつく。ハルカにはその意味合いはよくわからない。深くは考えず、ハルカは話題を変える。

  「あの女性は無事か」

  「ああ、ええ、お陰様で無事です。キザミも真まっ当とうに取引に応じたようですね。寿命は奪われてませんし、怪け我がも軽度です。もともと頑丈なお方でしたから、明日には元気に活動できるようになるでしょう」

  「それは、よかった」

  「ハルカ様、感情がないように見えて、意外に気き遣づかわれるのですね」

  「感情がないとは?」

  「いえ、何でもありません」

  　思わせぶりに濁にごされた。どうもトキタの言は意図がわかりにくくて困る。

  　それはともかく、一般人の安あん否ぴを気遣うのは当然のことだ。時間取締官は、時間の民が一般社会に害をなさないように秩序を維持する職業。一般人を気遣うのはまさにハルカの存在意義だった。

  「利益だけを求める時間商人とは、違う」

  「蔑さげすまれますねえ」

  　トキタは苦笑するが、ハルカはそういうつもりではなかった。

  「そうでもない。別に蔑さげすんでいるわけではない。単に違うと言っただけ」

  「そ、そうでしたか。それは失礼しました」

  　トキタは呆あつ気けにとられたように言う。

  　ハルカとしては単なる事実を述べただけで、そこにニュアンスを込めたつもりはなかったが、トキタはそうは受け取らなかったらしい。

  　こういう誤解はトキタに限らず、ハルカの部下もたまにする。自分の言い方に問題があるのだろうと薄々わかっているが、言い直せば済む話なので改善する気もあまりない。

  「実はカナタからは蔑まれている節ふしがあるものでして、ハルカ様も同じかと思って、つい誤解してしまいました」

  「……蔑まれているのか?」

  　ハルカの妹で、トキタの助手のカナタ。彼女は人ひと懐なつっこく、全方向に親愛というか仲良くしたがるはずだったのだが。

  「私のやり方が気に入らないこともあるようでして」

  「そうか」

  　としか言えない。上下関係があるところでは必ず生じる問題だ。ハルカも時間取締官の組織で、無能な上役の下で働いたことも、反そりの合わない部下を率いたこともある。不平を表に出すことはないが、気に入らないものは気に入らない。

  　トキタの店は組織とは呼べない規模だが、それでも同じようなことはあるのだろう。

  「カナタは、誰かが少しでも損をするような取引は嫌いなようです。関わった全員が幸せになるようにしたいと。それは確かに理想ですが、いつも実現できるわけではありません」

  「当たり前の話だな、ビジネスだから」

  「その当たり前の話を理解させるのに苦労しています」

  「それも当たり前の話だな、あの愚ぐ妹まいだから」

  「……ハルカ様、カナタを蔑まれてますか?」

  「そうでもない」

  　やはりこれも事実を言ったまでのことだった。

  「しかし、トキタ。私はトキタが苦労しているということを知って安心した」

  「と、言いますと?」

  「私の妹は変わっていない。そういうことだろう?」

  「まあ、そういうことになりますね」

  　カナタがトキタの助手を始めてから、もう何十年になるか。トキタの影響を受けて純真さが失われるのではないかと、少しばかり懸け念ねんしていたのだが、杞き憂ゆうだったようだ。

  「妹はあの状態が最善だと思う」

  　ハルカがそう言うと、トキタは少し考えてから応じる。

  「半分だけは同意します。まだ学ぶべきこと、身につけるべきことは多くありますので、今のままでいては困りますが、カナタの性格、性質はこのままで良いでしょう」

  「……トキタは私の妹が好きか?」

  　ちょうどいい話の流れだったので、ハルカは前から気になっていたことを訊きいてみた。

  「は、ハルカ様、それはどういった意味の質問ですか?」

  　冷静さを取り繕つくろおうとしているトキタだが、明らかに動揺している。

  「うちの妹がトキタにとって迷惑でないか、気になっていたので訊いてみた」

  「迷惑でなど、あるわけがないでしょう」

  　トキタはハルカを諭さとすように言う。その声を聞いてハルカは「そうか」と応じ、

  「正直に言うと、時間取締官の人手がまるで足りなくてな。うちの妹を呼び戻すことも考えていた。トキタの反応次第ではと思ったのだが」

  「ハルカ様、よほどのことがない限りは、私はその案に反対しますよ?　大事な助手をそう簡単には手放しません」

  「了解した」

  　ハルカは特に残念だとは思わない。もともとそこまで本気で考えていたわけではなかったので、トキタに断られても困らない。むしろ、カナタがトキタにある程度まで受け入れられていることに、姉として安あん堵どする。妹の恋心はよくわかっていた。

  「ちなみに、トキタ、よほどのこととは例えばどんなことを指す?」

  「二つほど。一つは、カナタがここを離れることで、私の利益になる場合。どう考えてもそんな場合はないと思いますが」

  「もう一つは?」

  「カナタ自身が真剣に、強く望むのであれば、こちらも考えましょう。それ以外のケースでは、応じる気はありません」

  　毅き然ぜんとしたトキタの声に、強い覚悟を感じ取った。悪くない。妹を預ける相手として、不満や不足はない。

  「安心しろトキタ。今すぐどうこうしようというつもりはない」

  　それに、トキタの挙げた二つの条件は、おそらく満たされることはない。特に二つ目。カナタがトキタに惹ひかれている以上、自分から助手をやめると言い出すことはまずない。

  

  　通話を終えて、仕事に戻る。キザミの次の生活拠点を突き止めるべく、再び動き出す。
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   第三話

  

  「海に行きましょうよ、先生!」

  　時間商人の店。私は執務机に両手をついて、身を乗り出してアピールした。

  「海?」

  　先生は顔を上げて、怪け訝げんそうに聞き返した。いつものように白スーツとサングラスをきちっと身につけている。

  「ずいぶん唐とう突とつだね、カナタは。海に何しに行くの?」

  「海水浴に決まってるじゃないですか!　他に何があるって言うんですか!」

  「レジャーに限定したとしても、魚釣りとか潮干狩りとかビーチバレーとか、色々あると思うけど。レジャー以外で、ビジネス目的ってこともありえるわけだし。この間も言ったけど、論理的に考えるためにはすべての可能性を漏もれなく検討しないといけないよ」

  「あ、ビーチバレーはナイスアイデアだと思います!　ボール持っていくの忘れないようにしないとですねー。でも、シーズン的に潮干狩りはないんじゃないですか?」

  　梅つ雨ゆも明けた、初夏。全国各地で海開きされてるところだ。潮干狩りはあんまりよく知らないけど、夏にやるものじゃなかったと思う。

  「確かに、春の季語だったね」

  　先生はサングラスに手をやって位置を整える。

  「で、カナタは海水浴およびビーチバレーをしに行きたいと」

  「はい!　行きましょうよ!　一日くらい店をお休みにして」

  　難しい表情を作る先生。

  「ちょっといくつか質問してもいい?」

  「どうぞどうぞ」

  「どうして海なのかな?」

  「だって夏ですから。夏と言えば海でしょう」

  　当たり前のことだ。

  「去年やその前の夏は、こんなこと言い出さなかったと思うけど、カナタってそんなに海が好きだったっけ?」

  「先生をお誘いしなかっただけで、私はちょくちょく行ってますよー。オフを利用させてもらってますし、仕事中も、ミケと一緒に走ってて海の近くを通りかかったりしますし。そのときはさすがに泳がないですけど」

  　一応、先生に許しを得れば、時間商人の助手の仕事はお休みできる。仕事は好きだし、仕事中も結構自由が利きくから決まった休日はなくても大丈夫だけど、たまには完全にオフの日を作って、海に行ったり、日帰りで旅行したりしている。

  「ずいぶん前に何度か先生もお誘いしましたけど、ご興味なさそうでしたから、この何年かは確かにお誘いしてなかったですね」

  「なるほど。それで、今年に限って僕を誘ったのはどういう風の吹き回し?」

  「はい!　実は、夏なつ枝えさんを遊びに誘って元気づけてあげようと思いまして!」

  　自然と声が高らかに、軽やかになった。

  「先生もお仕事では夏枝さんと何度も会ってるのに、それ以外ではほとんどお話しされてないですから、これを機に!」

  　先生は小さく「ほお」と、納得したように言う。

  「確かに、ここのところ追おい田た様は本調子ではないご様子だからね」

  　時間盗賊の一件があってから二週間。夏枝さんからは迫力というか、活気がなくなっていた。

  　怪け我がはたいしたことないみたいで、追田事務所は営業を続けてるし、話しかければ普通に応じてくれるけど、いつものエネルギーがない。

  　具体的に比べると、本来なら「おっす、カナタさん!」と笑顔で挨あい拶さつしてくれていたのが、どこか虚うつろな「おー、カナタさん」にパワーダウンしてる。

  　階段を歩く足音も、「カン、カン、カン!」というリズミカルな甲かん高だかい音だったのが、今は「すた、すた、すた」くらいに。

  　先生と契約の話をしている最中も、夏枝さんが凄すごんで債務者の人の腕を掴つかむことがちょくちょくあるんだけど、痛がり方がマイルドになった気がする。まあ、これは平和的でいいことなのかもしれないけど。

  　夏枝さんは取り立て屋さんで、暴力も振るったりして、決して善人ってわけじゃないと思うけど、いい人だ。きちんと筋を通すし、私が冬ふゆ彦ひこさんのことを苦手だと知って配慮してくれたりする。何より、佇たたずまいがかっこいい。

  　要するに、私は夏枝さんみたいなかっこいい女の人に憧あこがれているんだと思う。

  　夏枝さんみたいになりたいとは思わないけど、夏枝さんを見ているのが好きなんだ。

  　だから、そんな夏枝さんが元気じゃないと、辛つらくなる。

  　元気づけてあげたくなる。

  「名前が夏枝さんっていうくらいですから、きっと夏が好きだと思いますよ!　海に行けばテンションが上がるタイプの人だと思います!」

  「なかなか良い提案だ。根拠はないけど説得力はあるね。というか、テンションが上がるのはカナタもだろう?」

  「ずぼしっ!　よくわかりましたね」

  「それは、その話しぶりを聞いていればわかるさ」

  　先生は呆あきれたように言って微ほほ笑えんでいる。

  「というわけで、ご一緒にいかがですか?　海」

  「いや、僕は行かないよ」

  　微笑んだ表情そのままで、先生はそう言った。

  「ええぇー?」

  　私は思わず声を上げた。

  「せんせー、今の話の流れは行く流れでしょー?　良い提案だって言ってたじゃないですかあ!」

  「良い提案だと思うし、実行していいと思うけど、僕は行かない。カナタ一人で頼むよ」

  「むぅ」

  　私は頬ほおを膨ふくらませてみせた。先生が行きたがらないだろうってことは、予想してはいたけど。

  「やっぱり、外出が嫌いなんですね」

  「僕が外に出ないのは、何も今に始まったことじゃないだろ」

  　先生はこの時間商人の店を出たがらない。これまで何十年か助手をしてるけど、先生が外に出た姿を見たことがない。この間のは冬彦さんの変装だったわけだし。

  「趣旨には反対しないから、オフをあげよう。何なら一泊二日くらいしてきても良いよ」

  「本当ですか!　じゃあお言葉に甘えて」

  「まあ、ひとつ心配があるとすれば、追田様がカナタの提案を受けるだけの元気があるかどうか、だね」

  　先生は小さく息を吐ついて言った。
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  　悪いけど、あたしは行く気分じゃないや。

  　どーも最近、何してても楽しくないっていうかさ。

  　いや、気持ちはありがたいんだけど、やっぱり乗り気しないな。

  　心配しなくても、体調が悪いわけじゃないんだ。

  　いつもどおりトレーニングできてるし。

  　いつもどおり仕事してるし。結構忙しいよ。

  　そうそう、近々大きな仕事に出かけるつもりでさ。

  　ああ、泊まりがけ。国内で結構近くだけど。

  　バカンスはそれが済んだら考えることにしよっかな。

  　んー、一週間はかかりそうかなあ。

  　山も海もある田舎いなかだから、これも旅行みたいなもんかな。

  　遊びにいくわけじゃないけどさ。

  　あ、冬彦も一緒。

  　ばっ、馬ば鹿か言わないでくれよ、一緒の部屋なわけないだろっ!

  　カナタさんは急に変なこと言うから、油断ならねーなー。

  　まっ、また機会があったら懲こりずに誘ってくれよ。

  

  「というわけで、断られてしまいました」

  「じゃあ、中止かな」

  「でも困ったことに、私は海水浴モードのままなんですよね」

  「じゃあ、一人で行ってくる?」

  　私は試すように先生を見る。数秒、見つめてみる。先生の表情に変化はない。

  　実はこの提案、夏枝さんを元気づけるためだけじゃなかった。

  　先生との親しん睦ぼくというか、仲直りというか、そんなことも狙ねらっていた。

  　まあ、喧けん嘩かしてるわけじゃないから、仲直りってのも変な話だけど、やっぱりこの間の件で少し距離を感じちゃってるわけで。

  　諦あきらめずにそのまま粘ねばっていると、先生は仕方なさそうに、ようやく口を開く。

  「何かな、カナタ」

  「先生、本当にご興味ありませんか?」

  「僕は店を休まないよ。カナタは休んでいいけど」

  　先生は素そっ気けなかった。

  　察してくれないみたいだった。

  　こうなったら本当に一人で遊びにいってやろうかと思ったけど、せっかくなのでお友だちを誘うことにした。

  　そんなわけで。

  

  「改めまして、突然のお誘いだったのに、来てくれてありがとうございます!」

  「ええよええよ!　うちとカナちゃんの仲やんか!」

  　電車で隣りあって座り、私がお辞じ儀ぎして頭を上げたところで、里り緒おさんは笑顔でばしばしと私の背中を叩たたいた。

  　海へと向かう電車。外は快晴。窓が開いていて爽さわやかな風が入ってくる。

  　里緒さんとは何年か前に仕事中に知り合った。言葉からもわかるとおり関西出身。初めて会ったときは大学生だったけど、今は大手メーカーのＯＬさん。私や先生やお姉ちゃんと違って、不老不死の人じゃない。世間一般の普通の人だ。

  　ときどきメールで近況を交換していて、今回、誘ったら快こころよくオーケーしてくれた。土日で泊まりがけ。お泊まりセットで荷物が少し重い。

  　実際に会うのは何年ぶりだろう。でも、里緒さんは不老不死でもないのに全然変わらない。

  　つんとした目と眉まゆ。淡く染まったロングヘアは、頭のてっぺんで団子に纏まとめている。Ｔシャツの上に薄いパープルのパーカーを羽織り、ボトムスはダメージデニム。ちらちらと生足の肌が見えている。

  「下は水着着てきたで」

  「ちょっ!　里緒さん、まだ海じゃないですよ!」

  　里緒さんがシャツをまくりあげようとしたので慌あわてて手で制した。ちなみにもう一度言うけど、ここは電車の中。満員ってほどじゃないけど他のお客さんも結構乗っている。

  「冗談やん」

  　いたずらっぽく笑う里緒さん。

  「ちなみにカナちゃんはどんな水着なん?」

  「だ、だからまだ海じゃないですって!」

  　里緒さんが私のお腹なかに手を伸ばそうとしたので、すかさずガード。危ないところだった。

  「ええ対応やなあ、カナちゃん。関東人にしとくんがもったいない反応速度やわ。ええツッコミになれる」

  「里緒さんはツッコミだと思ってたんですけど、実はボケだったんですか?」

  「うち?　うちは両方いけるで?」

  　多才で万能な里緒さんだった。

  「でも、前と同じでお元気そうですね、里緒さん!」

  「いやいや、前よりも元気やと思う。何かうち、海に行くん久々やからかな、わくわくしとんねん」

  「お誘いしてよかったです!」

  　見込んだとおり、海でテンションが上がるタイプの人だった。

  

  　そしてこれも見込んだとおり、いや、見込んでいた以上に、里緒さんは凄すごかった。海岸に到着して服を脱ぎ去った里緒さんは、何というか、その、全身が眩まぶしかった。

  　細くて長い手足。健康的な肌の色つやが、黒の水着でよりいっそう強調される。何かで絞しぼったようにウエストが括くびれてて、突き出た胸が際立つ。本当なら黒は痩やせて見える色のはずなんだけど、そんなのお構いなしだ。

  　柔らかそうな、重量感が二つ。

  　黒のビキニ最強。

  　というか、里緒さん最強。

  　服の上からでもわかることではあったけど、ここまで見せつけられると、うーん、目が釘くぎ付けになってしまう。上から下までまじまじと観察。

  「……出るとこ出てますねー」

  「カナちゃん、そんなじろじろ見んとってーや。恥ずいやん」

  「これはもう、人間凶器と呼んでいいですか?」

  「嫌なあだ名やな!」

  「いや、別にあだ名のつもりじゃなかったんですけど」

  「じゃあ何なん?」

  「称号です」

  「嫌な称号やな!」

  「罪名でもいいですけど」

  「うちは無実や!」

  「真犯人に限ってそう言うんですよ」

  「迷探偵カナちゃん!」

  「毎週月曜、夜七時放送です」

  「全国放送なん!?　ゴールデンなん!?」

  「犯人は毎回里緒さんです」

  「ありえへん!　深夜でええわその番組!　謎なぞ解きの楽しみがないわ!」

  「私は楽しいと思いますけど」

  「てか、犯人わかったんやったらその回で捕まえーや!」

  「え?　捕まえていいんですか?」

  「やっぱり嫌や!　そもそも無実の市民を捕まえんな!」

  「えー、そんなこと言わないでくださいよう」

  「お願いやから迫るん止やめて!　指をわきゃわきゃ動かすん止めて!」

  「チャンネルは、そのまま!」

  「うちは絶対見ーひんからな!」

  「やだなあ、もー。里緒さんは出演者じゃないですかぁ」

  「やめさしてもらうわ!」

  　手の甲で私の肩を軽く叩たたく。

  　いやあ、綺き麗れいに締めくくったなあ、里緒さん。

  　それにしても、里緒さんはやっぱりツッコミだ。そして私も、我われながらよくここまでボケられたものだ。相手が里緒さんでなければここまではできなかった。自分にちょっと感動した。

  　呆あきれた様子で「カナちゃんは油断ならんなあ」と言いながら、里緒さんはポーチから日焼け止めクリームを取り出した。チューブ容器を逆さにし、掌てのひらでクリームを受ける。腕に塗り込んで伸ばしていく途中で、私は「よかったら私、背中とか塗りましょうか?」と申し出た。

  　申し出たけど。

  　その声に被かぶさるようにして、

  「可愛かわいい子ちゃんたち、俺たちが日焼け止め塗ってあげようか?」

  　知らない男性二人組みが声をかけてきた。にやけた表情。髪を中途半端に脱色して、肌は日焼けしてる。だぼっとしたハーフパンツみたいな水着。世に言う「チャラ男お」の人たちだと思う。

  　正直に言って、こういうタイプの人は苦手だ。女の人に「可愛かわいい子ちゃん」って呼びかける時点でもうアウトだと思う。

  　私と里緒さんはチャラ男二人組みを見上げる。もちろん、日焼け止めを塗ってもらうつもりはない。そのことは二人組みも承知の上、声をかけるきっかけとして利用しただけだろう。

  「可愛い子ちゃんたち、今日は二人で来たの?」

  「二人やけどそれがどーかしたん?」

  　どうしたものかと迷っていると、里緒さんが気丈に応じた。相手にしないほうがいいと思うけど、ここは里緒さんにお任せしよう。

  「いやー、もし暇ひまだったら俺たちと一緒に遊ばねーかと思ったんだけど、何、可愛い子ちゃん、言葉からすると大阪から来たの?」

  「まー、出身は西のほうやねー。そっちは暇そうな感じからすると小学校から来たん?」

  　冷たい目でボケる里緒さん。チャラ男のお二人は一瞬呆あつ気けにとられたか、ツッコミのタイミングを逃のがしてしまった。

  「……はっ、はっはっは、面白いなあ、小学校って!　そうそう、俺たち永遠の少年!　小学校から来ました!」

  　こんなに可愛くない小学生はちょっとなあ。

  「うーん、イマイチやなあ。カナちゃんのほうがツッコミの才能あるわ」

  「何、さっきから見てたけど、もしかして二人って漫才師?」

  「ちゃうよー。うちらは素しろ人うとやで。ただし本場のやけど」

  　私まで本場の人にされてしまった。

  「あと、遊ぶんならそれなりの覚悟がいるで?　うちは人妻やし」

  「…………まじで?」

  　あ、チャラ男のお二人が里緒さんを見たままフリーズした。私は知ってたけど、お二人にとっては衝撃の事実だったらしい。

  「あと、こっちのカナちゃんの年齢聞いたら腰抜かすで?　こう見えて、付き合うたらたぶん犯罪の年齢差やと思うわ」

  　今度はこっちを見て固まった。

  　年齢を推おし量はかっているらしい。

  　私の身体の年齢は二十歳前後だと思うけど、実際の年齢はその数倍だ。確かに年齢差は大きいけど、そんなこと、見ただけじゃわからないと思う。推し量っても無駄だと思う。

  　たっぷり五秒ほどあんぐりと口を開けていたお二人は、我われに返って「お邪魔しましたー」とそそくさと退散して人混みに消えた。

  「おとといきやがれ、っちゅう話やね」

  　里緒さんはお二人が去った方向に舌を出した。

  「それにしても、最後だけはおもろかったな、あの二人!　たぶん、カナちゃんの年齢を逆方向に勘違いしたと思うで!」

  「逆方向と言いますと?」

  「せやから、高校生くらいやと思ったんやで」

  「えーっ?　まさかあ!」

  「いや、だってカナちゃんが六十歳とか七十歳とか言うても誰も信じへんやろ?　カナちゃんやったら高校生以下と勘違いさすほうが楽やし安全や」

  　さすがにうちは無理やけどな、と付け足す里緒さん。

  　確かに、そう勘違いすれば、法律とか条例があるから、まともな男の人なら手を出すのを避けるだろう。

  「里緒さん、強いですねー。私、ああいう場面ではどうしていいかわかんなくなっちゃうんですけど」

  「うちは慣れとんねん」

  　里緒さんは得意げに言って、日焼け止め塗りを再開した。手首から肘ひじ、肘から二の腕へとクリームを伸ばしていく。脇わきが無防備になったけど、信じられないくらい綺き麗れいだった。

  「カナちゃん、日焼け止め持ってへんの?　貸したろか?」

  「いえ、結構です」

  「日焼け止めせえへんの?」

  「あー、私、あれですから」

  　私が言葉を濁にごしていると、里緒さんはすぐに察した。ぽんと手を叩たたいて私を指さし、

  「そっか!　カナちゃん不老不死やから、そもそも日焼けせえへんのか!」

  「声が大きいですよ里緒さん」

  「あ、そやね……。トーン落とすわ」

  　もちろん、お客さんに説明するときは自分から不老不死だと明かしてるけど、こんなに人が大勢いるところで言いふらすようなことじゃない。周りから奇異の目で見られてしまう。幸い、今は誰も聞いてなかったみたいだけど。

  「でも、ええなー。色白キープええなー。羨うらやましいわー」

  「いいでしょー?　里緒さんもいかがです?　不老不死」

  「何かえらい気楽な感じで売り込まれたけど、結構覚悟がいる話やろ、それ?」

  「まあそうですね」

  「うちは金持ちちゃうから、払うんは寿命やんなあ。何歳まで生きて何歳で死ぬんか知らんけど、寿命減らしたせいで孫の顔が見れんくなったりしたら嫌やし」

  「……孫の顔って、やっぱり見たいものですか?」

  「そりゃもう」

  　里緒さんは普通に頷うなずいた。

  　普通だ。

  　不死になった私は、普通がちょっと羨うらやましい。

  　私は、孫の顔なんて見られない。

  　不老不死は、身体のあらゆる変化を拒む。

  　怪け我がも。

  　老化も。

  　病気も。

  　日焼けも。

  　そして、妊娠も。

  　そして何より、死も。

  　誰と抱き合ったとしても、子どもはできない。

  　誰を好きになったとしても、その人は老いて、やがて逝いくのに、私は取り残される。

  　誰かと一緒に年を重ねることができない。

  　里緒さんみたいに、恋をしたり、結婚したりできない。

  「ちょっと、羨ましい」

  　打ち寄せる波を見ながら、ぽつりと呟つぶやいた。

  「何が?」

  　里緒さんは日焼け止めを塗り終えていた。怪け訝げんそうな表情で私を見ている。きっと、里緒さんは私の事情を知らない。不老不死の裏にあるものを知らない。別に、知らせようとも思わない。

  　だから、私は茶ちや化かしてみる。

  「この里緒さんのセクシーなボディが羨ましいです!」

  「またそっち方面の話かい!」

  　里緒さんが今度は軽い肘ひじ打ちでツッコミしてきたので、私はスウェーしてかわす。ツッコミにも色々バリエーションがあるものだ。

  「てか、カナちゃんは自分の可愛かわいさ棚に上げすぎやろ。ありえへん。鏡見てきーや。どこかに飾れるレベルやで?」

  「またまたあ、里緒さんお上手なんだからあ」

  　と言いながらも悪い気はしないというか、くすぐったいというか、嬉うれしいなあ。

  　光こう沢たくのあるアクアマリンのビキニ。ひらひらした腰布つき。この日のために買ってきたおニューの水着だ。三時間くらいお店で悩んで選んだ甲か斐いがあった。

  「まあ、さっきの二人組みの気持ちもわかるわな。こんな可愛い子がおったら、そりゃ吸い寄せられるわ」

  「いや、あれは里緒さん目当てでしょー。吸い寄せるって意味では里緒さん圧倒的ですもん。吸引力の変わらないただ一つのボディですよ」

  「うちは掃除機ちゃうわ!」

  「そうでした、人間凶器でした」

  「それもちゃう!」

  「あ、凶器人間のほうがいいですか?」

  「よくない!　凶器と人間て、そんなありえへん言葉の組み合わせは卒業せえ!」

  「わかりました、つまり凶器凶器ですね?」

  「人間!　うち、人間!」

  「いえいえ、そんな謙けん遜そんしなくても。そんな攻撃力の高いボディを持ってるのに、凶器じゃないなんて主張は通りませんよ?」

  「断固通すっ!　そんな攻撃力ちゃうわ!」

  「ああっ、失礼しました!　低く見積もりすぎてました。兵器兵器でしたね」

  「パワーアップしとる!」

  「兵器兵器の本領発揮できないのはもどかしいでしょうけど、お願いですから侵略しないでくださいね」

  「前言撤てつ回かい!　うち、もう掃除機でええわ!」

  「おっ、世界一攻撃力の高い掃除機ですね?」

  「掃除機にそんなパラメーターはないわ!」

  「そうでした。吸引力でした。でも、吸引力って意味で言えば掃除機でもまだ物足りないですね。万ばん有ゆう引力くらいでいかがですか?」

  「地球か!　うちはそんな巨大ちゃうわ!」

  「またまたぁ、巨大じゃないですかぁ」

  「胸を指すんちゃう!」

  「里緒さん、顔が赤いですよ?　地球温暖化ですか?」

  「自分のせいやんか……」

  　ちなみに、里緒さんの言う「自分」は一人称じゃなくて二人称だ。

  「里緒さんは拗すねたような表情も可愛かわいいですね」

  「口説かれとる!?　うち、カナちゃんに口説かれとる!?」

  「何だ、ようやく気づきましたか」

  「あかんあかん、うっかりすると落ちそうや!」

  「万有引力だけにですね!」

  「結構うまい!」

  「でも兵器兵器は落としちゃだめですよ?」

  「平気平気!　うちは兵器ちゃうから!」

  「里緒さんもうまい……、と一瞬思ったけど、ぶっちゃけありがちで微妙?」

  「カナちゃんにだめ出しされた!　めっちゃショック!」

  「次週!　名探偵カナタの事件簿、兵器兵器・里緒さんリベンジの巻（前編）をお送りします!」

  「お送りせんでええ!　前後編にせんでええ!」

  「すみません、劇場版にするべきでした」

  「もうええわ!」

  　ぺしん、と私を叩たたいて漫才を締める里緒さん。さっきよりも力がこもっていた。

  「はっはっは、面白いなあ!」

  　と、背後から男の人の声が聞こえた。拍手までされている。さっきのチャラ男おさんたちが戻ってきたのかと思って、振り向いたらそこには、

  「カナタちゃん、そんなスキルもあったんだね。俺よりもよっぽど芸人じゃん」

  「……どうして冬彦さんがここにいるんですか?」

  　二人して出張中の追田事務所の一人、喜き嶋じま冬彦さんが水着姿でにやにや笑って立っていた。

  　私はとっさに胸の前で手を組むようにして、身体のラインを隠す。

  　里緒さんは「何なん?　カナちゃん、知り合いなん?」と、不思議そうに目を丸めて、私と冬彦さんを交互に見ている。
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  　冬彦さんから話を聞いたところ、追田事務所の出張先がまさにこの地域だったらしい。

  　この間、夏枝さんと話したときも、海や山がある田舎いなかに出かけると言っていたから、そういう可能性がないわけじゃなかったけど、それにしたってすごい偶然だ。

  「これも俺とカナタちゃんの運命だね!」

  「違うと思います」

  　片目を閉じて得意げな冬彦さんの言葉を、即答で打ち消しておいた。冬彦さんは構わず続ける。

  「俺さ、本当は出張なんて嫌だったんだよね。通かよおうと思えば通える距離なのに、事務所を何日も空あけちゃって、時間商人の店からも遠くなって、カナタちゃんの顔も見れなくなるし。でも、こうしてカナタちゃんに会えたから結果オーライ、俺はもう満足だね!」

  「それは、それは」

  　こちらとしては苦笑するしかありませんが。

  「何かカナちゃん、やりにくそうやな。うち、外したほうがええ?」

  「いえ!　里緒さんはここにいてくださいお願いします!」

  　腰を浮かしかけた里緒さんの手首を捕まえ、引っ張って座らせる。

  　レンタルしたビーチパラソルの下、ビニールシートに座る私たち。男女三人。冬彦さんに水着を見られるってだけで居心地悪いのに、二人きりになるなんてもってのほかだった。

  「カナタちゃんのお友だち?」

  「ああ、坂さか下した里緒て言います」

  　里緒さんが名乗る。初対面の冬彦さん相手だから丁てい寧ねい語だけど、関西のイントネーションは色濃く残っている。

  「えっと……、俺、こういうこと訊きいていいのかわからないんだけど、カナタちゃんの友だちってことは、里緒さんもカナタちゃんと同じで不老不死の人?」

  「え?　ちゃうちゃう!　普通普通!　普通に八十年くらいで看み取とられる予定の人!」

  「普通かー。トキタさんと契約もしてない?」

  「トキタさんて、カナちゃんの職場の人やんね?　時間商人?　会おうたことないわ」

  　里緒さんは時間商人の店に来たわけじゃないので、先生との面識はない。

  「そう言えばカナちゃんの人間関係てほとんど知らんもんなあ。えーっと……」

  「ああ、俺は喜嶋冬彦。呼ぶときは冬彦でいいよ。カナタちゃんの店と同じビルに、二か月くらい前に引っ越してきて、色々お世話になってる関係。不老不死じゃない普通の人間だよ」

  「別にお世話なんてしてませんけど」

  　私は呟つぶやくように指摘する。

  「つれないなあ、カナタちゃんは」

  　冬彦さんはへらへらと笑っている。

  「ところで冬彦さんはこんなところにいていいんですか?　お仕事はどうしたんですか?」

  「ああ、仕事ね。してるしてる。今はまあ、ちょっと休憩時間的な?」

  「夏枝さんはどこに?」

  「この海岸の海の家に用事があってね」

  「海の家?」

  　私はきょとんとして尋たずねる。

  「債務者の人がいるんですか?」

  「いや、今回は事情聴取だね」

  「ちょいちょい、カナちゃん」

  　里緒さんが不安そうに声を潜ひそめて、手で私を呼んだので、私は顔を近づけて聞く。

  「この人、何なん?　債務者とか、事情聴取とか。警察の人なん?」

  「ああ、冬彦さんたち、人を捜すのが仕事なんですよ」

  　前に先生が言っていた方ほう便べんをそのまま使わせてもらった。私は冬彦さんに向き直る。

  「事情聴取ってのは何なんですか?」

  「聞きたい?」

  　今度は冬彦さんが声を潜ひそめる。表情はどこか楽しげで、

  「怖い話は好き?」

  　私と里緒さんに、そう尋たずねた。

  「怖い話って……、怪談みたいなん?」

  「そう!　そんな感じ!」

  　冬彦さんは我が意を得たりといった感じで手を叩たたいて、里緒さんを指さす。

  　確かに怪談は夏の風物詩だったけど、

  「そういうのは、夜中に真っ暗な部屋の中で、蝋ろう燭そくを一本だけ立てて、それを囲むようにして話すものなんじゃないんですか?」

  　真っ昼間。パラソルの遙はるか上空からは、これでもかと言わんばかりの太陽光。周りのそこかしこで、海水浴を楽しむ人たちの歓声が上がる。

  「形式にこだわるねえ、カナタちゃんは」

  「いえ、別に構いませんけど。今、聞きますよ?」

  　私は前言を撤てつ回かいした。放っておくと冬彦さんが「じゃあ怪談にふさわしい夜中まで付き合ってよ」と言ってくるような予感がしたので、先回りして手を打ったのだ。

  「じゃあ言うよ。この地域ではね」

  　冬彦さんは、いびつな笑みを浮かべて、

  「神隠しが、流は行やってる」
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  　神隠し。

  　人が、忽こつ然ぜんと消えてしまう現象。

  　行方不明になって、そのまま帰ってこなくなるという話。

  　神隠しというだけあって、神様の仕し業わざと言われている。

  　神様が、人間をどこかに連れ去ってしまうという。

  　もちろん、迷信だと思う。

  　神様なんていないと思うし、いたとしても人間を連れ去ったりなんかしないと思う。

  　でも、とても有名な迷信だ。

  　私でも知ってるくらい有名なお話。

  　門限を守らないと神隠しに遭あっちゃうわよ、なんていうような戒いましめがあるくらいだし。

  「神様ちゃうくて、天てん狗ぐって話もあったんちゃうかったっけ」

  「そうだね、天てん狗ぐって話もあったね」

  　里緒さんの指摘に、冬彦さんは知的に頷うなずきながら応じる。何だか先生っぽい頷き方だなあ。また物もの真ま似ねしてるのかも。

  　そして、気づけば二人とも打ち解けるのが早い。お互い自然に敬語抜きになってる。

  「神隠しってことは、行方不明の人が出てるん?　この辺で?」

  「この半月で十人ほど。届け出があるだけでね」

  「あ、ありえへんやろ、それ……。半月で十人て、ほとんど毎日やんか」

  　里緒さんは呆あつ気けにとられた様子で、目と口を大きく開けた。

  「そう、ほとんど毎日。いなくなっているのは観光客が大半。海や山に遊びにきた人たちが、一人、また一人と姿を消している」

  　冬彦さんは、指折り数えて人数を強調する。

  「ある人は山歩きに出かけたきり、ある人は夜の海岸を散歩に出たきり、ある人はドライブに出かけたきり、そのまま帰ってこない」

  「で、でも、それは神隠しちゃうくて、単に事故に遭おうただけとか、道に迷っただけとかちゃうの?　いなくなってからまだ日が浅い人もいるんやろ?」

  　そう言いながらも、里緒さんの声は焦りからか上うわずっていた。

  「確かに、里緒さんの言うとおり、遭難って可能性もあるから、その線でも捜索はされてるよ。そういう偶然の事故が続いたってことがありえないわけじゃない。でもね、見た人がいるんだよ」

  　思わせぶりな冬彦さんに、里緒さんは「な、何を?」と先を促うながす。

  「その人は神隠しに遭あったわけじゃなく、普通にドライブして帰ってこれた人なんだけどね。夜中、恋人と二人でドライブしてたらしいんだ。山道を走ってたら、道路の隅に人影が見えたんだってさ。最初はただの通行人かと思ったら、違ったんだ、これが。人影の近くに、あったんだよねー……」

  「だ、だから何がっ!?」

  「儚はかなく光る人ひと魂だまがね」

  　冬彦さんは、微ほほ笑えみながら言った。

  「一瞬だったから、その人影が男か女かもわからなかったそうだけど、光る人魂が肩のあたりに浮いていたって話だ」

  「人魂なんて……、そんなん見間違いやろ、どーせ」

  　里緒さんは気丈に言い切った。

  「そう、俺も人魂はおそらく見間違いだろうなと思う。でも、行方不明者が出てるのは見間違いでも錯覚でもなく、事実だ」

  　冬彦さんの声が一段低くなって、真剣味を帯びたものになる。

  「そのカップルは無事だったけど、同じ日の夜、同じ場所をドライブしてた人が一人、行方不明になっている。そこにいた幽霊の仕し業わざだ、幽霊が異い界かいに引きずり込んでいるんだ、って噂うわさになってるんだよ」

  　一陣の風が吹く。

  　私たちを通りすぎて体温を奪っていく。

  　砂が流れてざわめくような音を立てた。

  「こわ……。うちらとかも危ないんちゃうの?」

  　身震いする里緒さんに、冬彦さんは表情を変えて優しく笑いかける。

  「いやまあ、そうは言っても何百人という観光客の中のごく一部だから、確率は低いよ」

  「そうかもしれんけど、怖いもんは怖いわあ」

  「すみません、真ま面じ目めな話をしてるところ恐縮なんですけど」

  　私は久々に会話に参加した。挙手したいところだったけど、それはできない。手が塞ふさがっている。

  「ん?　どうしたん、カナちゃん」

  「何かな、カナタちゃん」

  　見下ろすようにして私に目を向ける二人に、叫ぶようにして尋たずねる。

  「まだこの作業は終わらないんですか!?」

  　私の身体は砂に埋まっていた。というより、埋められていた。

  　二人は砂浜を掘って溝のようなくぼみを作り、私はそこに手足を伸ばした姿勢で、棺かん桶おけに埋葬されるように寝かされた。冬彦さんと里緒さんは、怪談の話をしながらせっせと私の上に砂をかけていた。

  　私がジャンケンに負けたので、その罰ゲームだった。

  「いやあ、もうちょっと、もうちょっとだよカナタちゃん」

  「今、仕上げしとる最中やねん。形を整えて、陰影をつけて、深みを持たせとんねん」

  「芸術作品ですか!?」

  　当然、埋められてる私の位置からは、身体の上の砂がどんな形になってるか見えないんだけど。

  「よっしゃ、巨大にしたろ♪　兵器兵器にしたろ♪」

  「そんなっ、露骨に胸に砂を盛らないでくださいっ!」

  「そうか。そしたら上やなくて下のほうを兵器兵器にしたろ」

  「なおさらダメですっ!」

  「わがままやなあ、カナちゃんは」

  「普通でいいんです。普通のなだらかな形でいいんです」

  「普通の兵器?」

  「違います!」

  「普通の万ばん有ゆう引力?」

  「違いますってばぁ!」

  「ええやんか、たまには。そんなにナイスバディーが嫌なん?」

  「それは……、嫌、じゃないんですけど」

  　正直、羨うらやましいと思うことも結構あるけど。

  「あんまり、わざとらしくてんこ盛りされるのは嫌じゃないですか。変な風に目立ちたくないんですよう」

  「どう思う、冬彦さん?　カナちゃんは目立ちたくないって言ゆうとるけど」

  「はい、里緒さん。俺はカナタちゃんは飾り立てなくても、初期能力で可愛かわいすぎてすでにがんがん目立ってると思います」

  「もっともなご意見、おおきに、冬彦さん」

  「ちょっと、里緒さんそこはツッコミ入れてください!　そんな歯の浮くような台詞せりふはやめてください!」

  「だって事実やし」

  「そうだよ、カナタちゃん、事実だよ」

  「このままでは、お二人に褒ほめ殺されてしまう!」

  「大丈夫やろ、カナちゃん、殺されはせーへんよ。自分、不老不死やし」

  「そういう意味ではなくてですねえ!」

  　ダメだこの里緒さん。ツッコミとしての役割を投げ出して、完全にボケに徹するつもりらしい。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいだ。

  「目立ちたくないってことは、顔は隠しといたほうがええんかな。なあ、冬彦さん?」

  「あ、俺、上に載のせる白い布を持ってこよう」

  「当然のように言わないでください!　縁起が悪い!」

  「それやったら、お面か何か……、って、お祭りの屋台やったらともかく、海の家には売ってへんか」

  「もし差し支えなければ、俺がカナタちゃんの顔に覆おおい被かぶさって、身体で隠すという手が」

  「差し支え大アリですっ!」

  「さっきから注文が多いわ、カナちゃん」

  「だから、別に私の顔を隠す必要はないんです。顔は普通ですから」

  「どーこがーやねーん!」

  「間違ったタイミングでツッコミに戻らないでください!」

  　しかも無表情の棒読みで、素しろ人うとの私から見てもひどいツッコミだった。トリッキーなボケとも言えるけど。

  「いや、あながち間違ってないと思うけど、俺は」

  　にやにやと笑っている冬彦さん。私は寝た姿勢から首を立てて、その表情を見る。

  　冬彦さんの背後に、誰かが立っていることに気づいた。

  　女の人だ。

  　里緒さんじゃないけど、似たようなシルエット。

  　腰に手を当てて、仁に王おう立ち。

  　陽ひの光がまるで後ご光こうのように射さす。

  「間違ってない、だって?」

  　その人は、声に凄すごみを持たせて、

  「お前は間違いだらけだけどな、冬彦」

  　冬彦さんの肘ひじを、握り潰つぶさんばかりに、握った。

  「あっ、ちょっと待っ……、あだだだだ!　痛い、痛いっす!」

  「トイレに行くと言ったきり、待っても待っても戻ってこねーと思ったら、やっぱりこんなことだったか」

  　肘をとった後、続けざまに手首と指先を掴つかんで捻ひねる。追田事務所代表、夏枝さんが、冬彦さんに関節技を極きめていた。
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  　砂から抜け出て、海で身体を洗い流して、パラソルに戻ってきてもまだ、夏枝さんの関節技は終わっていなかった。

  　体勢は変わって、冬彦さんはうつ伏せで、頭を砂浜に押しつけられている。その背中に夏枝さんはちょこんと腰掛けていて、ぱっと見では恋人同士でじゃれあってる図、もしくは背中に体重をかけてマッサージでもしている図に見えるかもしれない。だから、周りの人も特に夏枝さんたちに注目したりしない。

  　実際は、隠れたところで壮絶な痛みを伴う必殺攻撃が炸さく裂れつしてるんですけど。

  「約束したよなあ、冬彦?　仕事中はナンパしねーって」

  「いや、だってナツ姉、これ別にナンパじゃないし!　こんなところでカナタちゃんにばったり会ったんだよ!?　声をかけるのが普通じゃん!」

  「声をかけて挨あい拶さつするくらいまでは普通だが、何を遊んでるんだよ。仕事中は仕事しろと言ってるだろー、がっ!」

  「ぬぐぉああ!　あぁ、いたぁはぁい……」

  　情けない断だん末まつ魔まを上げる冬彦さん。もはや涙声になっている。無ぶ様ざまで見てられない。

  「な、夏枝さん、そろそろそのくらいにされては」

  「ん」

  　夏枝さんは、黒目を動かしてこっちを見た。睨にらまれているようでちょっと怖かったけど、

  「カナタさんは相変わらず優しいなあ」

  　腕を放して、立ち上がった。冬彦さんは足元で這はいつくばったままだ。

  　夏枝さんのファッションは、ノースリーブのワイシャツと、艶つやのある黒いキュロット。夏らしく丈たけの短いコーディネートだったけど、泳ぎにきたという様子ではなさそうだった。

  　それもそのはず、仕事中なんだ。

  「でも、冬彦さんは思いきり水着ですけど、どういうことですか?」

  「仕事がひと段落したら海で遊びたいって言ってたんだよ、冬彦。仕事中に水着ってのはどうかと思ったけど、海水浴場での情報収集だったから許可したんだが」

  　未いまだ足腰立たず、満足に喋しやべれない冬彦さんに代わって、夏枝さんが説明した。

  「情報収集っていうのは、神隠し事件について聞いて回ってるんですよね?」

  「ああ、カナタさん、冬彦から聞いたのか」

  　頭を掻かきながら「口が軽い奴やつだなあ」とぼやく夏枝さん。冬彦さんのほうに目をやる。冬彦さんはまだ崩壊したままで、このまま放っておいたら溶けてしまうんじゃないかと思うような姿勢だった。

  「ま、このくらいなら話してもいいか。神隠しなんて呼ばれてるけど、もちろん神様とか天てん狗ぐがいるわけじゃない。背後に犯人がいるはずだ。あたしたちはとある人から依頼を受けてね、神隠し事件の犯人をとっちめることにしたんだ」

  「そんな依頼も受けるんですね、夏枝さんたち」

  「でも、そんなん警察に任せといたらええんちゃうの?」

  「うん、まあそうなんだけどさ……」

  　突然里緒さんのツッコミを受けて、目を丸くする夏枝さん。夏枝さんからすれば里緒さんは面識のない人だからその気持ちはわかるけど、本調子の夏枝さんならきっと「あんた誰だ?」とつっけんどんに訊きくところだ。それをしないってことは、やっぱりまだ回復してないみたいだ。

  「行方不明になった人の中に、まあその筋の、ヤバい人がいたんだよね。わかるだろ?　面子メンツにこだわる人たちでさ。敵対勢力の仕し業わざかもしれない、警察なんかに任せられるかってんで、あたしたちが駆り出されたってわけ。ここ数日は聞き込みしっぱなしだよ」

  「なあ、カナちゃん、カナちゃん」

  　里緒さんが耳打ちする。

  「この人、何なん?　警察ちゃうってのはわかったけど、明らかにカタギの人ちゃうやんね?　暴力団の人なん?」

  「うーん……、当たらずも遠からずというか……」

  　暴力団の人よりも暴力的な人かもしれなかった。

  「まあ、いいじゃん、あたしのことはさ」

  　夏枝さんはそう言って話を打ち切った。

  「カナタさんたちは……、ああそっか、あたしを海水浴に誘ってくれてたもんな、今日だったんだ」

  「はい、そうなんです」

  「日帰り?」

  「いえ、一泊します」

  「おっ、いいねえ。レジャーだねえ。ちなみに宿はどこ?」

  「あ、近くの温泉宿ですよ。あの評判の」

  　宿の名前を言った。私と里緒さんはすでにチェックインして、大きな荷物は部屋に置いてある。

  「おいおい、本当かよ……」

  　夏枝さんは前髪をかきあげた。

  　何の前触れもなく、倒れていた冬彦さんがむくりと上半身を起こし、両拳こぶしを空に突き上げて「やったぁぁぁぁあ!!」と叫んだ。

  「やっぱりこれは運命だ!　運命なんだ!」

  「な、何なんですか!?　何なんですか!?」

  　狂きよう喜きする冬彦さんを見て尋たずねると、夏枝さんは答えた。

  「一緒の宿なんだよ、あたしたちとね」
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  　立て続けの偶然に、私は思わず目をぱちくりさせたけど、「なあなあ、せっかくカナちゃんがボール持ってきたんやし」と里緒さんに促うながされ、とりあえず浜辺でビーチバレーをして遊ぶことにした。ここでも里緒さんは凄すごかった。レシーブもスパイクも、胸の揺れも凄かった。やっぱりあれは兵器だ。二つあるので兵器兵器に間違いなかった。

  　オレンジ色に染まっていく海と砂浜。陽ひが傾いてきたところで、海水浴場を後にする人が増えた。私たちも疲れてきたので宿に戻ることにした。

  　海の家併へい設せつのシャワーを浴びて、更衣室で着替えを済ませたところに、ちょうど夏枝さんもやってきて私たちと合流した。今日の聞き込みは終わったらしい。宿までは歩ける距離だったけど、ご厚意で宿まで車に乗せていってもらえることになった。

  「ありえへん!　何なんこの車、めっちゃ高そうやん!」

  「私も、見るのは初めてですね、これ……」

  　典型的と言っては悪いかもしれないけど、真っ赤な外車だった。夕ゆう陽ひの中でもなお赤さを主張する、こゆーい赤のボディだった。ぴかぴかに磨かれて、存在感抜群。

  「儲もうかる仕事してはんねんな、この二人」

  「そ、そうですね……」

  　ひそひそ話をしながら後部座席に乗り込む私と里緒さん。夏枝さんは運転席に、冬彦さんは助手席に座る。

  　追田事務所のビジネスには、私たち時間商人の店も一枚噛かんでいる。わかってたことではあったけど、やっぱりその筋の世界では大金が動いている。

  　まあ、先生もお金をかなり貯ため込んでるから、どっちもどっちかもしれないけど、お金の使い方が違うなあ。先生はここまで派手なものは買わないと思う。

  　そんなゴージャスな車ですいすい走り、五分ほどで宿が見えてきた。駅と海水浴場のちょうど中間地点にあるので、とても便利。

  　よくよく考えると、夏枝さんたちと宿が同じなのは偶然でも運命でも何でもなかった。ここはこの辺で一番大きな、というか唯一かもしれない大人数収容の宿だった。宿を探したとき、他の選択肢はほとんどなかったから、地域が被かぶった時点で宿も一緒になってしまうのだ。

  　車の中では主に冬彦さんが楽しげに話していた。「いやあ、カナタちゃんと一緒に車に乗れるなんて嬉うれしいなあ!」とか言われて対応に困ったけど、そんなことよりも夏枝さんがほとんど無言だったのが悲しかった。

  

  「海に来ればテンションが上がるタイプの人だと思ったんですけどねえ」

  　宿の露ろ天てん風ぶ呂ろに浸つかって、私は天を仰ぎながら言った。完全に見込み違いだった。

  「何があったか知らんけど、なるようにしかならんのちゃうの?　カナちゃんが気に病やむことないって」

  「うーん……」

  　里緒さんの慰なぐさめというか励ましはもっともなんだけど、私の胸のつかえはおりない。

  　露天風呂には他にもお客さんが何人かいたけど、夏枝さんはいなかった。部屋に戻った後、他のことをしているのかな。もしかしたら、他の人に会いたくなくて、そもそも露天風呂を使う気はなく部屋のバスタブで済ませるつもりかもしれない。せっかく温泉宿なのにもったいないと思うけど、ありそうなことだった。

  「カナちゃんて、不思議な子やね」

  　遠くを見たままで里緒さんが唐とう突とつに言った。湯船の端に背をもたれさせ、手足を伸ばした楽な姿勢だ。日焼け止めを塗っていたけど、それでも少し焼けていた。

  「不思議な子、ですか?」

  「そ。不思議な子」

  「不老不死だからですか?」

  「いや、そういうわけちゃうくてね……」

  　里緒さんは困ったような様子で言う。私はちょっと心配になってきた。

  「どの辺が不思議なんですか?　話してて、もしかして何か違和感がありますか?」

  「違和感。うーん、違和感なあ……」

  　人差し指で口元を押さえ、物思いに耽ふけるように言葉を探している。色っぽい仕し草ぐさだなあ。

  「まだ考えあんま纏まとまってへんねんけど、カナちゃんって、色んな人にめっちゃ親身になってくれるやん?　今の夏枝さんて人にもそうやし、うちのときもそうやったし」

  「べ、別に、当たり前のことをしてるだけのつもりですけど……」

  　私は恐縮してしまう。

  「カナちゃんの当たり前は、世間で言うとこではめっちゃ親身やねん」

  　里緒さんは茶ちや化かすわけでもなく、真ま面じ目めな表情で、私を説得するようにそう言った。

  「今どきおらへんよ、カナちゃんみたいなええ子。みんな自分のことで精一杯やもん。家族でも恋仲でもない人のことやのに、ここまで真剣に思うてくれる人、珍しい。うちはカナちゃんのそういうところが好きやよ?」

  「て、照れますね、そう言われると……」

  　私はくすぐったくて、思わず目を逸そらして水面を見た。何だ何だ、私のほうが里緒さんに口説かれてるみたいじゃん。

  「例えるんなら、部活の後輩ってところかな、カナちゃんは。まるでうちが先輩になったみたいで、慕われてる感じがしてる」

  「ああ、そういうところはあるかもしれません」

  　昔からそうだ。里緒さんとか夏枝さんとか、かっこいい女の人に憧あこがれを感じる。きっと、私にないものを持ってるからなんだろう。

  「でもな?」

  　と、里緒さんは声のトーンを変えた。

  　納得いかんことがあんねん、とでも言いたそうに。

  「おかしいやん?　不老不死なんやろ?　見た目よりずっと長く生きとるんやろ?　それやったらカナちゃんは後輩ちゃうくて先輩になるはずやん?　なんで後輩なん?」

  「それは……」

  　理由を求められると、ちょっと困る。憧れるのに理由なんてない。自然と尊敬しちゃうんだもん。

  「他の不老不死の人に会おうたことないけど、どーなん、その辺?　みんなカナちゃんみたいなキャラ?」

  「いや、違いますね……」

  　先生も。

  　お姉ちゃんも。

  　時間盗賊のキザミも。

  　里緒さんの言う後輩キャラからはかけ離れている。

  　みんな、普通の人たちのことを見み下くだすような目で見てる気がする。

  　先生は、普通の人たちの心を見み透すかし、時には操あやつるように利用して利益を得る。

  　時間盗賊は、普通の人たちのことを雑ざ魚こキャラと呼んで、寿命を奪って回っている。人間の命に価値なんてないと嘯うそぶくようにして。

  　お姉ちゃんは、普通の人たちを時間盗賊みたいな存在から守るために働いている。つまらなさそうな表情からは、普通の人間は無力だから仕方なく守ってあげるというような、気けだるさを感じることもある。深読みしすぎかもしれないけど。

  「そう言われてみると、確かに不思議ですね、私って」

  「他にも不思議やと思うことがあってな?」

  　不意に手を湯から出して、里緒さんは私の目の前に人差し指を突きつける。

  「カナちゃん」

  「はい?」

  　呼ばれたので思わず返事をした。

  「やっぱり返事は『はい』やんね」

  「……はい」

  　里緒さんは手を戻した。ちゃぽんと湯に波を立てる。

  「それが不思議なことですか?」

  「不思議やと思う。カナちゃんの丁てい寧ねい語」

  　里緒さんの指摘。私はいつの間にか、無意識に姿勢を正していた。

  「これはさっきの後輩っぽいってっとこにも繋つながってくる話やと思うんやけど、カナちゃん、ずっと丁寧語やん?　うちは仲良しのつもりでおんねんけど、言葉のせいで何か微妙な距離を置かれてるような気がすんねんな。可愛かわいい後輩やけど、同級生にはできひんって感じ」

  「それは……」

  　言葉に詰まってしまった。

  　続けるべき言葉が見つからない。

  　里緒さんは飄ひよう々ひようとした口調で続ける。

  「すごい親身やのに、距離は近づかへん。これって不思議やろ?　カナちゃんがどんくらい自覚しとるかはわからんけど、カナちゃん自身、ある程度の距離を保つために丁寧語を使ってるんちゃう?　親しくなりすぎるんが怖いってことはない?」

  　膝ひざを抱える私。

  　里緒さんは、お見通しだった。

  　無意識だったけど、自分でも薄々わかっていたことかもしれない。

  　致命的な批判を受けてるような心境。

  　そうなんだ。

  　仲良しになったとしても、いずれ、先立たれてしまうから。

  　里緒さんが年を重ねて死んでいくのを、私は遠くで見ていることしかできないから。

  　取り残されるから。

  　それだから、丁てい寧ねい語で話すのかもしれない。

  「いや、カナちゃん、そんな怖い顔せんでもええやん!　別にうち、怒ってるわけちゃうし。ただ、不思議やなって思っとるだけ。親身やのに丁寧語で、丁寧語やのに年上なカナちゃんがな」

  　笑顔になって、里緒さんは言う。

  「ただ、そんなに気にせんといてーや。話し方なんて相手によって変えるもんやから、うちが不思議やと思うとんのは的外れかもしれへんし。うちやって会社の上司とか取引先の人とかと話すときは東京弁で敬語、丁寧語を使うわけやし。カナちゃんやって、タメ口で話す相手はおるやろーし」

  「そうですね……」

  　相あい槌づちを打ちながら、私は考える。

  　果たして私が敬語抜きで話せる相手って、どこにいるんだろう?

  　先生には敬語だし、お客さんにも敬語だし。

  　うーん。

  　お姉ちゃんと、あとはミケくらい?

  

  　──カナタさんだと何か、よそよそしい感じじゃん?

  

  　不意に、冬彦さんの言葉を思い出した。

  　さん付けを嫌って、ちゃん付けにした冬彦さん。

  　距離を狭せばめたいという意図。

  「カナちゃん、うちにタメ口で話してみてーや」

  「ええ!?」

  　里緒さんの言葉に、ぎょっとしてしまった。

  「お客さん相手に丁寧語使うってルールはもちろんあるんやろうけど、うちはお客さんちゃうし。友だちやん?　丁寧やないカナちゃんって、いっぺん見てみたいねん」

  「そ、そうですか……」

  「あ、そうですかちゃうくて、そうかでええよ」

  　あわわわ……。

  　里緒さん相手に、そうか、って。

  　もじもじしちゃうよ。

  「ちょっと心の準備がいる話ですね」

  「うわ、可愛かわいい、カナちゃん!　まるで告白する前のヒロインみたいやん!」

  「そ、そんな大層な役回りを与えないでください!」

  「くださいは余計やで、カナちゃん」

  「ああ、そっか……」

  　難しいなあ。

  　今まで長い間、これでやってきたもんなあ。

  　両頬ほほを軽く叩たたいて気合いを入れる。

  「おっ、カナちゃんの本気が見られるか」

  「ふぅー……」

  　息を整え、

  　背せ筋すじを伸ばし、

  　役作りをして、里緒さんのほうを向いた。

  「里緒ちゃん」

  「おお、カナちゃん。どした?」

  「こうして温泉で見てはっきりしたけど、やっぱり里緒ちゃんって兵器兵器だよねー!」

  「その話かい!　エロ親おや父じか!」

  「やだなあ、名探偵カナタだよ?　変なこと言わないでよー!」

  「字がちゃうけどな」

  「じゃあ証拠として押おう収しゆうしよう!」

  「ちょっ、触さわんな触んな!　てかこれが何の証拠やねん!」

  「だって兵器だもん」

  「説明になってへん!　てか取り外しできひんからな!」

  「え?　できないの?」

  「だから触るんちゃう!　そういうカナちゃんはどないやの?　取り外しできるん?」

  「いや、私はたいしたことないですから。里緒さんほどのものじゃないですから」

  「手で隠さんと見せてみーや。うわ、ホンマに日焼けしてへんし、綺き麗れいやなあ」

  「や、やめてくださいよう!　くすぐったいです!」

  「もう丁てい寧ねい語に戻っとるやんか」

  「のおぉうっ!」

  　一分も保もたなかった。頭を抱えて嘆いたら、その隙すきに里緒さんの手が胸元に伸びてきたので、慌あわてて防御。そのまま適当にじゃれて遊んで、楽しかったけど、後から思うと大事な話を中途半端に放置しちゃった気がした。
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  　温泉から上がった。本当ならこれから花火でもしようかと思っていたけど、冬彦さんから神隠し事件の話を聞いたので、夜中に外に出るのはちょっと危ないかもしれない。

  　どうしましょうかー、どないしよっかー、と里緒さんと歩きながら話していたところで、冬彦さんにばったり会った。

  「おお!　宿の中でもカナタちゃんに偶然会えるなんて、う、れ、しいな……」

  「台詞せりふの後半、嬉うれしくなさそうやん」

  「急にトーンダウンしたのはどうしてですか?」

  　私はちょっと心配になった。冬彦さんらしくない。

  　冬彦さんは暗い声で尋たずねる。

  「カナタちゃん、お風ふ呂ろ上がりなのにどうして浴ゆ衣かたじゃないんだい?」

  　私と里緒さんは顔を見合わせた。二人とも普段着を着ている。これから外出するかもしれないから、部屋着用の浴衣では困るかもしれないと思ったからだ。

  　そう説明している間も、冬彦さんはまるでこの世の終わりみたいな顔をしている。そんなにがっかりされても困るんですけど。

  「カナタちゃんを浴衣美人に認定しようと思ってたのに。ああ、いや、誤解のないように言っておくともちろん普段着のカナタちゃんも可愛かわいいんだけど、うーん、せっかくの宿なのに……。浴衣……、ゆかたあああ!」

  「大げさに悶もだえないでください!」

  「カナちゃんは人気やなあ」

  　里緒さんは他人事のようににやにや笑っている。実際、他人事だった。

  　私は話を逸そらせることにする。

  「ところで冬彦さん、夏枝さんはどうされたんです?」

  「ああ、ナツ姉ならもうすぐ降りてくるよ。これからドライブ」

  「ドライブ?」

  「見回りと言ってもいいけど」

  「お二人でですか?」

  「そうだけど」

  　冬彦さんは平然と言った。落ち込みからは立ち直ったらしい。回復が早い。

  「見回りって、神隠し事件のですよね?　まあ、それがお仕事ってのはわかるんですけど、危なくないんですか?　夏枝さんたちが神隠しされるってことも……」

  「その台詞せりふ、ナツ姉が聞いたら関節技しかけてくるよ。あたしはそんなに弱くねえ!　ってね」

  　夏枝さんの声こえ真ま似ねをする冬彦さん。よく似ていて驚いた。自分で得意と言うだけのことはあるなあ。

  「むしろ、ナツ姉は俺たち自身を餌えさにして犯人をおびき寄せようとしてるみたいだね。ここ一週間、毎晩車を走らせてる。今のところ空振り続きだけど」

  「すごい自信みたいですけど、犯人が大勢のグループだったりしたら、夏枝さんでも勝てないんじゃないですか?」

  　私は心配になって尋たずねた。

  「うん、俺もそれは少し気にしてるんだ、実は。そういう危険もあるっちゃある。ただ、ナツ姉は大勢相手でも結構勝率高いし、隠し球だまとして俺たちは身体に発信機を仕込んでてね。依頼人の親分には受信機を渡してあるから、俺たちが拉ら致ちられても居場所はわかるようになってる。だから、勝てなくても事件は解決できるってこと」

  「あんまりぺらぺら喋しやべってんじゃねーぜ、冬彦。どこで誰が聞いてるかわからんだろ。隠し球を説明したら隠し球じゃなくなるだろーが」

  　と、夏枝さんが現れた。装いも新たに、黒の長袖そでのジャケットとタイトパンツ。夜になって気温が下がったとはいえ、夏なのに長袖。威圧感重視のファッションみたいだ。

  「おっと、失言。カナちゃんに里緒さん、今俺が話したことは忘れてね」

  　無茶なことを言う冬彦さんだった。両手の中指と人差し指をチョキチョキさせている。カットしといてね、ということらしい。

  「さて」

  　夏枝さんが話を転じさせる。こちらに向いて愛あい想そ良く笑いかけた。

  「あたしたちはこれから車で出かけるけど、カナタさんたちはどうする?　何だったら乗せてってやろうか?」

  「ええっ!?」

  　私は思わず声を上げてしまった。

  「夏枝さん、今からその、見回りに出かけるんですよね?　犯人に出くわしたら危ないんじゃないんですか?」

  「いやー、まあ、犯人に会うのが仕事だからあたしとしちゃ望むとこなんだけど、ぶっちゃけ望み薄だよ。それにあれだろ?　花火に行くつもりだったんだろ?　あたしたちが送迎とボディガードを兼ねてあげようかと思ってさ」

  「本当ですか!　それは、ちょっと助かるかも……」

  　と言いながら私は横目で里緒さんの様子を窺うかがう。

  「なあなあ、それタダなん?」

  「おお、あったりまえだろー?　カナタさんとそのお友だちから金なんて取れるわけねーじゃん」

  　夏枝さんは、里緒さんに明るく応じた。

  「ほんまに!　ならお言葉に甘えようやカナちゃん」

  「そうですね!　花火、行きましょー!」

  　私は万ばん歳ざいして気持ちを盛り立ててみた。

  　盛り立ててみながらも、

  　ちょっと疑問に思ったことがあった。

  　夏枝さんは、さっき車内で押し黙っていたときと雰囲気がずいぶん違う。本調子の頃みたいにつっけんどんに話に入ってきて、冬彦さんを叱しかり飛ばして、私たちには明るく接する。

  　私たちが温泉に入っていた短い時間で、何かあったのかな。

  　気になりながらもそれは指摘せずに、花火の準備をして車に乗り込んだ。

  

  　浜辺に着いて早々、ネズミ花火とかロケット花火みたいな派手なやつは最初に豪勢に打ちまくってしまい、後半戦は線香花火モードになった。

  　ちなみに、最初に派手系なのを消費しまくったのはもちろん里緒さんの提案。「まるでハリセンズのツッコミ打線爆発やー!」と喜んでいた。今シーズン調子がいいらしい。

  　それをきっかけにしてか、スポーツの話題で夏枝さんと里緒さんが意気投合し始めた。私も野球の話は少しはわかるつもりだけど、コアな話題になるとついていけなくなってしまった。

  　そんな経緯で、いつの間にか里緒さん夏枝さんペア、冬彦さん私ペアに別れて、位置も少し離れてしまった。冬彦さんがチャラい口説き文句を言い始めないように場をつながなきゃ。そう思って、夏枝さんの様子が明るくなったことについて訊きいてみたら、

  「ああ、やっぱり気がついてたんだ、カナタちゃん」

  　隣に座る冬彦さんは、手元の線香花火を見ながら言った。オレンジの細い光が小さな音を立てながら、散って散って輝く。

  「やっぱりって、どういうことですか?」

  「いやつまりさ、俺、さっきナツ姉に話したんだ。テンション低いのはそろそろ終わりにしといたほうがいいって」

  　冬彦さんは顔をわずかに上げて、遠目に夏枝さんの姿を窺うかがう。夏枝さんはこちらを気にする様子もなく、里緒さんと談笑し続けている。

  「俺が説得したら、ナツ姉にしては素直に納得してさ。カナタちゃんもいるわけだし。気を遣つかわせちゃったら悪いじゃん?　つーか、俺も心配してたし」

  　そっか。

  　夏枝さんと一緒に過ごす時間が一番長いのは、何だかんだ言って冬彦さんだもんね。

  　冬彦さん自身はそんな素そ振ぶりを見せないけど、きっと私よりも深く夏枝さんのことを思っていたはずだ。

  「たかが一回負けたくらいで落ち込むなってんだよね。そんなことで沈まれちゃったら、毎度毎度ナツ姉に敵かなわない俺なんかどうすりゃいーのよ、って話」

  　冬彦さんが笑ったので、私もつられて頬ほおが緩ゆるむ。

  「いいコンビみたいですね、夏枝さんと冬彦さん」

  「はははー、まあ、何だかんだ言って俺はナツ姉が好きだからね」

  「……付き合っちゃえばいいじゃないですか」

  　思いきって言ってみた。

  　私なんか追いかけ回さなくても、すぐ近くに夏枝さんがいるんだから。

  　一緒に生きて、一緒に年をとれるじゃない。

  「いやあ、カナタちゃんそうくるかー。でも、わかるでしょ?　ナツ姉は俺のこと眼中にないって」

  「そうかなあ……」

  　そっと目を上げる。相変わらず、夏枝さんは里緒さんとの会話に夢中だ。生き生きとしている。冬彦さんは確認して頷うなずく。

  「ん。やっぱり眼中にない」

  「でも、それを言ったら私も冬彦さんが眼中ってわけじゃないんですけど」

  「ショック!」

  　冬彦さんが天を仰ぐ。

  「なんでさ、カナタちゃん。俺はそんなにダメかな」

  「はい、結構ダメですよ。軽い人は好きじゃないんです」

  　私は、あまり深刻にならないように表情は柔らかく、それでも誤解の余地のないようにきっぱりと言っておいた。

  「それに真ま面じ目めな話、不老不死じゃない人とは付き合えないですよ、私。あっと言う間に先立たれちゃいますもん」

  　線香花火が、最後の音を立てて消えた。

  　火の粉こと灰が、落ちた。

  　さっきの里緒さんとの話の中でも、改めて確認した事実。

  　これを持ち出しておけば、冬彦さんも諦あきらめざるを得ない。

  　そう、思っていたけど。

  　冬彦さんは、真面目な顔で黙っている。

  　黙って、花火から目を離して、こっちを見た。

  「な、何ですか?」

  「カナタちゃんは、寂しくないの?」

  　端的な質問。

  　素朴な質問。

  　それは、寂しいと思うことはあるけど。

  　でも、寂しいと言ったからって、寂しさが紛れるわけじゃないし。

  「カナタは、寂しくないの?」

  　私が答えないでいると、冬彦さんがまた訊きいた。

  　今度は、先生の声こえ真ま似ねをして、呼び捨てで。

  　本物の先生は、そんなこと絶対に訊かない。

  　でも、先生に訊いてほしいかもしれない質問だった。

  　いつも、心配なんてしてくれないから。

  　いつも、素そっ気けないから。

  　それに、

  「寂しいと思うこともありますけど……、私の気持ちは、どうせ冬彦さんにはわからないですよ」

  　この気持ちは、同じ不老不死の人にしかわからないと思うから。

  　先生しか、わかってくれないと思うから。

  　いや、性格があんなだからわかってくれないかもしれないけど、それでも。

  　先生に、わかってほしいと思うから。

  　先生にこそ、知っていてほしいから。

  「不老不死じゃない人に言っても、どうせわからないですよ」

  　冬彦さんの手元の花火も、消えた。

  　微かすかな風に吹き消されたように、消えて、細い煙を上げる。

  　それを気にする様子もなく、冬彦さんは私を見たままで、

  「決めつけるなよ」

  　と、いつになく険しい表情で言う。

  「そりゃ、自分のことじゃないから百パーセントわかるわけはないけど、でも、決めつけるなよ、カナタちゃん。わかってもらおうとする前に、諦あきらめるなよ」

  　まるで、叱しかるような剣けん幕まく。

  　本気で教え諭さとすような口調。

  「あと、お願いだから『どうせ』なんて言うなよ。ナツ姉の受け売りだけど、『どうせ』ってのは投げ出してる人間の言葉、責任逃のがれの言葉なんだ」

  「冬彦、あたしのこと呼んだかー?」

  　夏枝さんが冬彦さんの言葉に機敏に反応して、遠くから話に入ってきた。冬彦さんは笑顔を返す。

  「いやー、別に何でもないよー」

  「さては冬彦、カナタさんに何かちょっかい出してないだろうな」

  「いや、違っ、今回は違う!」

  「違うなら慌あわてなくてもいいじゃねーのか?」

  　訝いぶかしげな表情。夏枝さんが立ち上がって、こちらにゆっくり歩き出す。冬彦さんは、座ったままで後ずさり。その様子がおかしくて私はほくそ笑んだけど、でも。

  　冬彦さんの言葉は、ちょっと真剣に受け止めたほうがいいかもしれない。そう思った。

  　諦あきらめちゃいけない。

  　それは、そのとおりかもしれなかった。

  　夏枝さんと冬彦さんは「逃げんじゃねーよ」「いや、ナツ姉、追う理由もないでしょ!」と言いながらじりじりと移動して、つかず離れずの様よう相そう。きっといずれ夏枝さんが痺しびれを切らして走り出して冬彦さんに追いつくのだろう。

  　という予想とは裏腹に。

  　夏枝さんは、不意に立ち止まった。冬彦さんを追うのをやめて、明後日あさつてのほうを向く。どこか遠くを見ているようだ。私は座ったまま、夏枝さんの唐とう突とつな行動を見上げている。

  「……どうかしましたか、夏枝さん?」

  「聞こえたか?」

  　私の質問には答えず、顔も背そむけたままでただ尋たずねる夏枝さん。その声はさっきまでの雑談のときとはまるで違う。緊張感をたぎらせた険しい声。

  　何か、ただならぬことが起こっているらしい。

  「急に何だよナツ姉、いったい何が……」

  「黙ってろ」

  　人差し指を立てて冬彦さんの言葉を制し、夏枝さんが集中し続ける。何かを聞き逃のがさないように、感覚を研とぎ澄ましている。

  　私も注意して聞いてみる。耳の後ろに手をやって、じっと待つ。

  　遠くから、本当に微かすかな声だった。

  　動物の鳴き声か。

  　金属が擦こすれあった金かな切きり音か。

  　あるいは──、女の人の悲鳴か。

  　微かすぎて、気のせいかもしれないと不安になったけど。

  「方向は」

  　そう言って夏枝さんは腰をわずかに落とした。気のせいじゃなかった。夏枝さんにも聞こえていたようで、

  「こっちだ!」

  　次の瞬間、テレポートでもしたように姿を消していた。

  　実際は、夏枝さんは猛然と駆けだしていたのだった。長い髪を靡なびかせて、大股またの全力疾走。

  「何なんカナちゃん、あの夏枝さん、どこ走ってったん?」

  　戸と惑まどう里緒さんに、私も走りながら答える。

  「きっと現行犯ですよ、神隠し事件の!」

  　もちろん、根拠なんてなかった。

  　女の人の悲鳴が聞こえたってだけで、それが事件とは限らない。単にまったく関係ない交通事故が起きただけとか、それどころか仲間内でふざけてはしゃいでいる中で声を上げただけかもしれない。

  　でも、何となく働く直感があった。

  　きっと、これは神隠し事件だ。

  　夏枝さんも同じように感じ取ったからこそ、凄すごい形ぎよう相そうでまっしぐらに走っていったんだ。

  　砂浜から離れて、道路脇わきを駆けていく。車も歩行者も見当たらない静かな夜。私と夏枝さんの足音だけが響く。遅れて里緒さんと冬彦さんも追ってくるけど、距離がずいぶん離れてしまった。

  　私は正確な方角を判断できなかったから、夏枝さんの背中を頼りにする。全力で走っているのに、なかなか追いつけない。私は普段ミケを追っかけまわしてて、足はかなり速いほうだと思うけど、さすがは夏枝さん。人捜しが仕事と言うだけあって、鍛きたえてる。

  　そう、鍛えてる。

  　普段どおり仕事をして、普段どおりトレーニングしてると言っていた。

  　夏枝さんは、もともと強い。

  　その上、強さに胡あ坐ぐらをかくことなく、磨き続けている。

  　それでも。

  　それでも勝てないことがある。

  　勝てなかった存在がいる。

  　人ひと気けのない、古い街灯がぽつんと灯ともるだけの空あき地。立ち止まった夏枝さん。追いついた私は、夏枝さんの背中越しにその存在を見る。

  　小柄な人影。

  　その足下に、倒れている女性。意識を失っているのか、あるいは死んでいるのか、動かない。

  　人影の肩口に、儚はかなく光る人ひと魂だま。

  　白く輝いて揺れる。

  　冬彦さんの言う、人を異い界かいに引きずり込む幽霊。

  　もちろん、人ひと魂だまは錯覚。

  　人影が口に咥くわえた刃物が、街灯の光を反射しているだけだった。

  　幽霊なんかじゃない。

  　神隠し事件の犯人。

  「おっ、見覚えのあるおねーさんだな。俺様に何か用?」

  　犠牲者を埋めるためか、スコップで穴を掘る作業をしていた犯人は、手を止めて顔を上げた。

  　時間盗賊、キザミだった。
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   第四話

  

  　言っとくけど、俺は足が速いほうじゃない。

  　運動神経はもともと平均的。この仕事を始めてから肉体労働はナツ姉に任せきりで、普段から鍛きたえる習慣もない。

  　だから、ナツ姉とカナタちゃんが全力疾走なんてしたら、追いつけるわけがない。ナツ姉は言うに及ばず、カナタちゃんも俊しゆん足そくだ。この間の話では疲れない体質と言っていたから、長距離ならナツ姉よりも速いかもしれない。

  「カナちゃんはああ言っとったけど、ほんまに事件なんかな?」

  　走りながら里り緒おさんが言う。ついつい揺れる胸元に目がいってしまうけど、そんな場合じゃない。心配そうな声こわ色いろ。

  「警察とかに電話しといたほうがええんちゃう?」

  「いや、実際に見てからでいいと思うよ。ナツ姉の空そら耳みみって線もあるし、空耳じゃなかったとしても、たいしたことじゃない可能性もあるし」

  　それに、たいしたことのある事件だって、神隠し事件だって、ナツ姉が一人いれば充分だ。鬼だから一匹と言うべきかもしれないけど。警官五、六人より、ナツ姉一匹のほうが強い。

  　だから俺が追いかける必要なんて、そもそもないのかもしれない。追いついたって、俺ができることなんてないかもれない。

  　でも、この間のことを思い出す。

  　時間商人の店で、ナツ姉は完かん膚ぷなきまでの敗北を喫きつしている。

  　ナツ姉だって、負けることはある。

  　そもそも、今のナツ姉は決して本調子じゃない。

  　万一に備えて、俺が控えているべきだ。

  「あかんわ、別れ道や」

  　Ｔ字路にぶつかった。人ひと気けのない、草っぱらに囲まれてる道。草の背せ丈たけは低いので障害物はないけど、いかんせん暗くて見通しが悪い。街灯の間隔がかなり長く、申し訳程度の数しか点ついていない。

  　ナツ姉やカナタちゃんの姿が見えないので、俺たちはここで立ち尽くす。

  「二ふた手てに分かれてみよか」

  　里緒さんが両手で道を指さして提案したけど、

  「いや、それは危ないと思う。本当に相手が危険人物だったら、ナツ姉じゃあるまいし、一人で身を守りきれるとは限らないでしょ?」

  「……そやね」

  　俺が却きやつ下かすると、里緒さんは神妙に頷うなずく。俺も自分の言葉で危機感が高まり、周囲への感覚が鋭くなる。

  　その甲か斐いあってというわけじゃないだろうけど。

  「てめえっ!」

  　遠くからナツ姉の悪あく態たいが聞こえてきた。方角がわかったので俺と里緒さんは頷うなずきあい、早足で向かう。

  　たどり着いたのは空あき地だった。かなり年ねん季きの入った街灯が一つあるだけの、寂さびれた場所。足下はまばらな砂じや利りと不ふ揃ぞろいな雑草。

  　そこにはすでに四人の人物がいた。

  　ナツ姉は両腕を構え、足を軽く開いた姿勢で臨戦モード。俺たちに背を向け、敵と対たい峙じしている。

  　その背中越しに見える、敵というのがよりによって、見覚えのある、いや、それどころか忘れられない仇かたき。時間盗賊のキザミだった。

  　少年のような矮わい躯くといたずらっぽい笑み。手に携たずさえた小さな刃物を弄もてあそぶようにくるくる回す。

  　またコイツか。この神隠し事件、キザミが噛かんでたってことか。いや、事情はわからないが、この光景から察するにキザミ自身が犯人という線が強い。

  　そして、残りの二人。

  　折り重なるようにして倒れている女性が二人。

  　一人は見知らぬ人。おそらく観光客。かわいそうな犠牲者。生きているのか死んでいるのかわからないけど、動かない。

  　そして、もう一人は見知った人。

  　カナタちゃんも、同じように倒れていた。

  　手足をだらりと伸ばし、仰あお向むけで。

  　緩ゆるいパーマがかかった髪が表情を隠す。

  　生きているのか、

  　死んでいるのか、

  　わからない。

  　いや、嘘うそだよね?　死ぬわけないよね?

  　カナタちゃん、不老不死なんだから、殺されても死なないよね?

  　何、寝てるんだよ。

  「来ちまったか、冬ふゆ彦ひこ。それに里緒さんも」

  　ナツ姉はキザミを睨にらみつけたままで言う。警戒で目を離せないようで、こっちを見ない。俺たちは何も言ってないけど、背中で気配を感じ取ったらしい。

  「ぎゃはは!　次から次へと何人来るんだよお前ら。連戦イベントにもほどがあるっつーの!」

  　対するキザミは警戒感が薄い。回していた刃物を止めたが、まだ軽く持つだけで構えない。

  　ナイフの切れ味が怖いわけじゃない。

  　怖いのは、時間盗賊の能力。

  「あのナイフに触れるんじゃねーぞ、冬彦」

  　ナツ姉が警告する。

  「この間、トキタさんのところで説明は聞いたよな?　あいつ自身が言ってたとおり、あのナイフにかすりでもしたら、寿命を奪われちまうんだそうだ。そういう力を持ったナイフらしい」

  　時間盗賊は人間の寿命を強奪する。

  　あのナイフは人を殺すための武器ではなく、寿命を奪うための武器。

  　そんな。

  　バカな。

  　もしかして。

  「あの、ナツ姉、まさかカナタちゃんは、寿命を奪われて……?」

  「気絶してるだけだよ」

  　俺の問いに答えたのは、ナツ姉ではなくキザミだった。

  「ああ、もちろん、この助手に限っての話ね。もう一人の名も知らぬ雑ざ魚こキャラのほうはもう死んでるよ。だが、普通の人間と違うからなー、この助手はさ。さすがに俺様も、不老不死の存在からは寿命を奪えねーんだわ。ゲームで言うところの無敵状態ってやつ?」

  　平へい坦たんな調子で話しながら、キザミはカナタちゃんに近づいて屈かがみこんだ。容よう態だいをじっくりと確認している。

  「ん。確かに気絶してる。狸たぬき寝入りじゃねーな。いかに不老不死だろうと、脳が揺れれば昏こん倒とうすることもある。頭を打てば意識を失うこともある。肉体へのダメージはすぐ治っちまうけど、感覚器官への攻撃は効くんだな、うん」

  　得意げに解説するキザミ。素しろ人うとの俺から見ると隙すきだらけに見える。実際、ナツ姉はこれを好機と見たか、一瞬、足を踏み出しかけたけど、キザミは反応してナイフを構える。

  　その素早さに、俺たちは否いや応おうなく知る。

  　飄ひよう々ひようとしているように見せて、キザミに隙なんてない。

  「年ねん季きが違うんだよ、おねーさん。ゲームで言うところの経験値の差ってやつだよ」

  　キザミは立ち上がる。左肩にカナタちゃんの体を担いでいる。キザミは小柄で、もしかするとカナタちゃんより体重が軽いかもしれないくらいなのに、それを感じさせないように軽々と持ち上げた。カナタちゃんの長い手足がだらりと垂たれる。

  「おねーさん、まだ二十とか三十とかそんくらいでしょ?　それなりに鍛きたえてるみたいだけど、俺様から見りゃレベル二十の雑魚キャラだよ。こっちは何世紀って単位で生きてんだ。何千、何万って単位でこの程度の修しゆ羅ら場ばをこなしてる、レベル百とか二百とかの主人公様だぜ?」

  「……長生きしてるわりに、例え話に使うのはゲームなんだね。あまり教養が感じられないな」

  　俺は口をはさんで挑発してみた。これで少しでも隙すきができれば、ナツ姉がカナタちゃんを奪だつ還かんできるかもしれない。そう考えてのことだったけど、

  「いいじゃん別に。ゲームってお前が思ってる以上に示し唆さに富んでるぜ?　特にＲＰＧってジャンルはいいね。レベルが低いとボスキャラを倒せない。強くなるには経験値を稼がなきゃいけない。強くなればボスキャラを倒せるようになる。おねーさんも同じだよ。今は無理だろうけど、もう二百年も鍛きたえれば俺様に勝てるかもね」

  　キザミの講釈が始まってしまった。

  「あとさあ、このＤＳっつーの?　携帯ゲーム機を見てると思うよね。プレイするには充電が必要。人間が食事を必要とするのと同じだよね。俺様の場合は、それが寿命だったってことだ」

  　あまりにも気楽で暢のん気きな口調。

  　こいつにとって、人を殺すのはゲームの充電と同じことらしい。

  　人の命の重みなんて、こいつの前ではないに等しい。

  「俺様は、この助手を人質として預かる。あのトキタにそう伝えといてくれねーかな。詳しい交換条件とかは、また改めて連絡するけどさ。あ、警察には言ってもいいけど、時間取締官には言わないように。言った瞬間交渉決裂、この助手は殺す……ことはできないんだった。まあ、死んだほうがマシってくらいの、かなりひどい目に遭あってもらうことになる」

  「誘拐……か」

  　ナツ姉が確認するように言う。キザミは余裕たっぷりに返す。

  「そーゆーこと。よろしく伝えといてよ」

  「カナタさんを抱えたまま、あたしから逃げきれると思うのか?」

  「おっ?　つーことは何、おねーさん、普通の人間のくせに俺様を阻そ止しできると思ってるわけ?」

  　キザミは空あいた右手でナイフを回転させ、握りなおす。挑発するような嫌な笑顔。

  「解説は理解したよね?　俺様はあんたの皮ひ膚ふにこの刃をかすらせるだけで勝てちゃうんですけど?　防御なんざ無意味なんですけど?　左手が塞ふさがってるくらい、ハンデにもならねーんですけど?　つーか、あんたが追っかけてきたら、この助手を置いて普通に戦ってあんたを殺せばいいわけだし?　逆転の目なんてねーよ、分ぶをわきまえとけよ、雑ざ魚こキャラが」

  「貴様……!」

  「ナツ姉」

  　沸ふつ騰とうしかけたナツ姉に、俺は呼びかける。

  「悔しいけど、あいつの言うとおりだと思う。下へ手たすると俺たちは全滅だ」

  「冬彦、お前、カナタさんを見捨てろっていうのか!?」

  　ものすごい剣けん幕まくで振り返って俺を見るナツ姉。キザミの前に初めて見せた大きな隙だったけど、キザミはそこに付け込んで攻めてくるようなことはしなかった。

  「じゃ、またな」

  　言うが早いか、キザミはその場から姿を消した。隙すきに付け込んで攻めるのではなく、逃げ出したのだ。

  　駆けだしたその脚は、まるで空中を散歩するように、一歩一歩の滞空時間が異様に長く、飛距離がある。大人を一人担いでいるとは思えない速度。普通の人間はおろか、ナツ姉だって追いつけるかどうか。追いついたとしても、体力の消耗がある。疲労でまともに戦えるわけがない。カナタさんは走っても疲れないと言っていたから、キザミも似たようなものだろう。一般人には不利すぎる。

  　俺は、立ち尽くして見送る。

  　ナツ姉も、何もできない。

  　俺たちよりも事情に疎うとい里緒さんは、呆ほうけたようにへたり込んでいた。

  　追おい田た事務所の出張の成果。

  　神隠し事件の犯人は特定できた。

  　しかし、犯人は逃がした。

  　とてもじゃないが捕まえられそうにない。

  　そして、カナタちゃんが犯人に誘拐された。

  　何もできなかった。

  　俺たちは、途方もなく無力だった。
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  　その場には、俺とナツ姉と里緒さんと、そして見知らぬ女性の遺体が残された。

  　キザミの刃やいばで寿命を奪われた、女性。

  　この二週間、キザミは目に付いた人の寿命を奪っては、死体を隠していたのだろう。神隠し事件は、その実、連続通り魔だった。間違いなく、行方不明者は全員死亡している。

  　遺体をこのままにしておくわけにもいかないので、警察を呼ぶべきだろうということになったが、俺たちは職業が職業だけに警察との折せつ衝しようはちょっと困るわけで、匿とく名めいで通報し、パトカーが着く前に現場を去ることにした。本当なら事情聴取やら現場検証やらに協力しないといけないと思うけど、こっちに都合が悪いし、何より警察に協力したからといってキザミを捕まえられるわけじゃない。

  　カナタちゃんを取り戻せるわけじゃない。

  　俺たちは、トキタさんのところに行かないといけない。

  　すぐに宿に戻り、急用ができたと言ってチェックアウト。キャンセル料を払って宿を出た。

  　里緒さんも同じ手続きをして、荷物をまとめて出てくる。

  　表情は、暗い。

  　カナタちゃんとの付き合いが俺たちよりも長い里緒さん。俺がカナタちゃんを心配する気持ちは決して小さくないけど、里緒さんはきっとそれ以上だ。

  　運転はナツ姉。後部座席に俺と里緒さんが座る。

  「あかんわ、うち……」

  　里緒さんが泣きそうな声を漏もらす。膝ひざの上に置いた手で、ズボンが皺しわになるくらい強く握る。

  「カナちゃんのピンチに、何もできひんかった」

  　恩返しできんかった、と小さく消え入るような声。

  　甲か斐い甲が斐いしいカナタちゃんのことだ、里緒さんのことを手助けしたことがあったのだろう。そのお返しができなかったことを、里緒さんは気に病やんでいる。

  「そりゃ、相手が悪いよ。どうしようもない」

  　俺は慰なぐさめることにする。根拠のない慰めではなく、事実だ。

  　里緒さんに時間の民の種類について説明する。俺も詳しいわけじゃないけど、時間商人は人間との契約に基づいて寿命のやりとりをして、時間盗賊は有う無むを言わさず人間から寿命を奪い取る。カナタちゃんは前者、キザミは後者の側の存在だ。

  「俺たちが飛びかかったところで、寿命を奪われて殺されてたよ。三人がかりなら捕まえられたかもしれないけど、一人は確実に死ぬ。カナタちゃんが助かったとしても、後でそれを知ったら、きっと悲しむ。だから、何もしないでキザミを逃がすのが正解だった」

  「冷静やね……」

  「冷静じゃないよ、俺だって」

  　思わず、唇くちびるを噛かんだ。

  「正直、ここまで憤いきどおってる俺は珍しいよ。罪もないカナタちゃんを理り不ふ尽じんに連れ去られて、平気なわけがない」

  「それにしては、あの犯人を見み逃のがす判断したんも自分やん」

  　里緒さんの問いはもっともだ。

  　冷静じゃないと言いつつ、判断は結果的に冷静なものになった。

  　その理由を考えたとき、思い当たった。

  「俺はね、里緒さん。冷静じゃなくて、臆おく病びようなんだ」

  　馬ば鹿かみたいな俺の告白に、里緒さんが顔を上げる。ナツ姉は運転で前を見たままだけど、わずかな反応があった。聞き耳を立てられているのは承知で、俺は吐と露ろする。

  「キザミを前にして。不老不死の存在を前にして。俺は怖かったんだよ。対たい峙じして対立するのが怖かったんだよ。本当のことを言うと、トキタさんのそばに事務所を構えるのだって、不安だった。何十年とか何百年とか、変わらずに生きてる存在を向こうに回してビジネスをするなんて、無謀だ。見み透すかされて、掌てのひらの上で遊ばれるに違いない。そう思ってた」

  　ナツ姉も、里緒さんも、何も言わない。

  　無言で続きを待っている。

  　俺は、あの日のことを思い出す。

  　追田事務所が、引っ越した日。

  　時間商人の店と同じビルに入居した日。

  　あのビルに事務所を構えることを決めたのは、ナツ姉だ。どこからか連絡先を入手し、トキタさんと電話で話して交渉し、債務者の寿命を借金返済に充あてるビジネスを成立させた。いつだって、先頭に立って歩くのはナツ姉なんだ。

  　実際に挨あい拶さつに出向いたときも、ナツ姉が前を歩いた。ナツ姉が先に階段をくだり、ナツ姉がドアノブを回した。俺はその背中に隠れるようにしてついていった。まだ見ぬトキタさんと助手さんの外見を予想する勝負をして、軽口を叩たたきあいながらではあったけど、それでも本心では緊張していた。

  　ドアが開いて、その緊張は瞬時に解けた。

  　一瞬で、惹ひかれた。

  　カナタちゃんの笑顔を見て、俺はころりと落ちた。

  「俺は確信したよ。この人は人の不安を和やわらげる達人なんだって。だってそうだろ?　時間商人のお客はつまり、不老不死を必要としている人たち、老いや死期に不安を感じてる人たちだ。そんな人たちに対して、時間商人なんていう非現実的な存在について説明して、店に連れてきているんだ」

  　カナタちゃんは、あの店に必要不可欠な存在。

  　それだけでなく、たくさんの人にとって必要な存在。

  　里緒さんを見ていても、それは実感できる。

  「カナタちゃんが可愛かわいいから一ひと目め惚ぼれしちゃったってのは確かにあるけど、それと同じかそれ以上に、カナタちゃんの人を安心させる力に惹かれたんだよね。尊敬したのと同時に、カナタちゃんのことをもっと知りたいと思った」

  　これも知的好奇心の一種なんだろうか。

  　好奇心は身を滅ぼすと学んだ俺だけど、カナタちゃんになら滅ぼされてもいいや。

  　玉ぎよく砕さいしても、構うもんか。

  「……軽い感じのチャラ男おやと思っとったけど、結構真剣にカナちゃんに惚れとったんやね」

  「何だよ里緒さん、ひどい言い草だなあ」

  　俺は冗談っぽく笑う。里緒さんもつられて笑う。

  　こんな時に笑うなんて不ふ謹きん慎しんかもしれないけど、元気を出すことのほうが大事だ。

  「そんなに真剣にカナタさんに惚れてるんなら、あたしも応援してやっていーぜ」

  　運転席から、唐とう突とつにナツ姉が言った。

  「え?」

  　意表を突かれて、思わず聞き返す。

  「だからよお、冬彦」

  　ナツ姉は前を見たまま、真剣な眼まな差ざしをミラーに映し、

  「カナタさんは絶対無傷で取り戻すぞ。あの長生きのガキんちょにリベンジだ」

  「……へへっ」

  　耳のいい俺だからわかる。ナツ姉の声には、闘志が戻っていた。

  「頼りにしてるよ、ナツ姉」
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  　出張は予定外の形で終わり、俺たちは久しぶりにこの街に戻ってきた。田舎いなかの空気とは違い、やはりどこか淀よどんで、濁にごって、籠こもっている。嫌な暑さの夜だった。

  　駐車場に車を停とめ、歩いて事務所の入ったビルに向かう。追田事務所のある二階ではなく、地下一階、時間商人の店へと下りていく。

  　もちろん、トキタさんには前もって事情を伝えてある。キザミとの遭遇、カナタちゃんの誘拐、その一部始終をナツ姉が電話で説明した。車に乗る前の話だ。

  　漏もれ聞こえてくるトキタさんの声は取り乱した様子ではなかったけれど、それでも、やはり変化は大きかった。沈痛さを感じさせるに充分な声こわ色いろだった。

  　ドアを開けて店に入って、それを肌で感じる。

  　涼しい。

  　当然、この気温差は冷房を効かせてあるからというのもあるけど、絶対にそれだけじゃない。

  　それだけなら、ここまでの戦せん慄りつはない。

  　執務机についている、時間商人。

  　トキタさんの発する空気。

  　どこが違うとははっきり言えないけど、ただならぬ思いを湛たたえた佇たたずまいが、俺の肝きもを冷やす。

  　顔は俯うつむき気味に、白い手袋の指を机の上で組んで、鎮ちん座ざする。

  　大理石の、彫像のように。

  　あるいは、氷像のように。

  　黙って座っているだけなのに、

  　表情も動かさないのに、

  　ぞっとする存在感。

  　夏なのに、

  　凍こごえるような哀感。

  「ああ、これは失礼しました。追田様、喜き嶋じま様」

  　トキタさんが、こちらに今気づいたという体で立ち上がり、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。遅れて、つられるように俺たちも頭を下げる。トキタさんの雰囲気に圧おされて言葉がうまく出てこなかった。それはナツ姉と里緒さんも同じだったようだ。

  「この度たびはうちの助手のことで、ご迷惑をおかけして申し訳ございません。どうぞ、おかけになってください」

  「……飲み物はいらねーぜ、トキタさん。さっさと本題に入ろう」

  「お気き遣づかい、痛み入ります」

  　応接のソファにそれぞれ腰を下ろす。俺とナツ姉は、この数か月で何度も出入りしていて、慣れたものだ。対して、里緒さんは戸と惑まどい気味。トキタさんを気にしながら、遠慮がちに座る。

  「はじめまして。坂さか下した里緒様ですよね?　私、時間商人のトキタと申します」

  「ああ、はじめまして。そやけどなんでうちの名前……、て、そっか、カナちゃんと一緒に暮らしとるんやもんね。名前くらいは聞くか」

  「いつもカナタがお世話になっております」

  「とんでもない!　お世話なんかしてへんし……」

  　里緒さんが否定する。最初は慌あわてた様子だったけど、声は沈んでいき、

  「……助けてあげられへんかったしね、今日」

  「坂下様がお気になさる必要はありません」

  　トキタさんは安心させる目的のためか、ようやく表情を少し崩し、微ほほ笑えんだ。

  「ところでトキタさん、キザミから連絡はあったのか?」

  「いえ、まだですね」

  　ナツ姉の問いに、トキタさんは首を振る。

  「人質を解放する代償として何かを要求してくるはずですが、おそらくはまだ準備を整えているところなのでしょう」

  　カナタちゃんが連れ去られてから、まだ二時間も経たっていない。頭部への打撃で気を失ったという話だったから、もしかしたらまだ目覚めていないのかもしれない。

  　と、そんなことを考えたところで、電話が鳴りだした。

  　トキタさんの執務机の固定電話。

  　俺はちょっとびくついてしまった。

  　この電話の音は盗聴で何度か聞いていたけど、気のせいかいつもよりも音が鋭く聞こえる。

  　やはり、精神が過敏になっているようだ。

  「失礼します」

  　トキタさんは席を立って机に戻る。受話器を取って、即座にスピーカーフォンに切り替えた。相手の声がこちらにも聞こえるようになる。

  「時間商人の店でございます」

  「おー、俺様だけど、トキタかい?」

  　聞こえてきたのは紛れもなく、神隠し事件犯人にして誘拐犯、時間盗賊キザミの声。

  「ええ、トキタです」

  「ひゃはは、あったりぃ!　……って、まあ、この電話に出る奴やつはお前しかいねえよなあ。助手がいなくなったんだから」

  「……カナタはそこにいるのですか」

  　キザミの下げ卑びた笑いに、トキタさんは感情を押し殺したような声で応対する。

  「ああ、追田事務所のおねーさんから話は聞いてるな?　お前の可愛かわいい助手は俺様の足下で寝転がってるよ。油断ならねーのな、こいつ。きつく縛ってやったから大丈夫と思ったら、猿さる轡ぐつわしとかねーと噛かみつき攻撃がある。猫みたいだな」

  「…………」

  　一応、カナタちゃんは無事らしい。

  「お前、自分の助手に面白い躾しつけをしてるよな。俺様、不老不死だから、怪け我がを負わせても無駄だってのに」

  「一いつ矢し報むくいたいという心がけでしょう。私も同じ気持ちです」

  「ふーん、そう。だがトキタよお、立場は理解しといたほうがいいと思うぜ?」

  　電話の向こうから、どん、と何かがぶつかるような低い音が響いた。

  　それに続いて、くぐもった声。

  　カナタちゃんの──、悲鳴?

  「キザミ、今、何をしましたか」

  「たいしたことねえよ。お前の助手の肝臓のあたりを踏んでやっただけだよ。思いきり体重をかけてな」

  「…………っ!」

  　思わず、勢いよく立ち上がってしまったが、ナツ姉に止められた。肩に手を置かれ、押さえつけられるようにしてまた座らされる。

  　ナツ姉は小声で俺を諭さとす。

  「さっきまで冷静だった冬彦はどこにいった?　お前がここで怒っても何にもならない。無意味にキザミを刺激したり、あたしたちの居場所を知らせたりするのは得策じゃないだろ」

  「悪かったよ、ナツ姉」

  　キザミは本心からおかしそうに、笑う。

  「いやあ、不老不死ってのも痛し痒かゆしだよなあ。つーか、文字どおり痛いてえ。殺されることはないが、それが故ゆえの弱点。痛つう覚かくがあるから無制限に痛めつけられるもんなあ。俺様も気をつけよっと」

  「あなたの言いたいことは理解しました、キザミ。早く本題に入ってもらえませんか?」

  「何だ、思ったより動揺が薄いな、トキタ。つまんねーの。助手の状態を知れば、お前はもう少し焦ると思ったんだが」

  　キザミの言うように、確かにトキタさんの声は落ち着いているが、それはトキタさんが感情を意図的に抑えているからだ。

  「ま、それはどうでもいいや。本題な。人質を返すかわりにお前の寿命をよこせ」

  「何年分でしょうか」

  「五千年分」

  　桁けた外れの要求。トキタさんやキザミの世界の常識は、普通の人間である俺にはわかるはずもないけど、このくらいはわかる。キザミは正気じゃない。中国が誇ってるのでさえ四千年の歴史だろ?　大国よりも長生きしようだなんて、キザミの要求はでかすぎる。

  「日本人が長寿と言っても、それでも俺様から見れば短命だし、何度も隠いん蔽ぺい工作するのって面倒なんだよ。お前から五千年、一気に奪ったほうが早い」

  「五千年ですって?　ご冗談でしょう?」

  「立場をわきまえろと言ったはずだが?」

  　再びの衝撃音と、カナタちゃんの短い呻うめき。

  　キザミの野郎、またカナタちゃんを蹴けりやがった……!

  「働き者のトキタなら、そのくらい蓄えてると踏んだんだけどな」

  「そこまでの蓄え、あるわけがないでしょう」

  「あっそ。じゃあいいや。五千年は勘弁してやるから、お前のありったけの寿命を絞しぼり出せよ。お前が持つ全すべての寿命を、俺様に献上しろ。それで許してやる。助手は解放してやるよ」

  「あなたの刃やいばでは、私やカナタからは寿命を奪えないはずですが?」

  「知ってるよ。だからよお、時間商人のルールに則のつとって献上しろよ。譲渡契約ってできるだろ?　甲は甲の持つ全寿命を乙に献上する、みたいなさ!」

  「……全寿命ということは、私を殺すということですか」

  「あー、お前が生きてようが死んでようがどっちでもいいんだけど、へへへ、そっかそっか、ありったけ差し出したら、結果としてお前は死ぬなあ、トキタ」

  　嗜し虐ぎやく的なキザミの声。ここまで耳みみ障ざわりな声は久しぶりに聞いた。仮に仕事上の必要が出てきたとしても絶対に真ま似ねしたくない声だ。

  　トキタさんが不老不死なのは、取引の積み重ねで寿命を蓄えているからだ。

  　その寿命を奪われれば、死んでしまう。

  　トキタさんの死期は、こんな形で訪れた。

  「あー、言っとくけど、寿命出し惜しみしようとか考えるなよ。今持ってる寿命を誰かに譲って温存しようとか、まあ、小こ細ざい工くしようと思えばできるだろうが、俺様に献上する量が少なかった場合とか、お前がその場で死ななかったりしたら、助手は解放しないからな」
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  　時間盗賊のキザミは、私の携帯を使って先生に電話をかけた。途中、二回くらい思いきり踏んづけられて痛かった。もちろん怪け我がしてもすぐ治るんだけど、痛いものは痛い。防御も受け身もとれないし。

  　両手は後ろに縛られ、脚も足首と太ふと股ももの二か所で留められている。頑丈なロープだ。結び方にも余念がなくて、脱出は無理だった。

  　床は硬く、周りには古びた段ボール箱が積まれている。照明は点ついてるけど、埃ほこりっぽいせいか暗い印象。小さめの倉庫といった感じだ。

  「さて」

  　何を思い立ったか、キザミは私のそばに胡あ座ぐらをかいた。手を私の頭の下に潜くぐらせて、猿さる轡ぐつわを解く。

  　どういうつもりですか?　と訊きこうとしたら、キザミは遮さえぎるように言った。

  「あー、噛かみつき攻撃は勘弁してくれよ?　膝ひざ蹴げりは蹴るほうも結構痛いんだわ」

  「よく言いますね、あれだけ楽しそうに蹴ってたくせに」

  　私は不満を隠さずに言った。

  「ところで、突然猿轡を解いて、どういうつもりですか?　優しさを見せて心情的に味方につけようなんて作戦、引っかかりませんからね!」

  「いやー、そんなつもりねえけど?　ただお話ししたかっただけだぜ?」

  　残忍な笑みを浮かべるキザミ。完全に優位に立って、弱者を虐しいたげるような笑い方だ。

  「今の電話は聞いてたな?　俺様はトキタに人質交換の時間と場所を伝えた」

  「……聞いてましたけど、それが何か?」

  　嫌な話題になりそうだと、直感で思った。その表情、話の振り方、発される雰囲気。どこを見ても嫌悪感しかしない。

  「お前を助けるために、トキタは来ると思うか?」

  　やっぱりその話だ。考えないようにしていたことだったのに!

  「あの時間商人の性格は結構有名でさ、徹底した合理主義者だ。すべてのことを利用し、操あやつり、自分の利益に誘導する。助手としてずっとそばで見ていたお前ならわかるだろ?」

  　私は無言で目を伏せた。

  　キザミの言ってることは事実だ。

  　だから、私は苦しい。

  「さてさて、果たして、お前を助けることは時間商人の利益になるのでしょーか?　自分の全寿命と引き換えにするほどの価値が、お前にあるのでしょーか?　ひゃはっ!　究極の選択ってやつだ」

  「……そんなこと、わかりませんよ。先生に聞いてみないと」

  「そりゃごもっとも。決めるのはトキタだもんな」

  　キザミはしみじみと、わざとらしく頷うなずきを繰り返し、笑う。

  「ひひひっ、さすがにトキタの奴やつも、今回は悩むに違いねえよな。想像すると楽しいぜー、これ?　どっちに転ぼうと、楽しい、楽しい」

  「あなたはどう思うんですか?　先生は来ると思うんですか?」

  　取引を持ちかけ、条件を提示したのはキザミだ。ということは、キザミはこの取引が成立すると、少なくともその公算があると考えている。てっきりそう思っていたけど、

  「いやぁー?」

  　間ま延のびした声。予想外に、投げやりで興味の薄そうな空気。

  「ぶっちゃけた話さあ、俺様はどっちでもいいんだよ。トキタの寿命を分ぶん捕どれればよし、分捕れなくともよし。お前をこうして捕まえて拘束できた時点で俺様の勝ちなんだよ。今言ったろ?　どっちに転んでも楽しいって」

  「ど、どういうことですか!?　寿命を奪うのが目的じゃなかったんですか!?」

  　先生が来なくても構わないってこと?

  　キザミの思考回路がわからない。

  「まあ、もちろん奪えればそれがベスト。早いし、楽だし。でもな、トキタが来なくてもいいんだよ。別ルートで俺様は巨大な利益を手にする」

  「わ、私の寿命を奪うわけですか?」

  「いんや?　自分でわかってるだろ?　お前自身の寿命はたいしたことねえ。トキタから分け前をもらってるだけに過ぎねえ」

  　そう言って、キザミは手を伸ばした。

  　私の顔に。

  　顎あごから頬ほおにかけて、両側から挟はさむように締める。

  　掴つかむ位置が違うけど、格闘技のアイアンクローって技だ。

  　手はそんなに大きくないのに、とてつもない握力。

  　私の顔の向きを変える。

  　否いや応おうなく向き合うことになる。

  　その、嘲あざけるような顔に。

  「俺様、こう見えて人間とのコネが深いんだよなー。世界には色んな人種がいて、色んな人とお知り合いだ。その中でも物好きな金持ちってのが最高にいかれてて大好きだね。自分の欲望を満たすためなら、金を惜しまない。珍種を持っていけば、ぽんと大金を出してくれる。わかるか?　不老不死のお前や俺様は珍種なんだぜ?」

  　ぞっとする言葉だった。

  　キザミの言いたいことはつまり、

  「お前を売ればいいんだよ」

  　至し極ごく単純で、簡単で、まっすぐで下劣な手段だった。

  「不老不死で、しかもこんだけ可愛かわいいお顔立ちときてる。そっち方面の奴ど隷れいとか、実験材料にするには最高の素材だぜえ?　やりすぎても死なない怪け我がしない奴隷。トキタに比べればたいしたことはないとは言え、それでも一世紀かそこらは不老不死でいられるよな?　うん、余裕で高額落札。きっとこの世で一番暗くて楽しい毎日のコースになるな。あ、お前の姉で中ボスの……名前なんていったっけ。あの人もいいよなあ。二人セットにすりゃあ売り値も跳はね上がるだろうけど、まあ、それはいくら何でも高望みが過ぎるか」

  　私の顔を握り続け締め続け、現実を見せ続け将来を予告し続ける。

  　顎あごの骨が砕けてもおかしくない力だけど、砕けたとしてもすぐ治る不老不死の私。

  　無力な私。

  「話を戻すと、トキタは自分が交渉に応じなければお前が売られてしまうことくらい、きちんと理解しているはずだ。その前提の上で、トキタはここへ来るか来ないか。そして、お前としてはどっちのほうが嬉うれしいか。俺様はどっちでもいいが、お前はどう思う?」

  　最悪な質問。

  　先生が来たら先生は死ぬし、

  　先生が来なければ私は売られる。

  　涙が出てきた。

  　顎が痛いせいと、どうしたらいいかわからないせい。

  　答えなんて、わからない。

  　というか、わかりたくない!

  　目の表面で堪こらえるけど、溢あふれて、止められない。

  「おー、よしよし、かわいそうになあ。大丈夫、大丈夫、もっとだから。俺様がお前をどんどんかわいそうにしてあげるから」

  　涙が滲にじんで視界が曇くもる。キザミの嫌な笑顔が見えなくなったことだけが、救いだった。
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  　キザミとの通話を終えて、トキタさんは受話器を置いた。小さく首を振りながら、長い溜ため息いきを一つ。さすがのトキタさんも精神的にかなり消耗したか。無理もない。人質交渉なんて初めてのことだろうし、何より、捕らわれてるのがカナタちゃんなんだから。

  「困ったことになりました」

  　そう言いながら、トキタさんは応接ソファまで戻ってくる。足どりは重い。

  「困ったことなのは最初からだろ?　カナタさんがさらわれた時点でひどい事態なのはわかってたろ?」

  「追田様の仰おつしゃるとおりですが、問題はキザミの要求です」

  　電話の終わりで、キザミは人質交換の詳細を通告した。トキタさんは内容について細かく質問しようとしていたけど、キザミはとりあわなかった。交渉の余地がない、まさしく通告だった。

  　場所は臨海地域の廃工場、その側そばの駐車場。時刻は三時間後、日の出前だ。この時間では電車はもう止まってるけど、車で行けば余裕をもって到着できる距離。キザミの奴やつは「最さい期ごに身辺整理の時間をやるよ」とほざいていた。ふざけやがって!

  　要求内容はトキタさんの全寿命。トキタさんがその場に出向き、キザミと譲渡契約を取り交わして、トキタさんが死ねばカナタちゃんを解放するという。

  　間違っても時間取締官には知らせないこと。知らせた瞬間、交渉は決裂だからな?　キザミはそう念を押していた。

  「つまり、キザミは不敵なようでいて、時間取締官のことは怖いわけか」

  　確認するように俺は言った。キザミは去り際、俺たちにも同じことを言ってたし。

  「時間取締官は、世間様で言うところの警察組織のようなものです。単体での性能はキザミが上でしょうが、相手の位置さえ特定できれば、人数と組織力で時間取締官が圧倒できるでしょう」

  「じゃあトキタさん、まずはハルカさんに連絡を……」

  「いえ」

  　俺の言葉を遮さえぎり、トキタさんは否定した。ナツ姉が目を丸くした。自分の顔は見られないけど、同じ表情になったと思う。

  「連絡はしません。というよりも、できないのです」

  「ど、どういうことですか?」

  　こういうとき、普通の誘拐犯は警察に言うなと言うわけだけど、そんな要求、無視するに決まっている。今回は、不死じゃない警察官が出向いても無力だろうから警察には言わないにしても、それと同じ立場で不死の力を持つ時間取締官を呼ばない理由はない。

  「トキタさん、キザミの脅おどしを真まに受けてるんですか?」

  「真に受けております」

  　即答された。

  「真に受けざるをえません。そもそも、本来であればキザミがここを襲い、ハルカ様が十秒の猶ゆう予よを与えて逃がしたあの日、キザミは捕まるはずでした。それなのに逃げきれたのには理由があります」

  「キザミが強いからじゃないんですか?」

  「それもありますが、もう一つ」

  「まさか……」

  　ナツ姉が何かに思い当たったらしい。なぜか俺のほうを見た。

  「何、ナツ姉?」

  「……盗聴か」

  「ご明めい察さつです」

  　トキタさんは淡々と、表情を見せずに応じる。

  「キザミは、時間取締官の内部情報を得ています。そうでないと、取締官の包囲網を突破することは不可能です。盗聴か、あるいは内通者か、何らかの諜ちよう報ほう手段があるはずです」

  　裏を読んだトキタさんの結論。盗聴は、俺の専売特許じゃなかったってことか。

  「その背景があってこそのキザミの言葉です。知らせた瞬間に交渉決裂。瞬間というのは大げさかもしれませんが、それに近い形で情報を得る手段があるが故ゆえのものでしょう」

  「盗聴を防ぐ手段はないのか?」

  「ありませんね。防ごうとすれば、時間取締官の連絡網を抜ばつ本ぽん的に洗い直す必要があります。時間が足りませんし、そもそも、たとえばハルカ様に情報漏ろう洩えいの事実を指摘したとしても、その連絡自体がキザミに伝わることになります」

  　そうだった。声を出さずに喋しやべれと言われているようなものだ。

  　ここまで深読みするトキタさんでさえ、俺の盗聴を見破れていないというのは、皮肉というか何というか、ちょっと複雑な思いだけれど。

  「キザミは私との交渉が決裂したとしても困りません。不老不死のカナタの身柄は、他の場でも金銭的価値が高いでしょうから」

  「なるほど、冷静な分析だな。さすがはトキタさん」

  　ナツ姉が総括するように言い、「だがな」と続けた。

  「問題は、その状況を受けてどうするか、だ。時間取締官への連絡はダメ。それは理解した。そうすると、キザミの出した条件を呑のむか呑まないか。カナタさんを救うか見捨てるか。選択しなきゃいけない」

  　厳しい現実を、悪夢みたいな立場を改めて直視する。

  　さすがに、トキタさんも悩むだろう。

  　カナタちゃんを救うには、自分の命を差し出さなきゃいけないとなれば。

  　いや、もしかしてトキタさんは、あっさりとカナタちゃんを見捨てるのかもしれない。

  　助手くらい、換えが利ききますから。

  　そんな風に、冷静に。

  　だとしたら、俺は許せない。

  「トキタさんは時間ぎりぎりまでじっくり悩むべきだと思うけど、選択次第じゃあたしが黙ってねーぜ?　決定権はトキタさんにあるのは知ってるし、その決定を覆くつがえそうとは思わないけど、でも、カナタさんはトキタさんだけのカナタさんじゃねーんだ。あたしの気に入らない決定をしようもんなら、トキタさん、悪いが一発殴らせてもらう。さあ、たっぷりとっぷり悩め」

  　ナツ姉はそう言って、トキタさんに時間を与える。
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  　星の見えない夜空だった。晴天なのに、夢とか希望とかまとめて全部呑のみ込んでやると言わんばかりの、闇やみ色いろの空だった。

  　広大な駐車場の真ん中で、私は依い然ぜん縛られたまま。膝ひざを曲げた姿勢で、手は後ろ。横倒しにされている。そばにはキザミが立っていて、乗ってきた車に背をもたれさせていた。

  　波の音が小さく聞こえる。潮の香りもする。見えないけど海の近くだとわかった。海に来ればテンションが上がるタイプだけど、もちろん、そんなシーンじゃない。

  「海の近くの駐車場ってのは、こういうシーンには最適でよお」

  　キザミが楽しそうに語りだした。

  「まず、見通しがいい。これは重要なことだ。遠くから誰かがやってきてもすぐわかる。俺様のところにたどり着くまでに察知して対応できる」

  　どうやら人質交換のノウハウをレクチャーしてくれてるらしい。キザミの持論を聞いておくのは、勉強にはなるかもしれないけど、私たちが使う機会は絶対にないと思う。

  「次に、何か捨てる際に困らない。証拠になるような品々とか、相手方を殺しちまったときの死体とか、放置しとくとまずいだろうけど、ぽいと海に捨てりゃあひとまず安心」

  　死体は水に浮くはずだけど、キザミは海に沈むような捨て方を心得ているんだろうなあ……。経験ありそうだし。想像すると心が痛む。

  「最後に、取引が終わった後で俺様が海で遊べるってところだな。泳げるし、魚を食えるし」

  「あ、あなたも海に来るとテンションが上がる人だったんですか!?」

  　思わずツッコミを入れてしまった。

  　空気を読まず、ほとんど反射的だった。

  「ん?　普通そうじゃねーのか?」

  「いえ、まあ、その言葉には賛成というか何というか……」

  　言葉を濁にごす。こんなところで時間盗賊に同意するような形になってしまった。

  　でも、取引が終わった後に泳いで遊ぶって……。ずれてると思うし、しかもここ、海水浴場じゃなくて工場地帯だし。不老不死だからどこで泳いでも病気になるようなことはないけど、ちょっとどうかと思う。

  「別にいーじゃねーか、俺様がどこで泳ごうとよお!」

  「……服のまま泳いでＤＳの電気で感電しちゃえばいいのに。そしてそのまま鮫さめにでも食べられちゃえばいいのに」

  「ＤＳは当然置いていくし、こんなところに鮫なんて泳いでねーけど、仮に泳いでいたとしても、そんなことにはならねーよ。お前ならよーくわかってるだろ、カナタよ?」

  　そう。

  　不老不死の者は、傷を負っても治ち癒ゆする。

  　治癒できないような傷は、そもそも負わない。

  　そういう風にできている。

  「ひゃははっ、まあ諦あきらめとけって!　どうせお前はなるようにしかならねーんだから!」

  　キザミは笑いながら背を車から浮かせ、私のほうに近づき、屈かがみこんで顔を寄せて、突然表情を消して、

  「すべてはトキタの選択次第だ」

  　凄すごむようにして、そう言った。

  「……どうして」

  　私は、キザミの目を見ながら訊きく。夢とか希望とかまとめて全部飲み込んでやると言わんばかりの、闇やみ色いろの瞳ひとみ。

  「どうして、そんなに大量の寿命が欲しいんですか?　いったい何に使うんですか?　五千年も生きるつもりなんですか?」

  「いやー、全部俺が生きるのに使うわけないじゃん。色々転用する予定があんだよ」

  「何に転用するんです?」

  「そんなこと知ってどうすんの?　いいことに使うなら許してくれるの?」

  「いえ、許すとか許さないとか、そういう問題じゃなくてですね」

  　率直に、訊いてみたいことがあった。

  　これはキザミに限らず、先生にも。

  　そして、私自身にも。

  「うちの先生を見ていてときどき思うんですけど、取引を繰り返して少しずつ利益を得て、お金も寿命も貯たまっていくんですけど、それを何かに使おうって気配がまるでないんですよね。何のために商売してるんだろう、何が楽しいんだろうって思うんです」

  「生きるために商売してるんじゃねーの?　俺様だって生きるために寿命を拝借しなきゃならねー。ＤＳを遊ぶのに充電が必要なのと同じだ」

  「生きるのが目的なんですか?　何かのために生きるんじゃないんですか?　少なくともＤＳは目的じゃないでしょう?」

  　これを誰かに尋たずねるのは、もう何度目だろう。

  　その度たびその度、答えらしきものがうっすら見えるんだけど、一瞬納得するんだけど、すぐにまた見失い、わからなくなる。

  「寿命を転用するって言いましたよね?　それは生きるためじゃないですよね?　転用するってことは、たとえば誰かに売りつけるんですか?　そうするとお金をもらえますね。そのお金で何をするんですか?」

  「売りつけるってのは正解」

  　キザミは面倒くさそうにしながらも、悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべる。

  「……ひゃはは、面白いことになる予定なんだよ。想像すると笑えてくるくらい、世界をしっちゃかめっちゃかにできるくらいの、でっかい目的があるんだよ」

  　でっかい目的。

  　何だかわからないけど、やっぱりそういうのがあるんだよね。

  　翻ひるがえってみて、先生からはそういうのが感じられない。

  　今よりも偉くなりたいわけでも、名声が欲しいわけでもなさそうだし。

  　どういうつもりなんだろ。

  　先生に人生の目的について質問したこともあったと思うけど、なんて言ってたっけ。

  「お前って馬ば鹿かっぽいのに、いっつもそんな面倒くさいこと考えてるわけ?」

  「ば、馬鹿っぽいって何ですか!　失礼ですよう!」

  「礼儀なんざ最初から知ったこっちゃねー」

  「これでも普段から結構色々考えてるんです!」

  「知ってるか?　下へ手たの考え休むに似たり」

  「ニタリって何ですか!　笑わないでください!」

  「あ、馬鹿だ馬鹿だ」

  　得意げに私を指さしてくる。

  「つーか、トキタの奴やつは知恵が回るって噂うわさなのに、この助手の無知さ加減はおかしいじゃねーか。助手を教育する気がないのかね。アイツ怠慢だな」

  「せ、先生のことを悪く言うと許しませんよ!　教育する気がないわけじゃありません!　私の覚えが悪いだけです!」

  「やっぱり馬鹿なんじゃねーか」

  「うわあっ、しまった!」

  　頭を抱えたかったけど、手は後ろで縛られていた。

  「しかし、お前はトキタをかばうんだな」

  　からかうようなテンションだったキザミは、急に真ま顔がおになって言った。

  「え?　それはそうでしょう?　何かおかしいですか?」

  「トキタの性格を考えると、決して人望があるタイプじゃねーだろ。冷静沈ちん着ちやくの知恵者ってのは、ビジネスの場じゃ信頼できると思うが、周りから好かれるかっつーと別の話で、むしろ嫌われるタイプだ。それなのに、お前はトキタのことをちゃんとかばう。トキタのことが好きみたいだ」

  「好き……、かどうかは、わかりませんけど……」

  　口ごもってしまった。

  「あー、何となく感じは掴つかんだが、しかしあれだ。お前の恋は実らねーよ」

  「べ、別に恋なんかじゃ……!」

  　私は否定しようとしたけど、キザミはどこ吹く風で、

  「だって俺様、トキタを殺すか、お前を売るかの二択だから。どっちにしたってお前はもうトキタと一緒にはいられねーよ」

  　そうだった。

  　そうなんだ。

  　今日、この取引が、先生と会える最後の機会。

  　もし先生が私を見捨てると決めて、ここに来ないとしたら、もう会えない。

  　海水浴に行くために時間商人の店を出た、あの瞬間が最後になる。

  　何を話したっけ。

  　こういうときは、最後の記憶として鮮明に残るはずなのに、情けない、思い出せない。

  　やっぱり、馬ば鹿かだなあ、私。

  「逆の立場だったら、お前はどうしたかね。俺様がトキタを捕らえて、お前に同じ条件を突きつけたら、どうする?」

  「そりゃ、助けるに決まってるでしょう」

  　先生はどうか知らないけど、私は悩むまでもない。

  「だって、先生がどこかに売られていって私はのうのうと生きるなんて、できっこありませんよ」

  「はっ!　自分が死んだほうがマシってか!　美しい美しい」

  　キザミは顔を上げて、遠くを眺めるような視線。

  「……上司も部下も、揃そろって美しいことで」

  「え?」

  　キザミが見ている方向から、車が走ってくる音がした。私は不格好に身をよじって、そちらを見る。

  　ヘッドライト強く輝き、夜の闇やみを裂く。

  　目が慣れてきて見えてきたのは、赤のボディ。

  　夏枝さんが運転してた車だ。

  　まっすぐに走ってきて、一〇メートルくらい離れたところに斜めに停とまった。

  　手前側に見えるのが助手席のドア。

  　そこから降りてきたのは──、里緒さん?

  　うっすら日焼けした肌に、髪はお団子。

  　心配そうな表情で、何か言いたそうにしている。

  　そして逆側の運転席から降りたのは。

  　白いスーツに身を固めた、長身の男。

  　サングラスを光らせる、時間商人トキタの姿だった。

  「お待たせしましたね、キザミ」

  「……ひゃはっ」

  　短く笑って、キザミは諸もろ手てを挙げて迎え入れた。

  「正直言って、お前がここに来るかどうかは五ご分ぶ五ご分ぶと見てたんだが、意外に優しい奴やつだったんだな」

  「……たった五分の確率でしか成立しない取引を持ちかけるなど、私からすれば考えられない綱渡りですがね」

  「はっ!　慎重なことで何より。あと、俺を挑発しようとしても無駄だぜ、トキタ。ちゃっちゃと済ませようと思うんだがよお……」

  　向かい合って立つ二人。そして、キザミは里緒さんを顎あごで差して尋たずねる。

  「その女は誰だ?　確かに一人で来いとは言わなかったが」

  「う、うちは立会人」

  　若じやつ干かん噛かみながら、里緒さんが答える。

  「立会人?」

  「そやで。トキタさんの寿命と引き換えなんやろ?　トキタさんが、えっと、その、死んだ後を見届ける役が要いるやん。それが、うち」

  　里緒さんに、感謝しなきゃいけない。

  　得え体たいの知れない、殺人犯よりも性質の悪い時間盗賊を相手に、気け圧おされ気味ではあるけど重要な役割を買って出てくれている。

  　危険が及ぶかもしれないのに。

  「危険だとは思わなかったのかあ?」

  　外ほかならぬキザミも同じことを思ったらしく、そう訊きいた。

  「つまり、お前らは俺様を信用してねーってことだろ?　だからこその見届け役、立会人。だかよお、そりゃ中途半端な疑い方、中途半端な信用だ。俺様が立会人を襲わねーって考えるのは浅はかじゃねえか?　賢い賢いトキタさんなら、その程度のことは理解してると思ったんだが」

  「ええ、理解しています。ですので、彼女には不老不死になっていただきました」

  　あっさりと、手の内を明かした。

  　不老不死になった人から、キザミは寿命を奪えない。

  　その程度の予防策、先生なら先回りして打てる。

  　驚くところじゃない。

  　驚くとしたら、里緒さんの負った覚悟の大きさ。

  　十年間、老いず、死なず、変化しない。

  　成長も、衰退もしない。

  　日焼けの色も抜けないし、妊娠もしない。

  　私のために、里緒さんの人生設計は大きく動くことになる。

  　それを織り込んだ上で、里緒さんはここに立っている。

  　鋭い視線をキザミにぶつける。

  「ははーん、そういうこと」

  　キザミは軽い感じで納得した。

  「それはアレか?　この女の寿命を圧縮して不老不死にしたのか?」

  「まさか。その方式はビジネスで使っているものです。今回はこちらから不老不死になっていただくよう依頼したものですから、当然、私の寿命を割さきましたよ」

  「まあ、それが筋っちゃー筋だよな。俺様が奪う前に、寿命を無む駄だ遣づかいされた形になったか」

  　そう。誰かを不老不死にするには、どこかから寿命を調達する必要がある。不老不死になるその人本人か、その人の家族、お友だち。

  　あるいは、先生自身。

  　もちろん普段はありえない選択肢だけど、ここは義理として、先生が負担するのが筋だ。

  「どれ、確認しとくか」

  　そう言って、キザミは黙った。ここからではキザミの後ろ姿しか見えないので、どんな表情をしているのかわからないけど、何をしてるのか想像はつく。

  　目を凝こらして、先生を見ている。

  　目を凝らせば、その人の寿命が見える。

  　それは先生も私も、時間盗賊も同じ能力を持っている。

  　先生の寿命の量が充分かどうかを見ているのだ。

  　不十分なら、取引決裂。

  　電話でもそう言っていたけど。

  「ん、まあ、さすがってところか。五千年には届かないが、相当貯ため込んでやがったな」

  　ひゃはは、と笑みを漏もらす。

  「交渉成立、成立。楽しいぜー」

  「では、カナタを解放してください」

  「はあ?　いやいや、馬ば鹿か言ってんじゃねーぜ?　助手を解放すんのはお前が死んでからだろーが」

  　キザミは嘲あざけり半分、凄すごみ半分。強気に自分の条件を押し通そうとしたけど、

  「それでは、私はカナタがきちんと解放されたことを見届けることができません」

  「何だよ、見届けてーのか?　見届けるために立会人連れてきたんじゃねーのかよ」

  「彼女を呼んだのは、解放されたカナタが再び略取されないようにするためです。怪しい動きを見せたら、すぐに時間取締官に通報していただくようにしてあります。カナタの解放はそれとは別の話です。私は時間商人の店をカナタに引き継がなくてはなりません。この手で渡したい物があるのです」

  　平然と主張する。キザミは舌打ちで応じた。

  「面倒くせーなー。まあ、トキタにも事情があるんだろうけどよお、だがそれで俺様がお前の言うとおり人質を先に解放するとでも思うのか?　解放された後トンズラされないなんて保証はねーだろが」

  「ですから、そのための契約書です」

  　どこから取り出したのか、相変わらず不思議。手袋に包まれた手が、二枚の紙をキザミに差し出す。

  「私が契約に縛られるのはご存じでしょう。この契約であれば、あなたの懸け念ねんは解消されるはずですが」

  　キザミは引ったくるようにして契約書を手にした。二枚とも同じ内容が書いてあるはずだけど、抜かりなく見比べながら読む。

  「へー、なるほどなあ、考えたな」

  　感心したようにキザミは言った。

  「時間差契約ってわけか」

  「そのとおりです」

  「どういう内容ですか?」

  　契約書が見えないので、私はキザミの背中越しに尋たずねた。キザミが嫌な目つきで私を睨にらんだけど、別に喋しやべるなって言われてないもんね。

  「……可愛かわいい助手に説明してやれよ、トキタ。考えてみりゃあ、もうお前が助手と会話できる機会も残りわずかだ」

  「まずは僕とキザミが契約書に署名する。契約書にはそれ以降の手順が時間差も含めて明記されている。まあ、何分にするかは交渉次第だから空欄にしてあるけど、たとえば三分としようか。第一、両者の署名から三分以内に、キザミはカナタを解放する。第二、カナタの解放から三分以内に、僕、トキタは持てる寿命をすべてキザミに譲渡する。第三、これらの文もん言ごんに違反した場合、その者の寿命は消滅する。大まかな内容は以上だ」

  　なるほど。時間差ってのはそういうことか。

  　このルールなら、キザミが先に私を解放しても問題は起きない。逆に、私を解放しないと先生の寿命が手に入らないことになる。

  　先生と私は、解放されてから寿命を譲渡する三分の間に、安全なところに避難するってこと。

  　それと同時に、お互いにお別れを言うってこと。

  　最さい期ごの、別れ。

  「附ふ則そくがいくつか。附則一。少なくともこの駐車場を離れるまでは、この場にいる全すべての者は暴力を行こう使ししないこと。駐車場を出た後の付きまとい行為も禁止。解放直後にまたカナタを拘束されちゃうと意味ないからね。

  　そして附則二。トキタもキザミも立会人も、他の者の行為を妨害しない。これは三分以内というルールを逆さか手てに取るのを防止する意味合いだ。たとえば僕と里緒さんでキザミを妨害して、カナタを三分以内に解放させない、キザミに契約を履り行こうさせないというような行為は禁止」

  「お前、先回りしすぎだろ。ぶっちゃけキモいわ」

  　キザミは嘲ちよう笑しようではなく、もはや苦笑になっている。

  「このくらいきめ細やかに行き届かないようでは、商人としては失格ですよ。時間盗賊にはわからない話かもしれませんけれど」

  「……挑発してんじゃねーぜ」

  　キザミは、急に踵きびすを返して私に近づき、私を思いきり蹴けりつけた。サッカーのゴールキックみたいな格好で、どてっぱらに爪つま先さきを入れられた。あまりの威力に一瞬身体が浮いて、防御も受け身もとれず、背中から落ちた。

  「カナちゃん!」

  　里緒さんが叫んで駆け寄ろうとするけど、先生がそれを手で制する。

  「里緒さん、ここは我慢です。契約成立前ですから、まだ暴力は許容されます」

  「鬱うつ陶とうしい。イラつくムカつく面倒くせえ」

  　キザミはぶつぶつと呟つぶやくように言う。

  「俺様は、もちろん寿命が欲しいんだけどよお、どっちかっつーとお前の狼狽うろたえる顔が見たかったんだよ。寿命を奪われることが決まって絶望に沈むトキタの顔がよお。それが何だ。お前は死ぬ寸前だってのに、なんで平然としていられる?」

  「心の準備の時間をくださったのは、あなたでしょう」

  　余裕の笑みを返す。

  　この局面でさえ底知れない度量。

  　器の深さ。

  　それは、先生にふさわしい表情だった。

  「始めましょう。取引を」

  　先生は恭うやうやしい仕し草ぐさで、万年筆と下敷きをキザミに差し出した。

  　空白になっていた時間差の欄は、その後の簡単な交渉で一分に決まった。早く終わらせようというキザミの提示に、先生が乗った形だ。

  　……一分で、いいの?

  　私がそう思うのをよそに、取引は始まった。

  　まずはキザミが、時間差の欄と署名欄に書き入れる。海風で契約書の端がはためいたけど、下敷きに押しつけるようにして書いた。

  「ほらよ」

  　そして契約書を二枚とも先生に返す。先生は二枚とも文面を改める。キザミが細さい工くをしていないかどうかを確かめているのだ。

  「確かに」

  　そして、

  　淡々と、

  　何の特別な感慨もないかのように、

  　先生は署名を始めた。

  　自分を死に追いやる契約なのに、

  　いかにもあっさりと、

  　書き終えた。

  　書き終えた書面を、一枚だけキザミに渡す。

  「一枚は私、一枚はあなたが保管してください。これで契約は成立しました。ここからは暴力や妨害行為は禁止。そして、条項に基づいて、キザミは一分以内にカナタを解放してください」

  「……表情、揺るぎねえな」

  　不満そうに言い捨てて、キザミは私のところまで戻ってきた。縄をナイフでさくりと裂いて、私の手足を自由にする。

  「じゃ、お別れだな、二つの意味で。俺様とも、お前の先生ともな」

  　最後に顔を思いきり近づけて、獰どう猛もうな笑みを見せつけるキザミ。私は嫌悪感で目を背そむけながら立ち上がる。

  　自由。

  　この取引は、私を自由にするためのもの。

  　ここまでする意味が、それだけの価値が本当にあったのかは、私にはわからない。

  　拘束が解かれた安心感からだろうか。

  　あるいは、先生のことを想おもってしまったからだろうか。

  　また、泣きそうになる。

  　涙を堪こらえながら、私は歩く。

  「カナちゃーん!」

  　里緒さんが勢いよく駆け寄ってきた。抱きついてきたのを受け止める。なされるまま、流れに任せた。

  「ごめんね、里緒さん。心配かけちゃいました」

  「うち、カナちゃん戻ってこんかったら、どうしようかと思ったわ……」

  　里緒さんも泣きそうな声だった。カナちゃんはありえへんくらい親身やで、って言ってたけど、里緒さんには負けますよ。抱きしめる腕は小さく震えていたけど、ぎゅっと力がこもっていた。私は里緒さんの背中を優しく叩たたいた。あ、り、が、と、う。合計五回。

  「さて、助手を解放したぜ?　トキタは一分以内に俺様に寿命を献上しろよ?」

  　無ぶ粋すいなキザミの声が割り込んできた。腕時計を見ながら催促。きっちり一分カウントするつもりだ。

  「ええ、わかっております。ただし、私は制限時間を目一杯使わせていただきます」

  　先生が私に歩み寄ると、里緒さんは察して後ろにさがった。

  「カナタ」

  　私の名を呼ぶ先生。その表情は、相変わらずサングラスに隠れて見えない。

  「先生、サングラスをとっていただけませんか?」

  「他に言うことはないのかい?　一分しかない」

  「うーんと……、色々ありますけど……」

  　少し考える。色々、それこそ色々あるけど、やっぱり一番は、

  「どうして来たんです?」

  　見捨てることだって、本当ならできたのに。

  　できたはずなのに。

  　どうして?

  　上うわ目め遣づかいに見ると、先生はふっと笑って、

  「カナタが、大切だからに決まってるだろう」

  　安心させるような笑顔。

  　穏やかで、それでいて儚はかない空気。

  　残り三十秒くらいかな。

  「ありがとう、ございます」

  　大切と言ってもらえるのは、光栄なことだ。

  　光栄だけど、

  「でも先生──、」

  「僕からも訊ききたいことがある」

  　先生は小さく手を上げて、私の言葉を遮さえぎった。

  「耳を貸してくれ、カナタ」

  　言われるままに、私は顔を横にして、耳を先生に近づける。先生は手で口の周りを覆おおいながら、息を吹き込むようにして、私に囁ささやく。

  

  「─────────?」

  

  　その声を聞いて、私は逆に安心した。

  　そうだよね。

  　それはそうだ。

  　最初から薄々わかってたけど、やっぱりそうだよね。

  「へいへい、お二人さーん、内緒話はあと十秒だぜー?　さっさとしてくれよー?」

  　キザミが残り時間を告げて急せかす。

  　きゅー。はーち。なーな。ろーく。

  　その間も、内緒話は続く。

  　一言も、漏もらさず聞く。

  　大丈夫。

  　任せてください。

  　私は無言で頷うなずいた。

  「ごーお。よーん。さーん。にーい」

  　キザミは腕時計を見ながら、逆の手の指で数字を作ってカウントを続ける。その指が、二から一に変わろうとした瞬間、

  　真っ赤な外車に異変。

  　後部座席のドアが、爆発したかのように勢いよく開く。

  　風が駆け抜ける。

  　飛び出していったのは、夏枝さん。

  「な……なんだあ!?」

  　突然の出来事に驚いて、声を上げるキザミ。

  　余裕ぶってカウントをしていたから、その両手は空から。例のナイフは服に格かく納のうされていて、取り出すのに時間がかかる。夏枝さんを迎え撃つためにナイフを展開するか、徒と手しゆ空くう拳けんのまま臨むか、一瞬の迷い。

  　一瞬だったけど、致命的な隙すきだった。

  　もともと、この隙を作るための作戦だったのだ。

  　躊ちゆう躇ちよなく狙ねらい撃ち。

  　夏枝さんはキザミの手前で高々と跳躍。

  　最高点に到達すると同時に、右脚を思いきり振った。

  　遠心力を効かせた、横一いつ閃せんの跳とび蹴げり。

  　無防備なキザミの頭部に衝突し、ものすごい音を立てる。

  　大振りだったから避けられる危険も大きかったけど、虚きよを突いたおかげで直撃だった。

  　吹っ飛ばされた勢いのまま、頭をアスファルトに打ちつけるキザミ。

  　仰あお向むけに倒れたところに、夏枝さんが再び距離を詰める。

  　起きあがる暇ひまを与えず、脚をとる。

  　両脚を絡からめるようにして拘束し、寝技に移行。

  　これ以上なく完かん璧ぺきに極きまった関節技だった。

  「な……、な……?」

  　キザミはまだ混乱している。状況を理解できていない。どうして自分が倒されたのか。どうして寝技で拘束されているのか。

  　そして、何より、

  「トキタてめえ、ふざけんな!　何しやがったっつーか、なんでまだ生きてやがんだ!?」

  　どうして先生がまだ立っていられるのか。

  　契約に従えば、先生は全寿命をキザミに譲渡しなければならないはず。

  　なのに、そうなっていない。

  　キザミは寿命を得ていない。

  　先生は死んでいない。

  「もう一分経たったろーが!?　契約は破れないはずだろーが!?　破っても死ぬはずだろーが!?　俺様に寿命を全部あああ、痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い!」

  「喚わめくな時間盗賊。喚いてもお前は離さんぜ」

  　追田事務所代表、追田夏枝さんが静かな怒ど気きを込めて宣言した。

  　キザミはナイフを取り出そうと、服に手を入れようとしたけどもう遅い。私が駆けて、キザミの両手首を押さえた。

  　夏枝さんと私で、二人がかりの拘束。

  「暴力禁止の附ふ則そくはどうなったんだよ!?　説明しやがれトキタ!　ただじゃおかねえ!」

  「お前の言葉を借りるなら、迂う闊かつだったんじゃねーの、キザミよお、ってところだね」

  　先生は、

  　いや、もう先生の振りもやめた。

  　キザミの声こえ真ま似ねをして、勝利宣言。

  「目を凝こらせば相手の寿命が見える。だから俺を見てトキタさんだと思ったんだろ?　だけど過信しすぎだよね」

  「ば、馬ば鹿かな!　お前トキタじゃなかったのかよ!?」

  　キザミはようやく気づいて目を剥むく。

  　冬彦さんはサングラスを外して、顔を見せた。

  「追田事務所の変装担当、喜嶋冬彦ですが何か?」

  「変装……!」

  　キザミは強い憤いきどおりを声に滲にじませる。怒りに任せて凄すごい力で拘束から脱出しようとするけど、力が拮きつ抗こうして小刻みに震えるだけだった。

  「本物のトキタさんは、あのビルの地下でカナタちゃんの帰りを待ってるよ」

  「だが……、だがちょっと待て!　変装なんかで騙だませるレベルじゃねーだろ!　寿命量まで変装できるわけがねーだろが!」

  　確かに今、冬彦さんはその身に膨ぼう大だいな寿命を蓄えている。普通の人間の何十倍もの寿命。もちろん、冬彦さんが生まれ持ったものではない。

  「わからないかな、キザミ。お前を騙すためにトキタさんから一時的に寿命を借りたんだよ」

  　呆あつ気けない種明かしにキザミは唖あ然ぜんとしたようで、身体から力が抜けた。冬彦さんは淡々と続ける。

  「服も借りた。声は俺なら余裕で真ま似ねられる。これで完全にトキタさんになりすませるわけだ」

  　そう言って、冬彦さんは自分の手元の契約書を、手の甲でぺしぺしと叩たたく。

  「だから、この契約は成立していない。トキタさん本人じゃなく、俺、つまり別人がトキタさんの名を騙かたって署名したんだから、トキタさんが寿命を渡す義務はない。まあ、俺は人間の法律で言うところの文書偽ぎ造ぞう罪に問われるだろうけど、この辺はハルカさんの温情判決に期待したいね」

  　契約が成立していないのだから、暴力禁止の附ふ則そくも当然、効力がない。だから、こうしてキザミを拘束できた。

  「今、里緒さんに時間取締官を呼んでもらってる。到着までそのまま待っててもらうよ」

  　冬彦さんの隣で、里緒さんは携帯電話で話していた。ここまでの流れは事前に打ち合わせしてあったんだろうな。完かん璧ぺきな手際だった。

  「ああ、力ずくでナツ姉の寝技から脱出するのは、おそらく無理だから。ナツ姉も里緒さんと同じで、トキタさんから寿命を借りて不老不死になってるし」

  「おうよ」

  　夏枝さんが応じる。

  「絶対逃がさねー。この間は騙されて負けたから、今日は騙して勝ってあたしのリベンジ記念日だ。不老不死で例のナイフも怖くねーし。飲まず食わずでも平気だから、その気になりゃ何日でも拘束してやるよ」

  「この雑ざ魚こキャラが……、雑魚キャラごときが……」

  「ああ、認めるよ。確かにあたしは雑魚キャラだ。だけどな」

  　夏枝さんは得意げに言う。

  「ゲームには裏技がつきもんだろ?　レベル差なんて引っくり返せるんだよ」

  　どうやら心が折れたようで、キザミは観念した。宙を仰ぎながら嘆くその声は、どこか虚うつろだった。
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  　時間取締官たちの到着は早かった。俺たちが（正確には俺じゃなくてナツ姉とカナタちゃんが）キザミを拘束してから、ものの十五分ほどでハルカさんが部下を引き連れてやってきた。

  　キザミの身柄を譲り受ける取締官。ハルカさんは、カナタちゃんを気き遣づかう素そ振ぶりを見せたけど、カナタちゃんの笑顔を見て、二言三言交わすと早々に踵きびすを返し、キザミを連行していった。どこに向かうのか知らないけど、きっと時間の民の眷けん族ぞくのための、特別な刑務所みたいな場所があるんだろう。

  　キザミは諦あきらめた様子で、抵抗する素振りも見せず、悪あく態たいをつくこともなかった。

  「カナタちゃん、無事でよかったね」

  　俺が呼びかけると、カナタちゃんは喜んだような困ったような、そんな中途半端な笑顔になった。

  「ええと……、ありがとうございます、冬彦さん」

  　カナタちゃんは戸と惑まどいがちに答えた。自分の無事を喜ぶよりむしろ、俺の様子を気にしている。

  「冬彦さんは、そんなに寿命を抱え込んで平気なんですか?」

  　トキタさんから寿命を借りたって言ったけど、言うほど簡単なものじゃない。

  　寿命は、重い。

  　普通の人が過剰な寿命を背負うと、重みで身動きができなくなる。それどころか、精神を押し潰つぶされてしまうことだってある。

  　俺はそれを承知で引き受けた。

  「平気そうに振る舞ってるだけで、正直、結構きついよ。さっき連絡して、トキタさんに返還の手続きをしてもらってるところ」

  　寿命の重みで膝ひざが悲鳴を上げ始めている。一歩も動いていないのに筋肉痛のような痛み。いや、ナツ姉の関節技の痛みのほうが近いかもしれない。

  　キザミの前に立つ直前に、俺はトキタさんに電話した。キザミを騙すために寿命を借りる手続きをし、終わった後でまた電話してトキタさんに寿命を返す。書面を介さない電話での契約になるから、手続きが煩はん雑ざつらしい。

  　けど、

  「トキタさん、手続き済んだらしいや」

  　重い荷物を下ろしたように、身体が軽くなった。

  「……冬彦さん、我慢されてたんですね」

  「気にすんなよ!　カナタちゃんのためなら、このくらい平気だよ!」

  　ウインクして親指を立ててみたけど、カナタちゃんは反応に困ったようだった。いつもなら適当にあしらうところだろうけど、わりとマジに俺に申し訳なさを感じてるみたいだ。俺もちょっと戸と惑まどう。話を変えよう。

  「あ、そ、そうだカナタちゃん、さっきも訊きいたんだけどさ、俺がトキタさんじゃないってわかってた?　今回、俺かなり自信あったんだよね」

  「最初から薄々わかってましたよ」

  「うっそ!」

  　ここまで似せてもカナタちゃんには見破られるのか!

  「確信はできませんでしたけど、九対一か八対二くらいの割合で冬彦さんだろうなーって思ってましたよ」

  「うわ、そりゃもうほとんどバレバレだったってことじゃん!　カナタちゃん、どのタイミングで見破った?」

  「ここに到着して、車の運転席から降りてきたでしょう?」

  「かなり序盤だ……」

  「先生は外出が嫌いです。時間商人の店から出たところを私が見たことがないくらい、徹底して引きこもりなんです。そんな人が車の運転なんてできるわけがないんですよ」

  「そこかー!」

  　言われてみればそれはそうだった。

  　正式な戸籍もないだろうから、教習なんて受けられないもんね。

  「まあ、私の見てないところでこっそり運転を練習していたって可能性はゼロじゃないので、確信はできませんでしたけど」

  「いやいや、そこは確信していいと思うよ」

  　トキタさんに運転の必要や趣味があるとは思えないし。

  「肌の白さも、よくよく見ると不自然ですよね。メイクしたんですよね?」

  　そう。俺は日中、海水浴場を歩き回ってたから、全身を日焼けしていた。トキタさんの肌の白さを再現するために、顔や首にメイクを施した。隣に里緒さんを立てたのもカモフラージュのためだ。里緒さんも日焼けしているので、対比効果で俺のほうが実際よりも白く見えるという、我われながら涙ぐましい工夫だった。

  「あと冬彦さん、細かいところですけど、里緒さんを呼ぶとき『里緒さん』って呼んでたでしょう?　あれもおかしいんですよ。先生なら『坂下様』です」

  「うわあ……」

  　完かん璧ぺきに真ま似ねたつもりが、結構アラがあるな。

  　俺は片手で頭を抱えた。

  「でも冬彦さん、それ以外の喋しやべり方はすごく似てましたよ。お上手でした」

  「でしょー?　かなり研究したからね!」

  　カナタちゃんに褒ほめられて得意になる。一瞬でテンションが切り替わった。

  「研究、ね」

  　呆あきれたように小さく息をついて、カナタちゃんは言う。

  「盗聴してたんですよね?」

  「げ」

  　腰に手を当て、頬ほおを膨ふくらませ、鋭い目つきで睨にらんでくる。怒った表情なのにやっぱり可愛かわいいんだけど、そういう問題じゃなくて。

  　それこそ、どうしてわかったんだ?

  　俺はごまかすタイミングを失ってしまった。

  「冬彦さんは、私たちの店にほとんど出入りしてませんから、先生と私の会話なんて聞けるはずがないんですよ。電話すれば、先生のよそ行きの会話は聞けるでしょうけど、くだけた口調で話す先生の真似ができるってことは、盗み聞きしかないでしょう?」

  「カナタちゃんって、こんなに鋭かったっけ?」

  　実は、引っ越しの挨あい拶さつで渡した菓子に仕込んでいた。同封されていた綺き麗れいな説明書。その模様に溶け込むように、シール型の超小型薄型のマイクを仕込んであった。成功すれば儲もうけ物、捨てられたら他の手を考えるまでと思っていたところ、あっさり成功した。

  　当然、小型なので電池はすぐに切れたけど、その度たびカナタちゃんやナツ姉に何か理由をつけて物を渡して仕込んでいた。

  「こんなことしていいと思ってるんですか、冬彦さん」

  　声が怖い。

  　ナツ姉を前にしたときのような、寒さむ気け。

  　カナタちゃんの怒りが、殺気に変わりつつある!

  「すみませんでした!」

  　俺は深々と頭を下げた。

  「これからは真ま面じ目めになるから許してください!　カナタちゃんの声の盗み聞きは一日一時間までにする!　約束する!」

  「その約束自体がおかしいってことに気づいてください!」

  　真ま顔がおでつっこまれた。

  「おかしいな。ナツ姉なら許してくれるのに」

  「もう、知りません!」

  　カナタちゃんはつんとした表情で横を向き、呟つぶやくように続ける。

  「冬彦さんも、先生も……、知りません」

  「先生も?」

  　怒りの矛ほこ先さきはどうやらトキタさんにも向いているらしい。俺はわかるけど、どうしてトキタさんも?

  「だって、先生はここに来てくれなかったじゃないですか……」

  　カナタちゃんは溜ため息いきを一つ、夜空に吐つく。

  「私が誘拐されても、先生は外に出てこないんだなあ、って思って。先生はやっぱり冷たいです。冷たいというか、私ってそんなに大事にされてないんだなあ、って思いました。冬彦さんがさっき『カナタは大切な存在だ』って言ってくれたとき、冬彦さんじゃなくて本物の先生だったらよかったのに、って思いましたよ」

  　その言葉を聞いて、ああ、俺がカナタちゃんを落とすのは無理なんだなあ、と改めて思った。トキタさんの存在は、カナタちゃんの中で特別なところにあって、俺なんかが取って代わることはできそうにない。

  　その言葉は、トキタさんの演技じゃなくて、俺の本心だったんだけど。

  　まあ、俺は片想おもいでいいや。

  　この二人の仲を、ちょっと助けてあげよう。

  「カナタちゃん、ちょっと聞いてほしいものがあるんだ」

  「何ですか?」

  　首を傾かしげるカナタちゃんに、俺は小型の音楽プレーヤーを差し出す。

  「さっき、トキタさんとの会話をこっそり録音したんだ」

  「また盗み聞きっぽいことを!」

  「ああ、もうしないからさ。今回だけは目を瞑つぶって聞いてくれよ」

  　カナタちゃんは訝いぶかしげにしながらも、耳にイヤホンを差し込む。再生ボタンを押して、トキタさんの声を聞かせてあげた。
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  「でも、カナタさんはトキタさんだけのカナタさんじゃねーんだ。あたしの気に入らない決定をしようもんなら、トキタさん、悪いが一発殴らせてもらう。さあ、たっぷりとっぷり悩め」

  「悩むまでもありません」

  　トキタさんは、ナツ姉の言葉に動じることなく、はっきりと答えた。

  「私はキザミに寿命を差し出します」

  　ソファからすっくと立ち上がり、綺き麗れいな姿勢で立つ。その表情は毅き然ぜんとしていた。さっきまでの悲壮感や懊おう悩のうの色は嘘うそのように消え、唇くちびるはまっすぐ一文字に結ばれている。

  　俺は意外に思って、言葉が出なかった。カナタちゃんをあっさり切り捨てるかもしれないとさえ思っていたのに、ここまで見事な立ち姿を見せつけられることになるとは。

  　トキタさんのことを、見誤っていたかもしれない。

  「お手数ですが、指定の場所まで運転をお願いできますでしょうか」

  　俺とナツ姉を見て、トキタさんが丁てい重ちように打診する。表情は接客モード、優しい微ほほ笑えみになっていた。

  　死地に向かおうというのに。

  　向こう何十年も、何百年も生きられるかもしれない人生を捨てるというのに。

  　どうしてここまであっさりと決断できるのか。

  「トキタさんはいいんですか、それで?　正直言って、トキタさんならカナタちゃんを見捨てて、別の助手を雇って生きていくんじゃないかと思ってましたけど……」

  「喜嶋様、お戯たわむれを」

  　俺の言葉を遮さえぎり、

  「カナタに換えなど、あるはずがないでしょう」

  　トキタさんは涼しげに、そう言い切った。

  「以前、カナタから何度か尋たずねられたことがあります。『私たちが生きる目的は何なんですか?』『どうして商売を続けるんですか?』『なぜ利益にこだわるんですか?』『寿命やお金がたくさん貯たまった後、何をするんですか?』そんな、幼稚で素朴な、しかし疎おろそかにできない根本的、本質的な質問でした」

  　誰もが一度は考え自問自答する問い。自分自身の存在意義。目的。

  　普通の人は、多くの人はきっと一瞬だけ問い、そして忘れる。日々の出来事に大忙しで、答えを求める暇ひまもなく精一杯生きて、そして死ぬ。答えは何となく朧おぼろ気げなままか、もしかするとまったく得られないままかもしれない。

  　永ながい年月を不老不死で過ごしてきたカナタちゃんは、はっきりした答えを求めずにはいられなかったのだろう。そりゃ、毎日毎日片時も忘れずってほどではないにしても、ふと思い出しては真剣に考え、トキタさんに尋ねていたのだろう。

  「私はその度たび、人生に目的なんてないと答えました。日々の延長線上にぼんやりと見える幻にすぎない。生きて、何はさておき懸命に生きればいい。生き終えるときに振り返って、感慨に耽ふけられる人生にできれば、それでいい。そう答えました」

  　トキタさんは、懐なつかしむように総括する。

  　自分の過去を。

  　時間商人としての人生を。

  　死期を前にして、纏まとめに入る。

  「今にして考えると、私にも目的があったのだと思い知らされました。いや、その目的はすでに達成されていたと言っていいでしょう」

  「達成されていた?」

  　俺が聞き返すと、トキタさんは頷うなずき、

  「私はここで、カナタとミケと一緒に仕事をしていた。一緒に仕事をし続けていた。その状態を維持することこそが私の目的だったと、気づいたのです」

  　つい昨日までの日常が、最高だった。

  　どこに行くこともなく、トキタさんは満足していた。

  「トキタさん、あなたにとってカナタちゃんは……?」

  　ただの助手じゃなかったんですね。

  　もっと大事な存在だったんですね。

  　それは当たり前、言うまでもないことだったか。

  　トキタさんは小さく首を引いて肯定する。

  「ですから、悩むまでもありません。私がカナタを失って生き延びたとしても、昨日までの状態を回復することはできません。どうせ目的を達成できないのであれば、残る結果を少しでもよいものにしたい。カナタの自由を求めたい。それだけのことです」

  　トキタさんは、ナツ姉を見てもう一度言う。

  「この時間商人トキタから、追田事務所に正式に依頼させていただきます。指定の場所まで運転をお願いいたします。依頼料は惜しみませんので」

  　ナツ姉はずっと黙っていた。トキタさんが過去を振り返っている間も、憮ぶ然ぜんとした表情を崩さず、不ふ遜そんにも脚を組んで聞いていた。

  　やや間まがあって後、ようやくナツ姉は口を開き、

  「断る」

  　と、つまらなさそうに拒否した。

  　トキタさんは意外に思ったようで、若じやつ干かん前のめりになって尋たずねる。

  「……何かご不満がありましたか?」

  「トキタさんよおー」

  　ナツ姉は気けだるさ満々、緩かん慢まんな動作で立ち上がったかと思うと、

  「不満に決まってるだろーが!」

  　瞬間、

  　轟ごう音おんとともにトキタさんの体が吹っ飛ばされていた。あまりの威力に体が一瞬浮いて、受け身もとれず背中から落ちる。前のめりになっていたから、その分、衝撃もでかかったろう。

  　ナツ姉は、拳こぶしを振り終えた姿勢のままで固まっていた。渾こん身しんの右フック。トキタさんの顔面をぶん殴ったままの姿勢。

  　問もん答どう無む用ようの一撃だった。

  　取引相手としてあれだけ敬うやまっていた、トキタさんに対して。

  「キザミに寿命を渡しちまったら、トキタさんの死をカナタさんが悲しむだろーが!　そんなこともわかんねーのか!　あたしたちの商売も不便になるし、ふざけんじゃねー!」

  　ナツ姉はトキタさんを見下ろしたまま、続ける。

  「あと、『どうせ』なんて言うな!　目的を見つけたんだろ!?　諦あきらめてんじゃねー!」

  　キザミの取引に応じるのでもなく、黙殺してカナタちゃんを見殺しにするのでもなく、

  「キザミをぶっ倒しにいくに決まってる。カナタさんを奪い返しにいくに決まってる。その依頼なら受けてやってもいい」

  「……極力、追田様たちを危険に晒さらしたくありませんでしたので、その選択肢は最初からなかったのですが」

  「遠慮すんなよ、あたしとトキタさんの仲だろーが。というか、そもそもあたしたちがカナタさんを連れ出したんだから、責任を感じてんだよ。依頼料はタダでいい」

  「お言葉に甘えてもよろしいのですか?」

  　俺たちはもちろん、無言で頷うなずく。俺も、ナツ姉も、そして里緒さんまで。

  　カナタちゃんを助けることで一致している。

  　トキタさんが、白手袋で顔をさすりながら身を起こす。さすが不老不死、不死身の時間商人。流血一つなくこちらを見み据すえ、

  「そこまで仰おつしゃっていただけるなら、お力をお貸しください。カナタを救うために」

  　選択を覆くつがえす気はないとか言っていたナツ姉だけど、一撃で覆していた。

  「それでこそだぜ」

  　ナツ姉は機嫌を直していた。最近落ち込んでいたテンションが嘘うそのように、精神的に完全回復している。

  「ああ、トキタさんはここで待っててくれていいぜ?　あたしたちだけで片づけてくるから」

  「いえ、私にも見届ける義務が……」

  　言いかけたトキタさんを制し、ナツ姉が指摘する。

  「大体、トキタさんは外に出たくない、というか、出られないんだろ?」

  「出られない?　え、ナツ姉、どういうこと?」

  　俺は思わず聞き返した。初耳の事実、それも、かなり衝撃の事実だった。

  「言葉のとおりだが?」

  　平然と言うナツ姉に対し、トキタさんが応じる。

  「……よくおわかりになりましたね、追田様。カナタにも伏せていたことだったのですが」

  「いや、鎌かまをかけてみたんだが、やっぱり事実か」

  　ナツ姉も確信には至っていなかったらしい。状況証拠から推測して、トキタさんの弱点を見抜いていた。

  「外での用事は全部、カナタさんと猫に任せきり。単なる外出嫌いって可能性も当然あったけど、そのサングラスを見て推測できた。トキタさん、強い光を見れないんだろ?　夜なら平気ってことだと思うけど、万が一長期戦になると困るから、ここで待っててくれたほうがいい」

  　俺ははっとして、改めてトキタさんの顔を見た。

  　両目を覆おおうサングラス。光をほとんど通さない、表情を見通せないほどの色の濃さ。

  　有名どころでは、不老不死の吸血鬼は太陽の光が苦手だ。

  　トキタさんも、それと同じ──?

  「これも鎌かけですか?」

  　トキタさんの問いに、ナツ姉は苦笑した。笑ったまま、無言。それ以上は真相を求めないということらしい。

  「まあ、あたしの推測があってるか外れてるかはどっちでもいいけど、カナタさんには説明しとけよ。カナタさん、トキタさんが一緒に外出してくれなくて、ちょっと拗すねてるみたいだからさ」

  「それは、それは。ご忠告ありがとうございます」

  　トキタさんはおかしかったようで、薄く笑う。しかし、表情を一瞬で戻し、

  「是非、カナタに説明する機会をいただければと存じます」

  　つまりそれは、カナタさんをここに連れてくること。奪だつ還かんすることを意味する。

  　キザミを出し抜かなくてはならない。

  　難題だが、望むところだ。

  　ナツ姉は、にっと笑って答える。

  「約束だぜ?　任せとけよ、トキタさん」

  　この後、俺たちは作戦会議を開く。俺はトキタさんに扮ふんしてキザミの前に立つという、かなり大事な役割を担うことになるわけで、緊張したけど、心のどこかで安心していた。

  　トキタさんとカナタちゃん、両想おもいじゃん。

  　これ以上ないくらい、お似合いじゃん。

  　仕方ないけど、俺は片想いでいいや。

  　こっそり録音していたトキタさんの言葉を、カナタちゃんに聞かせてあげよう。そのためにも、作戦は絶対成功させよう。

  「おっ、冬彦、怖いのか?　武む者しや震ぶるいか?」

  　冗談めかして尋たずねるナツ姉に、俺は答える。

  「ちょっと楽しみになって、笑っただけだよ」

  　自信満々の笑顔で任務を遂すい行こうする。それが、俺たち追田事務所だろ?

  　トキタさんを死地に、向かわせはしない。
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   エピローグ

  

  　数日後、時間商人の店は静かだった。来客もなく、助手のカナタは寝室で休んでいる。ミケの姿も見当たらない。事務スペースにはトキタだけが存在し、執務机に向かっていた。

  　電話が鳴ったので素早く受話器を取る。カナタを起こさないように発信音量は抑えていたが、それでも、音が長く鳴らないように配慮した。

  　相手は時間取締官のハルカだった。

  「まさか内通者がいたとは思っていなかった」

  　キザミの一件を振り返って、ハルカは言った。彼女はトキタからの指摘を受けて調査を行おこなった。その結果、部下の一人が裏切ってキザミに情報を流していたことが確認できたという。トキタの読みどおりだった。キザミは時間取締官の動きを把握し、探知機などなくとも発信機の存在も知ることができた。だからこそ、ここまで長く逃げ延びることができたのだ。

  　捕縛されたキザミと内通者は、いずれ処分を受けるだろう。ほぼ間違いなく、寿命を剥はく奪だつされる。それがどの程度の分量なのかはトキタの知るところではないが、一般人の寿命を奪った罪は重い。保持する寿命をすべて奪われて死ぬということも、充分考えられる。

  「見苦しいところを見せた。その上、迷惑をかけた。恥ずかしい限りだ」

  「一つ、貸しということにさせていただきますよ」

  　トキタは冗談めかして微笑しながら言った。

  「私の妹はどうしている?」

  「今は眠っています。まだ疲れが尾を引いているようで、ここ数日は睡眠時間が長いです」

  「見舞いに行ければよかったのだが、後処理に追われていてな。よろしく伝えておいてくれ」

  「承うけたまわりました」

  　不老不死の身体を持つカナタ。身体的な怪け我がや疲れからはすぐに回復するが、精神的な疲労は残る。それを慮おもんぱかってのハルカの発言だった。

  「それにしても、トキタ、なかなか大胆だったな」

  「何の話です?」

  「情報漏ろう洩えいの危険があったからとは言え、取締官の力を借りなかった。一般人だけを動員して事を成すとはリスキーだ。トキタらしくもない」

  「そのことですか。ええ、存じております」

  　危ない橋を渡った作戦だった。現場に送った三人は全員不老不死にしていたから、誰かがすぐに命を落とすということはないにしても、作戦失敗で人質を増やすだけに終わることも充分に考えられた。

  　本来のトキタであれば選ばない選択肢。それでも選んだのは、

  「私の妹を守るため、か。珍しく利益を度外視したな。改めて礼を言う」

  「カナタを守るためだけではありません」

  　トキタは率直に述べる。

  「利益を度外視したわけでもありません。カナタがここにいるということ、それこそが私にとっての最大の利益、失えない利益だと気づいたのです」

  　失いかけてはじめて、自分がどれだけカナタを必要としていたかを思い知った。

  　普段、当たり前のようにそこにいて、甲か斐い甲が斐いしく働いていたカナタ。

  　他人を自分のことのように大事にし、親身になって応対する。

  　トキタが客に隠し事をすると決まって不平を言う。

  　それは鬱うつ陶とうしいことではあったけれど、それでも。

  　もはやカナタのいない時間商人の店は、考えられなかった。

  　カナタと利益を分かち合うこと。

  　分かち合い続けること。

  　ずっとここで一緒に過ごすこと。

  　それが自分の望んでいたことだったと、否いや応おうなく気づかされた。

  　自分が何のために時間商人を営み続けてきたのか、ようやく理解した。

  「……改めて訊きくが、トキタ、お前は私の妹のことが好きか?」

  「それは、どういった意味の質問ですか?　先日もお答えしたような気がしますが」

  「言いなおそう。トキタが私の妹に惹ひかれているのかどうか。それが訊きたい」

  「カナタに惹かれているのかどうか……」

  　質問を反はん芻すうする。常に即答してきたトキタだが、珍しく数秒考慮する。

  「難しい質問ですね。真ま面じ目めに考えたことはなかったかもしれません。あるいは、あえて考えないようにしていたのか」

  「トキタは馬ば鹿かなのか。頭は回るくせに大事なことを考えていない」

  　ハルカは遠慮なく指摘する。

  「別に難しくはあるまい。たとえば、私の妹が他の男と付き合うことになったら、お前はどう思う?　祝福するのか、嫉しつ妬とするのか」

  「そのどちらかで言えば、嫉妬します」

  　今度は即答だった。カナタが喜き嶋じま冬ふゆ彦ひこからアプローチされたと知ったときに感じたことだ。カナタには胸中を知られたくなかったために濁にごしていたが、ここにカナタはいない。

  「ただ、どうなんでしょう。だからと言って惹かれているという状態とは、意味合いが違うような気もします。私は今のままでいいと思っています。カナタのことは好きですが、これ以上仲を深めてしまうと、仕事上、支障が出るように思いますので」

  「仕事上か」

  「ええ、仕事上です」

  　曲がりなりにも上司と部下という関係。指示系統に余計な感情を差し挟はさみたくない。追おい田た事務所とつかず離れずの距離感を保ちたいというのと同じ理由だった。

  「事情はわからなくもないが、もう少し素直になっていいと思う。私の妹はそれを望んでいる」

  「素直に、ですか……。努力します」

  「いずれにせよ、妹を泣かせるようなことがあれば、私は黙っていない」

  「妹思いですね。ええ、努力します」

  「では、妹によろしく」

  「ええ、それでは」

  　短く挨あい拶さつして通話を終えた。受話器を置いて、長めの溜ため息いき。自分の助手について、思いを巡めぐらせようとしたとき、

  「先生、おはようございます!」

  　背後から声をかけられ、トキタは驚き一瞬身震いした。振り返るとカナタが戸口に立っていた。

  「カナタ、起きてたのか」

  「盗み聞きはよくないと思いましたけど、聞いちゃいました」

  　悪いた戯ずらっぽい笑みで謝るカナタ。片目を閉じて、片手だけで合がつ掌しようしながら執務机の正面に回りこんだ。冬彦さんのことを言えませんねえ、と呟つぶやく。ちなみに、冬彦が仕掛けた盗聴器は、事件解決直後に冬彦自身が平へい身しん低てい頭とうの謝罪の上で回収していった。

  　なので、会話を聞いていたのはカナタだけ。

  　しかし、一番聞かれたくない相手に聞かれてしまったかもしれない。

  「いつから聞いていた?」

  「ええとですね、『カナタに惹ひかれているのかどうか……』くらいからです」

  　似てもいない声こえ真ま似ねをするカナタ。トキタは脱力感を漂わせ、白手袋で顔を半分覆おおう。

  「うちのお姉ちゃんからでしたか?」

  「うん、まあ、そうだ。ハルカ様だった。お見舞いには行けそうにないけど、カナタによろしくと言っていた」

  「お見舞いなんて必要ないですよ!　今の話聞いたら、その……、元気になっちゃいましたから!」

  　弾はずむように言うカナタ。

  「いやあ、先生に『カナタのことは好きですが』って言わせたのは、お姉ちゃんの快挙というか偉業ですねー。あと、『嫉しつ妬とします』ってのも超レアですし。ああ、冬彦さんに録音しておいてもらえばよかった!」

  「いや、あの、カナタ……」

  「ん?　なんですか先生?」

  　口元を綻ほころばせながら、小首を傾かしげて問うカナタ。

  　その顔を見て、トキタはサングラスの奥で目を細める。

  　照れくさいので適当に話を逸そらせようとしていたが、思い直す。

  「無事に戻ってこれて、よかったね」

  「はい!　ありがとうございます!　ご心配をおかけしました!」

  「行ってやれなくて、すまなかった」

  「ああ、そうですよ、それそれ!　実は冬彦さんから先生の話を又また聞ぎきしたんですけど、外に出られないって話は本当だったんですか?」

  「まあ、ね」

  　トキタは肯定した。躊躇ためらいはあるが、追田夏なつ枝えとの約束がある。カナタには説明すると決めた。

  「これまで言わなかったが、僕は日光に極めて弱い。不老不死の身体だけど紫外線だけは例外でね。強い光が目に入ると失明して、そのまま浴び続けると死んでしまう。キザミとの取引は夜だったから出ようと思えば出られたけど、万一長期戦になって朝を迎えたらまずいことになるから、大事をとってここに留とどまった」

  　淡々と、トキタは必要十分の説明を終えた。

  「以上。何か質問は?」

  「……どうして」

  　衝撃を受けたようで、カナタは真ま面じ目めな表情になり、詰まりながら言う。

  「どうして、そんな大事なことを、今まで黙ってたんですか?」

  「理由は二つ。情報が漏もれると悪意ある第三者に利用される可能性がある。それを防ぐためというのが一つ。だから、このことは誰にも言わないようにしてくれ。追田事務所の二人も例外ではない。ほとんど正確に見抜かれているとはいえ、ね」

  「わかりました」

  　カナタは姿勢を正して厳げん粛しゆくに受け止める。

  「それで先生、理由のもう一つは?」

  「知られたら、カナタは心配するだろうと思った。心配をかけたくなかったから、言わなかった。それが二つ目だ」

  　トキタの言葉に、カナタは一瞬目を丸くした。その後すぐに切り替え、叱しかるような口調で、

  「先生、その心こころ遣づかいはまあ、ちょっと嬉うれしいかもしれませんけど、でもダメですよ!　おかげで色んなことを誤解しちゃってたじゃないですか!　夏枝さん風に言うと、先生と私の仲なのに!」

  「悪かった」

  「もう!　先生は相変わらず冷たいです!　意地悪です!　薄情者です!」

  「それはちょっと言いすぎじゃないか、カナタ」

  「だってだって!」

  「これからはできる限り努力する。もう少しカナタに素直になる」

  　トキタは静かに宣言した。

  　目を逸そらさずに、カナタの目を見て言う。

  　努力するという言葉は、先日も口にされた言葉だったが、トキタの真剣味が違う。

  　意表を突かれたか、カナタは頻ひん繁ぱんに瞬まばたきを繰り返し、そして微ほほ笑えむ。

  「その言葉、信じていいですね?」

  「ああ」

  

  　時間商人の店は、とある都会の片隅で、今も営業を続けている。
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